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調査報告

はじめに

　山口弥一郎（1902～2000）は福島県新鶴村（現会
津美里町）に生まれ、東北の地理学・民俗学に多大
な業績を残した研究者である。特に明治・昭和の三
陸津波後の集落移動の研究で知られ、東日本大震災
後には著書『津浪と村』（1943年刊）が復刊して全国
的に注目された。また一方で東北各地のフィールド
調査を精力的に行い、多くの論考を世に出している。
郷里である福島県では、県内の民俗研究を黎明期か
ら支えた人物の一人であり、その成果は各地の自治
体史や調査報告書等にまとめられている。
　没後にはその研究人生を物語る膨大な資料が残さ
れたが、そのうちノートや原稿、写真などの調査研
究資料は磐梯町に2005年度に寄贈され、山口家に残
された古文書（山口家文書）及び調査の過程で収集
された古文書類は郷里である会津美里町に2007年度

に寄贈された。特に磐梯町の磐梯山慧日寺資料館で
保管されてきたノートや写真、映像、原稿、蔵書等
の調査研究資料は研究者資料として非常に貴重なも
のであるが、従来の博物館資料とは性格が異なるた
め整理方法も確立されておらず、なかなか整理作業
は進まなかった。そこで、2014年度末に磐梯町と福
島県立博物館は、それぞれ町長、館長の連名により

「『山口弥一郎旧蔵資料の整理と活用に向けた調査研
究』のための協約書」を取り交わし、同資料群につ
いて共同で整理作業と調査を進めることになった。
当館では2015年度から蔵書を除く調査研究資料を借
用してその整理を進めてきた。
　後述するように、本資料群はその種類も多様であ
り、また分量も膨大である。現在も整理作業は継続中
であるが、研究者をはじめとして同資料群への注目
度は高い。そこで本稿では、山口弥一郎の研究者とし
ての一生を振り返るとともに、当館で進めてきた整
理事業を紹介し、その一部を目録の形で公開する。

１．山口弥一郎の調査研究歴

　山口弥一郎は、地理学、民俗学、さらには福島県
及び県内自治体の文化財保護や郷土史研究において
膨大な業績を残した研究者である。山口の多岐にわ
たる調査研究歴のすべてを整理することは難しいが、
本章では⑴磐城勤務期まで、⑵岩手勤務期・新鶴村
帰郷期、⑶会津・東京勤務期から晩年まで、の 3つ
の時期に大きく分けた上で、その軌跡を概観してみ
たい。
　なお、山口の調査研究歴については、ご子息であ
る山口大二郎氏によって整理がなされている（山口
2012）。また、山口の携わった各学問分野の立場か
ら、山口の調査研究等についてとりまとめた文章と
して、人文地理学では竹内（1986）、竹内（1995）、
Takeuchi（2000）、五十嵐（2000）、岡田（2013）
など、民俗学では岩崎（2000）、鷲山（2000）、和田

（2000）、六車（2004）、松本（2008）、石井（2012）、
川島（2013）、川島（2014）、笠井（2014）など、考
古学では中村（2000）が挙げられる。さらに東日本

写真１　岩手県釜石市唐丹町の津波碑と山口
弥一郎（1961年）
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大震災後には、青井哲人が都市史・災害史の視点か
ら山口の津波研究を再評価している（青井2011）。
本章では、以上に挙げた文章等を参考にしつつも、
山口の著作と旧蔵資料をもとに調査研究歴を再構成
していく。

⑴　磐城勤務期まで（1902～1940年）
　山口は1902年、福島県新鶴村（現会津美里町）の
旧肝煎家の長男として生まれた。1922年に福島県立
会津中学校を卒業、1923年に福島県師範学校 2部を
卒業し、坂下小学校訓導となった。 1年間の兵役を
経て、1925年に磐城高等女学校に教諭として赴任し
た。
　磐城に着任した山口は地理学を専門と定め、文部
省中等学校教員資格検定試験（通称「文検」）に向
けた学習を進め、1928年に合格した。あわせて地理
学に関する調査研究を進め、処女論文「平地方の地
形・地質 1 」（山口1926）を皮切りに、磐城地方に
関する地理学的な論文を発表していった。特に山口
は勤務地周辺に広がっていた炭鉱集落の研究に取り
組み、炭層の掘削が進むにつれ、それと並行して炭
鉱町も移動していく現象に着目した。これらの研究
成果は、他地方との比較を含め、日本地理学会の機
関誌等に発表されている（山口1934）。

　さらに山口は、炭鉱集落調査で指導を仰いだ福島
県出身の渡辺萬次郎（東北帝国大学教授）の紹介で、
東北帝国大学教授の田中館秀三に師事するようにな
った。岩手県出身の田中館の示唆を受けつつ、1933
年の昭和三陸津波や1934年の凶作の被害を受けた東
北地方各地の農山村や漁村で調査を行い、津波常習
地の集落移動や、凶作に立ち向かう山村の生業（雑
穀作や焼畑等）に関して研究成果をまとめていった。
　他方で、田中館との津波調査の過程で民俗学的な
関心を抱くようになり、日本地理学会で接点があっ
た佐々木彦一郎（東京帝国大学地理学教室助手）を
介して、柳田国男を紹介された。柳田を通じて、磐
城で郷土研究を続けてきた高木誠一の知己を得て、
高木、山口、さらに磐城高等女学校の同僚の岩崎敏
夫と 3人で磐城民俗研究会を結成し、信仰や芸能等
に関する民俗調査を進めていった。
　このように、山口の磐城勤務期は、地理学の田中
館、民俗学の柳田の両者から指導・薫陶を受けつつ、
様々なテーマやフィールドでの調査経験を積み、研
究者としての基礎を作った時期であった。

⑵　岩手勤務期・新鶴村帰郷期（1940～1947年）
　1940年、岩手県立黒沢尻中学校教諭に転任するこ
ととなった山口は、磐城を離れ、家族とともに岩手

表　山口弥一郎の調査研究歴年表 
年 年齢 所属・出来事

1902  0 福島県新鶴村（現会津美里町）の、旧肝煎家の長男として誕生
1922 20 福島県立会津中学校卒業
1923 21 福島県師範学校 2部卒業
1924 22 1 年間の兵役（歩兵第65連隊）を終え、坂下小学校訓導として勤務
1925 23 福島県立磐城高等女学校教諭
1928 26 文部省中等学校教員資格検定試験（通称「文検」）合格
1935 33 佐々木彦一郎の紹介で、柳田国男と会う
1940 38 岩手県立黒沢尻中学校教諭（岩谷堂高等女学校教諭兼任）
1942 40 東北帝国大学農学研究所嘱託研究員
1945 43 岩手県立岩谷堂高等女学校教頭、翌年退職
1947 45 教職復帰、福島県立会津高等女学校教諭
1953 51 会津若松の自宅に東北地方農村生活研究所を設立
1956 54 福島県立会津農林高等学校校長代理
1957 55 福島県文化財専門委員
1959 57 河北文化賞受賞
1959 57 東京文理科大学より理学博士取得（主査青野壽郎）。同年、会津農林高等学校退職
1962 60 福島県史編纂委員
1963 61 亜細亜大学非常勤講師、東京転居
1964 62 福島県文化功労賞受賞
1965 63 亜細亜大学教授
1972 70 創価大学教授
1976 74 勲四等瑞宝章受章
1989 87 創価大学退職、会津若松に帰郷
2000 97 死去
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県和賀郡黒沢尻町（現北上市）に転居した。岩手時
代の山口は、夏と冬の休暇を利用して東北地方各地
での現地調査を継続するとともに、1930年代に書き
溜めてきた炭鉱集落研究、津波研究、山村研究に関
する論文を、相次いで著書としてまとめた（山口
1942、山口1943、山口1944）。さらに、これまでの
研究が評価され、1940～1941年には厚生省が主催す
る人口問題研究会で研究発表を行い、1942年には
「人口都市配置に関する継続委員会」の委員に任命
された。同じく1942年には東北帝国大学農学研究所
の嘱託研究員に就任し、1944年には日本学術振興会
より助成を受け、凶作の研究等に取り組んだ。
　他方で、1945年には岩手の下宿先とその周辺の生
活を「寄寓採録」（参与観察）によって事細かに記し
た「江刺の農村生活」をまとめた。さらに終戦直後
の1946年には教職を辞して故郷の新鶴村に帰郷し、
実家の農業を手伝う傍ら、実家や近所の暮らしを対
象化する「帰郷採録」を行った。この「帰郷採録」
によってまとめられた「会津の農村生活」は、研究
者としての自身の葛藤をも対象化した、オートエス
ノグラフィとも呼びうる先鋭的な民俗誌である（山
口1975）。
　このように、山口にとっての戦中・終戦直後期
は、大学や国などからの委託研究や委員委嘱等、研
究者としての活動の幅が広がる一方、自身の葛藤や
苦悩にも向き合いつつ、「寄寓採録」や「帰郷採録」
という斬新な方法を試行していた時期であった。

⑶　会津・東京勤務期から晩年まで（1947～2000年）
　 1年以上にわたる「帰郷採録」を終え、山口は
1947年に福島県立会津高等女学校（会津女子高等学
校）教諭として教職に復職した。会津高等女学校に
おいては、郷土研究部の顧問として生徒とともに郷
土史の調査研究に打ち込んだ。さらに、1957年には
福島県文化財専門委員、1962年には福島県史編纂委
員に就任するなど、福島県内の文化財行政にも関わ
っていった。会津民俗研究会の会長や福島県民俗学
会の顧問も務め、福島県内の市町村史編さん事業や
ダム水没村の民俗調査事業といった機会を通じて、
県内の後進の民俗研究者の育成にも力を注いだ。
　また、1953年には会津若松の自宅に「東北地方農
村生活研究所」を設置し、自身の研究に打ち込める
環境を整えた。戦前に行っていた三陸津波に関する
フィールドワークも再開し、1960年には津波研究で
博士論文をまとめて東京文理科大学から理学博士号
を取得した（山口1960）。学位取得の翌年には高校
を退職して大学におけるキャリアをスタートさせ、
1963年から亜細亜大学非常勤講師に就任して東京に

転居、1965年には亜細亜大学教授に着任した。大学
時代には、大学での講義内容を教科書として出版し
（山口1966ほか）、海外調査にも力をいれた。特に
1972年に創価大学に移ってからはシルクロード研究
における卒塔婆（ストゥーパ）の研究に着手し、約
10年をかけてその成果をまとめた（山口1983）。こ
のように戦後の会津・東京勤務期の山口は、若き日
の研究活動で得た知見を旺盛な出版活動や文化財行
政、大学教育等によって活かしつつ、海外でのシル
クロード研究という新たなテーマに取り組んでいた。
　1989年に山口は創価大学を退職して会津若松に戻
ると、かつて訪れた東北地方のフィールドを再訪し、
3巻にわたる『東北地方研究の再検討』をまとめた
（山口1991ab・1992）。活発な研究・執筆活動は晩
年まで続き、1995年まで福島県文化財保護審議委員
会委員長を務め、同年に93歳にして最後の著書『郷
愁讃歌』を出版した（山口1995）。山口は2000年に
97歳で亡くなったが、本旧蔵資料には亡くなる前年
（1999年）に記されたものも残されており、文字通
り山口が生涯にわたって研究に情熱を注いだことが
伺える。

２．山口弥一郎旧蔵資料の整理事業と「山口目録」

　このように多様な研究遍歴を辿った山口だが、そ
の足跡はノートをはじめ残された調査研究資料にも
反映されている。当館では2014年度から調査研究事
業「山口弥一郎調査資料の研究」を開始し、毎年数
万円から十数万円の予算で整理・調査事業を行って
きた。関係者が月 １回程度当館に集まり、整理作業
を継続している。資料の簡易的なクリーニング、写
真撮影、資料番号が記された短冊の挟み込みや封筒
詰め、年代・標題・資料番号等のデータ入力、段ボ
ールから中性紙箱への入れ替えなどが主な作業であ
る。一方で、特にノート類のうちフィールドで使用
したと思われるものは走り書きによる記載がほとん
どで、解読には困難を伴うものが大半である。それ
らの内容の読解は整理作業とは別に少しずつ進めて
いる。
　対象となる資料は磐梯山慧日寺資料館に収蔵され
ていた段ボール箱で44箱であるが、中性紙箱への入
れ替えの結果、現状で98箱に上っている。今後も増
える見込みであり、いかに膨大な資料群であるかが
分かる。内容も多様なものが含まれるが、資料の内
訳を大まかに分類すると、以下のようになる。

①フィールドノートや新聞スクラップブック、自
作の帳面などの各種ノート類

②原稿をはじめ多様な文書類が封筒等に入れられ
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た調査資料
③ガラス乾板や紙焼き写真、ネガ・ポジフィルム

を含めた写真資料
④VHSやフィルム等の映像資料
⑤手紙・葉書
⑥手帳・スケジュール帳
⑦レコード
⑧その他

　箱の数でいえば①②が大半を占めており、全体の
９割近くに上ると思われる。また特に②は特定のテ
ーマや調査地ごとにまとめた資料であるが、ひとつ
の包みに文書とともにノートや写真、手紙などが多
く混在している。2018年度末の段階では、①②につ
いての簡易整理がほぼ終了しており、③以降の整理
は継続中である。
　上述した旧蔵資料の全体のうち、本目録で対象と
するのは①に該当するが、そのなかでも山口弥一郎
自身がノート番号を付与していた資料に絞って紹介
する。山口は生前、自身のノートに番号をつけて整
理し、目録化して管理していた。著書『山口弥一郎
選集』第12巻には「地理・民俗採集ノート索引目録」
と題した一覧に １ から195番までのノートの標題・
年代が掲載され（山口1980）、『東北地方研究の再検
討』天の巻の巻末には「調査資料採集ノート索引目
録（二）」として196から265番までが同様に掲載され
ている（山口1991a、以下両者を合わせて「山口目録」
と表記）。その後も山口は自身のノートに番号をつ
けて整理を続けていたようで、現在の整理作業では
305番までのノートを確認している。山口は生前、
自身のノートについて以下のように述べている。

　採集ノートは特に索引までつけて保存してある。
このノート保存が、書庫を最初に鉄筋コンクリー
トで作ろうとした意図でもあった。
　終戦後一切の職を辞して、北上の山村の寄寓生
活を打ち切って帰郷・帰農採録に、私の研究生活
の最後を賭けようと引揚げた際も、私の背にあっ
たリックには、この百数十冊の採集ノートのみが
収めてあった。これを護り通す限りは、私の東北
研究はつづけられると思っていたからである。

 （山口1984）

　また初期のノートのいくつかには、巻末に連絡先
が記され、紛失時に発見・送付された折には謝礼を
進呈する旨の記述も見受けられる。研究者の財産と
して、山口がいかにノートを大切に考えていたかが
うかがえる。特に １から305まで番号が振られたノー
トには、背表紙に番号札が貼付されており、書棚に

入った状態でも番号を確認できるようにされていた。
これらは膨大なノートの中でも山口が重要だと考え
ていたものであることは確かであろう。本稿でも、
山口が付与したノート番号と山口目録をベースにし
ながら、これを再構成する形で目録を作成した。
　しかしその一方で番号がみられず、索引化されて
いないノートも多数存在している。また採集ノート
に限らず、新聞スクラップに使用したノートや広告
などの裏紙を利用して自作した帳面など、紙を綴り
合わせたものを広義のノートととらえれば、全体と
してノートは本目録の倍以上の数になると思われる。
また「山口目録」には番号とともに記載があるもの
の、その所在を確認できないノートもある。

３．山口弥一郎旧蔵ノート目録の概要

　最後に、本稿末尾に掲載した「山口弥一郎旧蔵ノ
ート」について、その概要を山口の調査研究歴を念
頭に置きながら簡単に述べてみたい。
　年代として最も古いのは磐城高等女学校時代の
1929年に炭鉱集落や北海道開拓に関する調査などを
記したノート（ノート番号１）で、最も新しいもの
は亡くなる直前の1998～1999年に使用した宗教関係
のメモや新聞記事を貼り付けたノート（ノート番号
305）である。山口が地理学や民俗学の調査研究を
始めた頃から晩年に至るまで利用したノートが揃っ
ており、多少の前後はあるものの、番号は概ね年代
の古いものから新しいものへと順に振られていると
いえる。
　また傾向として、昭和戦前期のノートでは同時代
に行った調査記録が場所やテーマに関わらず 1冊の
ノートに記されている一方、戦後のノートはテーマ
や調査地ごとに 1冊ずつ作成している場合が多い。
それに合わせて、携帯に便利な小型のノートからA

写真２　山口家書庫の採集ノート保管状況
	 （川島秀一氏提供・1995年）
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４ 版の大学ノートへと大きさにも変化が見られ、大
学ノートには 1枚ずつのメモ用紙に聞き書きの成果
を記し、それを並べて貼り付けたものが目立つよう
になる。調査地で使ったと思われるフィールドノー
トには聞き書きの成果と合わせて地形や家並み、民
家の間取りや民具、石造物などのスケッチ画も多く、
統計的な表を記したものや文献資料の抜書きもみら
れる。一方で年代が新しくなるほど新聞記事の切抜
きや会議資料、各種パンフレット等を貼り付けたノ
ートが増え、フィールドノートというより仕事別に
情報をまとめたノートという性格が強くなる。
　時期別に内容を概観すると、まず昭和戦前におけ
る磐城勤務期のノートには、炭鉱集落や三陸津波の
調査、凶作・廃村に関する調査など、東北を中心と
して各地を精力的に巡り歩いた記録が残されており、
また柳田国男や田中館秀三との交流を示すノートも
多い。柳田を中心とする民間伝承の会が発行した採
集手帖（沿海地方用・食習採集手帖を含む）が ７点
含まれ（うち ２点は所在未確認）、また昭和戦前期の
ノートには柳田国男や田中館秀三を訪問した際の記

録が数冊見受けられる。
　また岩手に移住してからのノートには青森・岩手・
宮城などの東北各地での調査記録が多く、江刺にお
ける「寄寓採録」による調査成果をはじめ、岩手で
経験した終戦直後という時代における農村の状況も
細かく記録されている。さらに会津に戻ってからの
1940年代後半では、「農村生活誌」と題したノート
を数冊に渡って作成し、自身の生活記録を細かく記
した。1950年代に入ると、岩手や青森の調査と並行
して会津における調査を精力的に進めたことがノー
トからもうかがえ、また教職復帰後は勤務先であっ
た会津高等女学校（会津女子高等学校）の郷土研究
部による調査記録も多数残されている。さらにこの
頃から県内の自治体史編さんや文化財専門委員とし
ての仕事に関わるノートが増え、特に1950～60年代
にかけては相対的に福島県内での調査記録の割合が
大きくなるが、一方で博士論文にもつながる三陸を
フィールドとした研究の下書きを記したノートも数
冊含まれている。
　また1960年代後半から70年代にかけては大学の講
義録や海外への調査旅行を記録したノートが増え、
特に1970年代後半はストゥーパ、シルクロードに関
する調査旅行の内容が多い。海外への調査は夫妻で
の旅行や単身での調査旅行、調査団による調査旅行
があり、パンフレットやチケットなどが貼り付けら
れたものが多数見られる。さらに1980年代から90年
代にかけては、著書『東北地方研究の再検討』に関
する調査記録や原稿の下書きを記したノートのほか、
「人生精進論」と題して自らの人生を振り返りなが
ら随想を記したノートが多い。これらには新聞記事

写真３　民間伝承の会発行の採集手帖（上段左からノー
ト番号18・19・22、下段左から20・21）

写真４　メモ用紙を多数貼り付けた大学ノート
	 （ノート番号150）

写真５　三陸津波調査関係のノート（上段左からノート
番号４・５、下段左から９・10）



- 84 -

内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生

の切抜きも多数あり、当時の事件や事故に対しての
自身の思いを綴っている。

おわりに

　本稿末尾に掲載した目録は、当館で整理を進めて
いる資料の全体からすればほんのひと握りに過ぎな
い。しかしこれらのノートは山口弥一郎が自身の財
産として大切に保管していたものであり、研究者と
しての山口の思想や研究法、あるいは生き様そのも
のを物語る基礎資料である。またそのノートに書き
留められた昭和初期からの東北各地におけるフィー
ルド調査の成果から、現在の地域を民俗学・地理学
的にとらえ直すことも可能であろうし、研究史を再
構成するための重要な資料としてそれらを活用する
こともできるだろう。本目録がそのための一助とな
ることを願う。

附記
　山口弥一郎旧蔵資料の整理作業は当館民俗分野の
学芸員が中心となって進めているが、生前の山口と
交流のあった福島県民俗学会会長の佐々木長生氏や
同学会副会長の小澤弘道氏にも協力を仰いでいる。
また外部協力者として、浜銀総合研究所研究員の辻
本侑生氏にも作業への参加をお願いしている。
　本稿の本文については、「 １．山口弥一郎の調査
研究歴」を辻本侑生氏が、それ以外を内山大介が執
筆した。末尾の目録については整理作業で作成した
データベースをもとに、内山大介・大里正樹・山口
拡が整備した。
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ノ
ート 番
号
整
理
番
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旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代
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西
暦
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主
　
　
な
　
　
内
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福
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炭
坑
の
踏
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他
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昭
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4
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福
島
炭
坑
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踏
査
（
昭
和
5
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1
月
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北
海
道
上
濁
川
盆
地
の
開
拓
景
（
昭
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8
月
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石
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炭
田
に
関

す
る
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昭
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6
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月
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（
昭
和
7
年
7
～
8
月
）
な
ど
の
調
査
記
録
や
メ
モ
。

3
Y3

1
〔
磐
城
地
方
の
古
墳
と
化
石
調
査
他
〕

昭
和
10
年

19
35
年

磐
城
地
方
の
古
墳
と
化
石
（
高
久
村
）（
昭
和
10
年
1
月
13
日
・
4
月
28
日
・
5
月
10
日
・
5
月
19
日
）、
福
島
県
南
会
津

郡
に
お
け
る
田
島
祇
園
祭
・
曲
家
・
桧
枝
岐
及
戸
倉
の
出
作
り
研
究
（
昭
和
10
年
7
月
23
～
29
日
）、
青
森
県
八
戸
調
査（
昭

和
10
年
8
月
7
～
9
日
）、
青
森
県
八
甲
田
山
（
昭
和
10
年
8
月
11
日
）、
岩
手
県
二
戸
郡
田
山
村
調
査
（
昭
和
10
年
8
月

15
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

4
Y1
45
5
31

三
陸
地
方
ノ
津
浪
ニ
依
ル
集
落
移
動
調
査

昭
和
10
年

19
35
年

磐
城
地
方
の
民
俗
採
集
（
昭
和
10
年
9
月
15
日
）、
三
陸
地
方
（
気
仙
沼
市
唐
桑
か
ら
下
閉
伊
郡
田
老
）
の
津
波
に
よ
る

集
落
移
動
調
査
（
昭
和
10
年
12
月
25
日
～
11
年
1
月
2
日
）、
岩
手
県
下
閉
伊
郡
川
井
村
夏
屋
の
話
（
昭
和
11
年
1
月
2

日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

5
Y1
45
6
31

炭
砿
聚
落
　
三
陸
津
波

昭
和
7
年

19
32
年

常
磐
炭
田
の
炭
鉱
集
落
（
昭
和
7
年
12
月
26
日
、
昭
和
10
年
11
月
1
～
29
日
）、
宇
部
の
炭
鉱
集
落
（
昭
和
9
年
7
月
25

日
）、
琉
球
・
台
湾
旅
行
覚
書
（
昭
和
9
年
8
月
）、
筑
豊
の
炭
鉱
集
落
（
昭
和
9
年
7
月
25
日
）、
三
陸
地
方
（
重
茂
村
）

の
津
波
と
集
落
（
漁
村
の
生
活
研
究
を
含
む
）（
昭
和
18
年
1
月
2
～
8
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

6
Y1
45
7
31
〔
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
調
査
他
〕

昭
和
11
年

19
36
年

福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
調
査
（
昭
和
11
年
6
月
6
～
7
日
、
7
月
22
～
25
日
）、
山
形
県
天
童
町
（
温
泉
・
将
棋
駒
製
法

－
東
北
地
方
経
済
地
理
研
究
会
）（
昭
和
11
年
6
月
13
～
14
日
）、
宮
城
県
鹿
島
台
村
・
品
井
沼
干
拓
調
査
（
昭
和
11
年
7

月
4
～
5
日
）、
福
島
県
中
村
町
瓜
市
（
昭
和
11
年
7
月
）、
福
島
県
八
沢
浦
干
拓
・
新
沼
干
拓
（
昭
和
11
年
7
月
26
～
27

日
）、
福
島
県
中
村
町
市
場
（
昭
和
11
年
7
月
27
日
）、
福
島
県
相
馬
藩
の
人
口
調
査
（
只
野
清
氏
宅
）（
昭
和
11
年
7
月

28
日
）、
福
島
県
掛
田
生
糸
市
場
・
梁
川
生
糸
市
場
（
昭
和
11
年
7
月
28
～
29
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

7
Y1
45
8
31

会
津
地
方
戸
籍
増
減
・
川
前
・
田
人
・
泉

昭
和
11
年

19
36
年

会
津
地
方
の
集
落
と
人
口
移
動
調
査
（
昭
和
11
年
8
月
13
～
15
日
）、
安
達
太
良
山
麓
の
木
地
小
屋
（
昭
和
11
年
8
月
16

～
17
日
）、
福
島
県
川
前
村
民
俗
調
査
（
昭
和
11
年
8
月
27
日
）、
福
島
県
田
人
・
荷
路
夫
・
貝
沼
村
民
俗
調
査
（
昭
和
11

年
11
月
22
～
23
日
）、
福
島
県
河
沼
郡
朝
立
（
母
の
話
）（
昭
和
11
年
11
月
）、
福
島
県
石
城
地
方
の
生
活
調
査
－
田
人
村
大

犬
平
の
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
平
町
長
源
寺
（
昭
和
12
年
6
月
）、
福
島
県
志
賀
沢
之
介
の
農
家
経
営
（
昭
和
12
年
2
月
21
日
）、
福

島
県
平
町
調
査
（
市
場
な
ど
）（
昭
和
12
年
4
月
～
13
年
2
月
11
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

8
Y1
45
9
31

下
北
東
通
村
・
上
北
三
澤
村

昭
和
11
年

19
36
年

青
森
県
下
北
半
島
の
漁
村
調
査
（
東
通
村
の
共
同
体
村
落
）（
昭
和
11
年
12
月
24
日
～
12
年
1
月
1
日
）、
青
森
県
上
北
郡

三
沢
村
（
昭
和
12
年
1
月
2
～
3
日
）、
福
島
県
磐
城
地
方
民
俗
写
真
解
説
（
ト
リ
ゴ
ヤ
な
ど
の
民
俗
調
査
）（
昭
和
13
年

2
月
13
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

9
Y1
46
0
31

岩
手
北
部
津
浪
・
繋
温
泉
・
岩
手
北
部
小
作

昭
和
12
年

19
37
年

三
陸
沿
岸
津
波
と
集
落
移
動
調
査
（
北
部
－
八
木
・
大
浜
・
野
田
・
久
慈
）（
昭
和
12
年
1
月
3
～
8
日
）、
岩
手
県
九
戸

郡
久
喜
の
漁
村
屋
号
調
査
（
昭
和
12
年
1
月
5
～
6
日
）、
盛
岡
附
近
・
繋
温
泉
集
落
調
査
（
昭
和
12
年
1
月
8
～
10
日
）、

山
形
県
新
庄
町
市
場
（
昭
和
12
年
5
月
17
日
）、
岩
手
県
久
慈
の
市
場
調
査
（
昭
和
16
年
8
月
4
～
5
日
）、
岩
手
県
山
根

村
・
山
形
村
の
山
村
研
究
（
昭
和
16
年
8
月
5
～
8
日
）、
岩
手
県
資
料
（
菅
野
盛
岡
図
書
館
長
・
郷
土
資
料
目
録
）（
昭

和
16
年
8
月
31
日
）、
岩
手
県
稗
貫
郡
八
重
畑
村
名
子
の
旦
那
晴
山
家
の
調
査
（
昭
和
16
年
11
月
19
日
・
25
日
）
な
ど
の

調
査
記
録
。
平
成
1
年
の
山
形
村
再
調
査
の
際
の
メ
モ
あ
り
。

10
Y1
46
1
31

宮
城
津
浪
・
岩
手
小
国
・
安
家
・
川
俣

昭
和
11
年

19
36
年

宮
城
県
北
部
（
牡
鹿
半
島
～
気
仙
沼
）
津
波
と
集
落
移
動
（
昭
和
11
年
7
月
31
日
～
8
月
2
日
）、
岩
手
県
下
閉
伊
郡
小

国
村
山
村
生
活
研
究
（
昭
和
11
年
8
月
3
～
4
日
）、
岩
手
県
安
家
村
（
昭
和
11
年
8
月
5
～
10
日
）、
福
島
県
川
俣
羽
二

重
市
場
（
昭
和
11
年
8
月
11
～
12
日
）、
福
島
県
本
宮
町
桑
市
場
（
昭
和
11
年
8
月
12
～
13
日
）、
山
形
県
北
村
山
郡
尾
花

沢
牛
房
野
・
焼
畑
調
査
（
昭
和
18
年
6
月
19
～
20
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。
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ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

11
Y4

1
〔
磐
城
の
郷
土
研
究
他
〕

昭
和
13
年

19
38
年

磐
城
の
郷
土
研
究
（
昭
和
13
年
4
月
9
日
）、
福
島
県
石
城
郡
赤
井
村
シ
ン
メ
イ
様
（
昭
和
13
年
4
月
）、
大
浦
村
済
戸
（
昭

和
13
年
4
月
）、
如
来
寺
高
久
村
神
明
像
（
昭
和
13
年
4
月
）、
大
浦
村
長
友
（
昭
和
13
年
5
月
8
～
11
日
）、
高
久
村
獅

子
舞
（
昭
和
13
年
10
月
7
日
）、
泉
村
滝
尻
獅
子
舞
（
昭
和
13
年
11
月
6
日
）、
高
木
誠
一
氏
の
信
仰
の
話
（
昭
和
13
年
12

月
1
日
）、
草
野
村
獅
子
舞
（
昭
和
14
年
4
月
23
日
）、
喜
田
貞
吉
氏
の
磐
城
の
話
（
昭
和
14
年
2
月
2
日
）、
磐
城
の
古

稗
（
昭
和
15
年
3
月
16
日
）、
入
遠
野
村
民
俗
調
査
（
昭
和
14
年
3
月
4
～
5
日
）、
錦
村
御
宝
殿
熊
野
神
社
祭
礼
行
事
（
昭

和
14
年
8
月
1
日
）、
豊
間
村
薄
磯
漁
村
民
俗
調
査
（
ア
ン
バ
様
・
賽
河
原
）（
昭
和
14
年
8
月
28
日
）
な
ど
の
調
査
記
録

や
メ
モ
。

12
Y5

1
〔
岩
手
県
平
泉
見
学
他
〕

昭
和
13
年

19
38
年

岩
手
県
平
泉
見
学
（
昭
和
13
年
8
月
1
日
）、
秋
田
県
横
手
市
場
調
査
－
ワ
カ
ゼ
市
（
昭
和
13
年
8
月
1
～
2日
）、
秋
田

県
戸
沢
・
阿
仁
の
マ
タ
ギ
集
落
研
究
（
昭
和
13
年
8
月
2
～
6
日
）、
秋
田
県
鷹
巣
の
市
場
そ
の
他
秋
田
の
市
場
（
昭
和

13
年
8
月
7
日
）、
山
形
県
楯
岡
市
場
（
昭
和
13
年
8
月
8
日
）、
山
形
県
研
究
文
献
（
長
井
政
太
郎
氏
）（
昭
和
13
年
8

月
8
～
9
日
）、
山
形
県
南
置
賜
郡
玉
庭
村
（
昭
和
13
年
8
月
9
日
）、
山
形
県
東
置
賜
郡
中
津
川
村
木
地
小
屋
調
査
（
昭

和
13
年
8
月
9
～
10
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
や
メ
モ
。

13
Y6

1
南
会
津
の
木
地
、
山
村

大
沼
三
条
ノ
山
村

昭
和
13
年

19
38
年

福
島
県
耶
麻
郡
飯
豊
山
麓
の
木
地
小
屋
（
昭
和
13
年
8
月
11
～
13
日
）、
南
会
津
郡
の
木
地
小
屋
研
究
（
昭
和
13
年
8
月

13
～
14
日
）、
南
会
津
叶
津
・
大
沼
郡
三
条
の
山
村
調
査
（
昭
和
13
年
8
月
15
～
18
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

14
Y7

1
鳴
子
・
鬼
首
・
福
岡
（
岩
手
）
昭
和
一
五
．四

岩
手
雑
記
⑴

昭
和
14
年

19
39
年

宮
城
県
鳴
子
温
泉
調
査
（
田
中
館
先
生
と
共
に
）
－
鬼
首
の
間
歇
泉
・
稗
（
昭
和
14
年
8
月
6
～
9
日
）、
岩
手
県
二
戸

郡
福
岡
町
の
生
活
研
究
（
田
中
館
先
生
の
御
母
堂
の
話
を
聞
く
）（
昭
和
14
年
12
月
28
～
30
日
）、
市
場
の
話
（
森
喜
兵
衛

氏
）（
昭
和
15
年
5
月
12
日
）、
岩
手
県
胆
沢
扇
状
地
の
孤
立
荘
宅
の
研
究
（
昭
和
15
年
7
月
16
日
～
10
月
19
日
）、
宮
城

県
仙
北
地
方
の
市
場
調
査
（
昭
和
15
年
8
月
7
日
）、
岩
手
県
黒
沢
尻
の
芹
田
調
査
（
昭
和
15
年
9
月
15
日
）、
木
村
栄
博

士
の
話
（
水
沢
緯
度
観
測
所
に
て
）（
昭
和
15
年
9
月
26
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
や
メ
モ
。

15
Y8

1
田
中
館
先
生
ノ
母
ノ
話
（
昭
一
四
）
岩
手
ノ
市

場
（
昭
一
五
・
八
）

昭
和
14
年

19
39
年

田
中
館
秀
三
先
生
の
母
の
話
（
福
岡
町
の
生
活
研
究
）（
昭
和
14
年
12
月
27
～
30
日
）、
岩
手
県
南
部
の
市
場
調
査
（
奥
玉

村
・
千
厩
町
・
藤
沢
町
・
金
沢
大
原
・
気
仙
沼
・
世
田
米
・
一
ノ
関
）（
昭
和
15
年
8
月
12
日
）、
岩
手
県
中
部
市
場
調
査

（
遠
野
・
山
田
・
官
古
）（
昭
和
15
年
8
月
15
～
17
日
）、
岩
手
県
の
津
波
と
集
落
（
田
老
・
小
本
）（
昭
和
15
年
8
月
17
～

18
日
）、
岩
手
県
葛
巻
の
山
村
生
活
（
昭
和
15
年
8
月
18
日
）、
岩
手
県
浄
法
寺
・
荒
屋
新
町
、
岩
手
県
福
岡
町
の
市
場（
昭

和
16
年
4
月
17
日
）、
岩
谷
堂
の
市
場
（
昭
和
16
年
4
月
18
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
や
メ
モ
。

16
所
在
未
確
認
採
集
手
帖
（
青
森
県
下
北
郡
東
通
村
通
村
）

昭
和
11
年

19
36
年

17
所
在
未
確
認
採
集
手
帖
（
青
森
県
東
津
軽
郡
三
厩
村
）

昭
和
12
年

19
37
年

18
Y1
46
2
31

採
集
手
帖
（
岩
手
県
下
閉
伊
郡
小
川
村
）

昭
和
14
年

19
39
年

民
間
伝
承
の
会
発
行
の
採
集
手
帖
。
岩
手
県
下
閉
伊
郡
小
川
村
で
の
調
査
記
録
（
昭
和
14
年
8
月
1
～
30
日
）。
表
紙
に

「
福
島
県
立
磐
城
高
等
女
学
校
校
友
会
郷
土
研
究
部
」
の
押
印
が
あ
り
、
ま
た
「
採
集
者
」
の
欄
に
は
「
中
村
六
郎
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

19
Y5
8

2
採
集
手
帖
（
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
）

昭
和
11
年

19
36
年

民
間
伝
承
の
会
発
行
の
採
集
手
帖
。
福
島
県
双
葉
郡
川
内
村
の
調
査
記
録
（
昭
和
11
年
5
月
～
8
月
）。
「
採
集
者
」
の
欄

に
は
「
山
口
弥
一
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

20
Y5
9

2
採
集
手
帖
　
沿
海
地
方
用
（
福
島
県
石
城
郡
豊

間
村
）

昭
和
14
年

19
39
年

民
間
伝
承
の
会
発
行
の
採
集
手
帖
（
沿
海
地
方
用
）。
福
島
県
石
城
郡
豊
間
村
の
調
査
記
録
（
昭
和
14
年
8
月
28
～
29
日
）。

「
採
集
者
」
の
欄
に
は
「
山
口
弥
一
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
裏
に
は
柳
田
国
男
か
ら
山
口
宛
の
小
包
の
宛
名
と
、

送
状
の
メ
モ
の
貼
付
あ
り
。

21
Y1
46
3
31

採
集
手
帖
　
沿
海
地
方
用
（
岩
手
県
上
閉
伊
郡

鵜
住
居
村
両
石
）

昭
和
15
年

19
40
年

民
間
伝
承
の
会
発
行
の
採
集
手
帖（
沿
海
地
方
用
）。
岩
手
県
上
閉
伊
郡
鵜
住
居
村
両
石
で
の
調
査
記
録（
昭
和
15
年
7
月

19
日
～
）。
「
採
集
者
」
の
欄
に
は
「
和
田
文
夫
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
和
田
か
ら
山
口
宛
の
手
紙
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、

和
田
が
調
査
後
に
山
口
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

22
Y6
0

2
食
習
採
集
手
帖
（
岩
手
県
和
賀
郡
立
花
村
）

昭
和
16
年

19
41
年

民
間
伝
承
の
会
発
行
の
食
習
採
集
手
帖
。
岩
手
県
和
賀
郡
立
花
村
吉
内
の
調
査
記
録
（
昭
和
16
年
11
月
22
～
23
日
）。
「
採

集
者
」
の
欄
に
は
「
山
口
弥
一
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
民
間
伝
承
の
会
か
ら
の
調
査
依
頼
の
葉
書
と
、
大
政

翼
賛
会
・
民
間
伝
承
の
会
連
名
に
よ
る
報
告
提
出
締
切
延
長
を
知
ら
せ
る
葉
書
の
貼
付
あ
り
。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

23
Y6
1

2
〔
青
森
県
東
津
軽
郡
油
川
町
他
〕

昭
和
12
年

19
37
年

青
森
県
東
津
軽
郡
油
川
町
（
昭
和
12
年
8
月
6
日
）、
青
森
県
三
厩
村
宇
鉄
（
昭
和
12
年
8
月
6
～
11
日
）、
青
森
県
小
泊

村
小
泊
及
び
下
前
（
昭
和
12
年
8
月
11
～
12
日
）、
青
森
県
十
三
湖
岸
開
拓
集
落
の
研
究
（
昭
和
12
年
8
月
12
～
13
日
）、

福
島
県
須
賀
川
町
附
近
の
市
場
そ
の
他
（
昭
和
16
年
8
月
11
～
13
日
）、
山
形
県
庄
内
地
方
の
開
拓
（
西
遊
佐
村
）（
昭
和

16
年
8
月
16
日
）、
秋
田
県
新
庄
町
の
市
場
（
昭
和
16
年
8
月
17
日
）、
岩
手
県
胆
沢
郡
六
原
農
村
調
査
（
昭
和
16
年
12
月

7
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

24
Y6
2

2
〔
青
森
県
深
浦
村
調
査
他
〕

昭
和
12
年

19
37
年

青
森
県
深
浦
村
調
査
（
昭
和
12
年
8
月
12
～
15
日
）、
秋
田
県
南
秋
田
郡
戸
賀
村
（
昭
和
12
年
8
月
16
～
17
日
）、
新
潟
県

岩
船
郡
下
関
村
（
昭
和
12
年
8
月
19
日
）、
山
形
県
小
国
村
（
昭
和
12
年
8
月
20
日
）、
岩
手
県
江
刺
郡
郷
土
調
査
（
昭
和

15
年
11
月
27
日
）、
岩
手
県
胆
沢
郡
若
柳
村
散
村
調
査
（
昭
和
15
年
12
月
15
日
）、
岩
手
県
和
賀
郡
黒
沢
尻
町
・
泉
の
水
温

調
査
（
昭
和
16
年
2
月
1
日
～
3
月
1
日
）、
市
場
調
査
（
好
摩
・
大
更
・
花
輪
・
大
館
・
黒
石
）（
昭
和
16
年
3
月
26
日
）、

青
森
県
大
川
原
マ
タ
ギ
調
査
（
昭
和
16
年
3
月
25
日
）、
森
嘉
兵
衛
氏
・
菅
野
善
之
助
氏
の
郷
土
研
究
の
話
（
昭
和
16
年

8
月
1
日
）、
市
場
調
査
（
三
戸
町
・
七
戸
町
）（
昭
和
16
年
8
月
1
日
）、
リ
ン
ゴ
の
話
（
津
軽
・
黒
石
附
近
）（
昭
和
16

年
8
月
2
日
）、
青
森
県
図
書
館
の
郷
土
文
献
（
昭
和
16
年
8
月
3
日
）、
青
森
県
横
内
村
大
雲
谷
凶
作
廃
村
研
究
（
昭
和

16
年
8
月
3
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

25
所
在
未
確
認
〔
青
森
県
三
戸
郡
名
久
井
村
ア
ラ
キ
及
び
凶
作

廃
村
研
究
他
〕

昭
和
18
年

19
43
年

26
Y6
3

2
下
北
・
岩
手
北
部
凶
作
ニ
ヨ
ル
聚
落
ノ
移
動
変

遷
調
査

昭
和
17
年

19
42
年

青
森
県
下
北
郡
下
北
半
島
西
半
の
凶
作
廃
村
と
マ
タ
ギ
研
究
（
昭
和
17
年
8
月
5
～
9
日
）、
岩
手
県
二
戸
郡
金
田
一
村
・

小
軽
米
村
・
大
野
村
・
普
代
村
・
田
野
畑
村
・
岩
泉
町
－
凶
作
廃
村
と
開
拓
・
家
号
と
名
字
調
査
（
昭
和
17
年
8
月
13
日
）、

岩
手
県
岩
手
郡
薮
川
村
外
山
開
墾
部
落
調
査
（
昭
和
17
年
8
月
13
～
14
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

27
Y6
4

2
津
軽
－
会
津
凶
作
・
焼
畑

昭
和
18
年

19
43
年

青
森
県
西
目
屋
村
田
代
・
大
秋
凶
作
廃
村
（
昭
和
18
年
8
月
11
日
）、
秋
田
県
荒
瀬
村
焼
畑
慣
行
調
査
（
昭
和
18
年
8
月

12
日
）、
秋
田
県
桧
木
内
村
の
焼
畑
（
昭
和
18
年
8
月
12
日
）、
富
木
友
治
氏
の
郷
土
研
究
の
話
・
及
び
文
献
（
昭
和
18
年

8
月
12
日
）、
秋
田
県
飯
詰
村
調
査
（
昭
和
18
年
8
月
14
日
）、
秋
田
県
郷
土
研
究
文
献
（
角
館
図
書
館
に
て
）（
昭
和
18

年
8
月
13
～
14
日
）、
秋
田
県
由
利
地
方
の
焼
畑
調
査
（
昭
和
18
年
8
月
14
～
15
日
）、
山
形
県
鼠
ヶ
関
附
近
の
焼
畑
（
昭

和
18
年
8
月
15
日
）、
福
島
県
河
沼
郡
八
幡
村
朝
立
の
焼
畑
（
母
の
話
）（
昭
和
18
年
8
月
15
日
）、
福
島
県
本
名
村
川
口

の
焼
畑
（
昭
和
18
年
8
月
16
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

28
Y1
46
4
31

北
上
川
流
域
の
生
活

昭
和
18
年

19
43
年

岩
手
県
藤
根
村
開
拓
調
査
（
昭
和
18
年
3
月
26
日
、
5
月
8
～
10
日
）、
岩
手
県
岩
瀬
村
（
昭
和
18
年
3
月
29
日
）、
岩
手

県
永
岡
村
（
昭
和
18
年
4
月
10
～
11
日
）、
岩
手
県
金
ヶ
崎
村
（
昭
和
18
年
7
月
9
日
）、
岩
手
県
若
柳
村
（
胆
沢
川
上
流

の
山
村
）（
昭
和
18
年
6
月
12
～
13
日
）、
岩
手
県
鹿
踊
（
沢
田
定
三
氏
談
）（
昭
和
18
年
7
月
13
日
）、
岩
手
県
紫
波
郡
志

和
村
・
山
王
海
（
昭
和
18
年
9
月
13
～
14
日
）、
岩
手
県
矢
巾
村
・
煙
山
村
（
昭
和
18
年
11
月
22
日
）、
岩
手
県
立
花
村
食

習
調
査
（
昭
和
18
年
11
月
23
日
）、
岩
手
県
相
去
村
六
原
（
昭
和
18
年
12
月
24
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

29
Y1
46
5
31

北
上
川
流
域
の
開
拓

昭
和
18
年

19
43
年

岩
手
県
胆
沢
郡
古
城
村（
昭
和
18
年
12
月
30
～
31
日
）、
岩
手
県
赤
石
村
・
太
田
村
・
徳
田
村（
昭
和
19
年
1
月
2
～
4
日
）、

岩
手
県
花
巻
町
北
方
丁
目
猫
塚
新
田
（
昭
和
19
年
1
月
5
～
6
日
）、
岩
手
県
笹
間
村
（
昭
和
19
年
1
月
6日
）、
岩
手
県

平
泉
村
上
達
谷
・
厳
美
村
上
野
（
昭
和
19
年
1
月
15
～
16
日
）、
岩
手
県
福
岡
村
青
木
田
（
昭
和
19
年
1
月
22
～
23
日
）

な
ど
の
調
査
記
録
。

30
Y6
5

2
〔
岩
手
県
福
岡
村
水
押
部
落
調
査
他
〕

昭
和
19
年

19
44
年

岩
手
県
福
岡
村
水
押
部
落
調
査
（
昭
和
19
年
1
月
23
日
、
3
月
26
～
27
日
、
7
月
15
日
、
9
月
23
日
、
12
月
23
日
）、
福

岡
村
青
木
田
調
査
（
昭
和
19
年
12
月
24
日
）、
福
岡
村
中
島
調
査
（
昭
和
19
年
12
月
25
日
）、
岩
手
県
立
花
村
塩
釜
（
オ
フ

ク
デ
ン
調
査
）（
昭
和
19
年
1
月
25
日
～
）、
岩
手
県
黒
岩
村
（
昭
和
19
年
2
月
1
日
、
13
日
）、
岩
手
県
中
内
村
上
浮
田
・

下
浮
田
（
昭
和
19
年
7
月
21
～
22
日
）、
岩
手
県
不
動
村
散
村
（
村
田
孝
介
氏
談
）（
昭
和
19
年
8
月
18
日
、
10
月
21
日
）、

岩
手
県
南
都
田
村
八
幡
（
胆
沢
城
跡
）（
昭
和
19
年
8
月
28
日
）、
岩
手
県
江
釣
子
村
下
谷
地
（
昭
和
19
年
8
月
30
日
）、

岩
手
県
黒
沢
尻
町
蒲
谷
地
（
昭
和
19
年
10
月
24
日
）、
岩
手
県
福
岡
村
水
押
調
査
（
昭
和
20
年
5
月
12
～
13
日
）
な
ど
の

調
査
記
録
。
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磐梯町所蔵・山口弥一郎旧蔵ノート

ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

31
Y1
46
6
31
〔
青
森
県
三
戸
郡
階
上
村
榊
部
落
の
食
習
他
〕

昭
和
19
年

19
44
年

青
森
県
三
戸
郡
階
上
村
榊
部
落
の
食
習
（
昭
和
19
年
8
月
7
日
）、
岩
手
県
九
戸
郡
種
市
村
城
内
部
落
の
食
習
（
昭
和
19

年
8
月
7
～
9
日
）、
青
森
県
三
戸
郡
階
上
村
野
沢
部
落
の
食
習
（
昭
和
19
年
8
月
9
日
）、
青
森
県
七
戸
町
凶
作
廃
村
の

食
習
（
昭
和
19
年
8
月
10
～
11
日
）、
青
森
県
黒
石
町
佐
藤
雨
山
氏
の
凶
作
廃
村
の
話
（
昭
和
19
年
8
月
11
日
）、
青
森
県

小
国
村
の
食
習
（
昭
和
19
年
8
月
12
～
13
日
）、
山
形
県
西
村
山
郡
西
山
村
の
食
習
（
昭
和
19
年
8
月
14
日
）、
秋
田
県
平

鹿
郡
山
内
村
外
山
の
食
習
（
昭
和
19
年
8
月
15
～
16
日
）、
宮
城
県
柴
田
郡
槻
木
の
食
習
（
昭
和
19
年
9
月
8
日
）
な
ど

の
調
査
記
録
。

32
Y1
46
7
31
〔
宮
城
県
栗
駒
村
小
深
田
の
食
習
他
〕

昭
和
19
年

19
44
年

宮
城
県
栗
駒
村
小
深
田
の
食
習
（
昭
和
19
年
4
月
15
～
17
日
）、
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
の
食
習
（
昭
和
19
年
5
月
12
～

13
日
）、
秋
田
県
平
鹿
郡
地
方
の
食
習
（
山
内
・
大
森
・
横
手
）（
昭
和
19
年
5
月
14
日
）、
岩
手
県
紫
波
郡
飯
岡
村
の
食

習
及
び
民
俗
調
査
（
昭
和
19
年
5
月
20
～
21
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。
村
田
孝
介
氏
の
陸
中
の
散
村
研
究
要
旨
（
昭
和
20

年
2
月
11
日
）
の
メ
モ
。

33
Y6
6

2
内
ノ
浦
実
験
部
落
調
査
　
宮
城
県
志
田
郡
鹿
島

台
村
内
ノ
浦

昭
和
19
年

19
44
年

宮
城
県
志
田
郡
鹿
島
台
村
内
ノ
浦
（
昭
和
19
年
3
月
29
～
30
日
）、
山
形
県
長
瀞
村
（
昭
和
19
年
8
月
13
～
15
日
）、
長
瀞

郷
土
誌
抄
（
明
治
四
三
年
四
月
稿
）（
昭
和
20
年
3
月
25
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
及
び
メ
モ
。

34
Y1
46
8
31
〔
岩
手
県
稗
貫
郡
湯
口
村
豊
沢
部
落
調
査
他
〕

昭
和
17
年

19
42
年

岩
手
県
稗
貫
郡
湯
口
村
豊
沢
部
落
調
査
（
昭
和
17
年
1
月
5
～
7
日
）、
岩
手
県
和
賀
郡
沢
内
村
（
昭
和
17
年
5
月
2
日
、

3
～
7
日
、
7
月
10
～
11
日
）、
柳
田
先
生
の
話
（
昭
和
17
年
11
月
14
日
）、
社
会
経
済
史
学
会
東
北
部
会
（
於
福
島
）（
昭

和
17
年
11
月
21
日
）、
岩
手
県
立
花
村
沢
目
の
地
名
調
査
（
昭
和
17
年
11
月
22
日
）、
東
北
の
廃
村
例
（
日
本
学
術
振
興
会

東
北
部
会
打
合
せ
車
中
に
て
）（
昭
和
17
年
12
月
27
日
）、
山
形
・
新
潟
・
福
島
の
学
事
視
察
（
昭
和
18
年
3
月
4
～
6
日
）、

青
森
市
郷
土
会
記
録
（
昭
和
18
年
5
月
22
～
23
日
）、
柳
田
先
生
の
話
（
昭
和
18
年
6
月
6
日
、
12
月
17
日
）、
秋
田
県
角

館
出
張
（
秋
田
郷
土
芸
能
審
査
）（
昭
和
18
年
9
月
12
日
）、
黒
沢
尻
染
黒
寺
カ
ッ
パ
の
手
形
（
昭
和
18
年
10
月
1
日
）、

父
の
開
拓
の
話
（
昭
和
18
年
12
月
18
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
及
び
メ
モ
。

35
Y6
7

2
〔
福
島
県
小
名
浜
港
の
古
文
書
他
〕

昭
和
12
年

19
37
年

昭
和
12
年
教
育
日
記
の
転
用
。
福
島
県
小
名
浜
港
の
古
文
書
（
昭
和
12
年
7
月
4
日
）、
寺
尾
博
氏
の
話
（
内
ノ
浦
実
験

部
落
に
て
）（
昭
和
19
年
6
月
15
日
）、
鎌
田
三
五
助
の
話
（
内
ノ
浦
実
験
部
落
に
て
）（
昭
和
19
年
6
月
15
日
）、
渋
沢
敬

三
氏
談
（
渋
沢
氏
邸
ニ
テ
）（
昭
和
19
年
3
月
4
日
）、
田
中
館
先
生
の
話
（
昭
和
19
年
12
月
5
日
、
3
月
4
日
）、
岩
田

久
敬
博
士
の
話
（
盛
岡
高
農
に
て
カ
ノ
カ
ブ
分
析
）（
昭
和
19
年
3
月
17
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
及
び
メ
モ
。

36
Y6
8

2
肥
料
・
飼
料
調
査
　
宮
城
県
亘
理
郡
　
福
島
県

石
城
郡

昭
和
19
年

19
44
年

肥
料
・
飼
料
の
調
査
（
昭
和
19
年
3
月
17
日
）、
宮
城
県
亘
理
町
（
昭
和
19
年
3
月
28
～
29
日
）、
宮
城
県
逢
隈
村
鹿
島
・

鷺
屋
（
昭
和
19
年
12
月
28
～
29
日
）、
福
島
県
石
城
郡
大
浦
村
長
友
（
和
田
文
夫
氏
宅
）（
昭
和
19
年
12
月
29
日
～
20
年
1

月
2
日
）、
福
島
県
草
野
村
北
神
谷
（
高
木
誠
一
氏
宅
）（
昭
和
19
年
12
月
30
～
31
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
及
び
メ
モ
。

37
Y6
9

2
岩
手
県
九
戸
郡
種
市
村
ノ
凶
作
廃
村
ト
食
習

昭
和
19
年

19
44
年

凶
作
廃
村
及
食
習
調
査
（
昭
和
19
年
8
月
7
～
9日
）、
岩
手
県
九
戸
郡
種
市
村
城
内
（
昭
和
19
年
8
月
9～
10
日
）、
南
津

軽
郡
竹
舘
村
小
国
（
昭
和
19
年
8
月
12
～
13
日
）、
仙
台
農
学
研
究
所
粉
食
講
座
座
談
（
昭
和
21
年
4
月
29
～
30
日
）
な

ど
の
調
査
記
録
及
び
メ
モ
。

38
Y7
0

2
岩
手
実
験
部
落
資
料
　
黒
沢
尻
－
岩
谷
堂
ヲ
中

心
ト
シ
テ

昭
和
20
年

19
45
年

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
黒
沢
尻
農
業
座
談
会
（
昭
和
20
年
2
月
19
日
）、
岩
手
県
江
刺
梁
川
村
（
昭
和
20
年
6
月
10
～
11
日
）、
岩

手
県
水
押
・
飛
部
落
（
昭
和
20
年
6
月
11
～
12
日
）、
岩
手
県
広
瀬
村
・
田
原
村
・
玉
里
村
・
米
里
村
（
昭
和
20
年
6
月

12
日
、
14
日
、
21
日
）、
岩
手
県
伊
手
村
（
昭
和
20
年
7
月
12
日
）、
岩
手
県
飯
豊
村
藤
巻
（
肥
料
）（
昭
和
20
年
12
月
8

～
9
日
）、
田
中
館
先
生
の
話
（
岩
谷
堂
田
町
酒
匂
方
に
来
泊
）（
昭
和
20
年
12
月
18
～
19
日
）、
岩
手
県
田
原
村
（
土
谷

原
体
の
産
育
習
俗
）（
昭
和
20
年
12
月
23
～
25
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

39
Y7
1

2
陸
中
江
刺
稲
瀬
村
生
活
誌
Ⅰ
（
及
川
民
寿
郎
氏

宅
ヲ
中
心
ト
シ
テ
）（
江
刺
郡
下
諸
村
ノ
生
活
誌

モ
含
ム
）

昭
和
20
年

19
45
年

岩
手
県
稲
瀬
村
十
三
・
玉
里
村
笹
野
田
・
米
里
村
の
調
査
記
録
（
昭
和
20
年
6
月
8
日
～
8
月
9
日
）。
調
査
メ
モ
用
紙

10
枚
挟
み
込
み
あ
り
。「
敗
戦
当
時
の
情
景
」
と
題
し
た
文
章
を
、
昭
和
20
年
8
月
20
日
、
23
日
、
24
日
、
27
日
の
4
日

間
29
ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
記
述
。

40
Y7
2

2
陸
中
江
刺
稲
瀬
村
生
活
誌
Ⅱ
（
及
川
民
寿
郎
氏

宅
ヲ
中
心
ト
シ
テ
）

昭
和
20
年

19
45
年

巻
頭
に
「
戦
争
終
結
と
疎
開
者
立
退
キ
」
と
題
し
た
文
章
あ
り
（
昭
和
20
年
8
月
30
日
）。
岩
手
県
稲
瀬
村
に
お
け
る
終

戦
直
後
の
状
況
と
、
退
去
前
後
の
日
々
を
記
述
（
昭
和
20
年
8
月
30
日
～
10
月
18
日
）。
岩
谷
堂
高
女
で
の
田
中
館
秀
三

の
講
演
記
録
も
あ
り
。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ

ート 番
号

整
理

番
号

旧
箱

番
号

標
　

　
　

　
　

題
年

代
（

和
暦

）
年

代
（

西
暦

）
主

　
　

な
　

　
内

　
　

容

41
Y7

4
2

陸
中

・
江

刺
・

生
活

資
料

　
於

 岩
谷

堂
昭

和
20

年
19

45
年

岩
手

県
岩

谷
堂

町
滞

在
中

に
行

っ
た

田
原

村
土

谷
（

昭
和

20
年

12
月

24
～

25
日

）・
原

体
（

昭
和

20
年

12
月

25
日

）、
稲

瀬
村

下
台

（
昭

和
21

年
3

月
10

日
）

な
ど

の
調

査
記

録
。「

女
子

教
育

ノ
悩

ミ
」（

昭
和

21
年

2
月

16
日

）、
「

学
校

経
営

者
の

反
省

」（
昭

和
21

年
3

月
3

日
）、

「
芸

術
教

育
ノ

悩
ミ

」（
昭

和
21

年
3

月
24

日
）、

「
岩

谷
堂

を
去

る
決

心
」（

昭
和

21
年

4
月

4
日

）
な

ど
学

校
教

育
等

に
関

す
る

記
述

も
多

数
。

42
Y7

5
2

陸
中

・
江

刺
・

農
村

生
活

研
究

資
料

会
津

農
村

生
活

資
料

昭
和

21
年

19
46

年
岩

手
県

岩
谷

堂
町

片
附

の
開

拓
農

事
慣

行
の

調
査（

昭
和

21
年

3
月

21
日

）、
福

島
県

棚
倉

町
・

石
川

町（
昭

和
21

年
8

月
12

日
）

の
調

査
記

録
。

新
鶴

村
農

政
研

究
会

（
昭

和
21

年
12

月
18

日
）、

新
屋

敷
青

年
会

座
談

会
「

農
村

文
化

の
理

想
と

現
実

」（
昭

和
22

年
3

月
14

日
、

研
究

会
「

健
康

生
活

の
最

低
基

準
の

研
究

」）
、

奥
会

津
開

発
専

門
委

員
会

（
昭

和
22

年
7

月
29

日
）、

岩
谷

堂
座

談
会

（
昭

和
22

年
8

月
23

日
）

な
ど

の
記

録
。

玄
如

節
に

つ
い

て
の

メ
モ

（
昭

和
23

年
3

月
15

日
）。

43
Y7

3
2

陸
中

江
刺

稲
瀬

村
生

活
誌

Ⅲ
昭

和
20

年
19

45
年

岩
手

県
稲

瀬
村

か
ら

の
退

去
の

記
録

と
下

台
・

十
三

調
査

の
記

録
（

昭
和

20
年

10
月

18
日

～
12

月
2

日
）。

稲
瀬

国
民

学
校

編『
郷

土
教

育
資

料
』

か
ら

の
抜

書
き

な
ど

。

44
Y7

8
2

農
村

生
活

誌
第

8
（

主
ト

シ
テ

会
津

地
方

）
昭

和
22

年
19

47
年

福
島

県
新

鶴
村

新
屋

敷
新

田
帰

郷
後

の
山

口
自

身
の

生
活

や
、

講
演

・
講

義
の

原
稿

、
思

索
・

葛
藤

の
記

録
（

昭
和

22
年

10
月

1
日

～
24

年
5

月
10

日
）。

「
農

村
青

年
ト

自
由

主
義

」、
「

農
村

生
活

の
採

録
と

整
理

」、
「

家
族

協
力

へ
の

道
」、

「
水

稲
比

較
試

験
の

成
果

」
な

ど
。

45
Y7

9
2

農
村

生
活

誌
第

7
（

会
津

・
新

屋
敷

新
田

村
）

昭
和

22
年

19
47

年
福

島
県

新
鶴

村
新

屋
敷

新
田

帰
郷

後
の

山
口

自
身

の
生

活
や

、
講

演
・

講
義

の
原

稿
、

思
索

・
葛

藤
の

記
録

（
昭

和
22

年
6

月
28

日
～

9
月

23
日

）。
「

郷
家

退
去

ノ
準

備
」、

「
退

郷
ノ

決
意

」、
「

農
村

文
化

の
検

討
」、

「
再

就
職

挨
拶

」、
「

女
学

生
の

郷
土

研
究

」
な

ど
。

46
Y8

0
2

農
村

生
活

誌
第

6
（

会
津

・
新

屋
敷

新
田

村
）

昭
和

22
年

19
47

年
福

島
県

新
鶴

村
新

屋
敷

新
田

帰
郷

後
の

山
口

自
身

の
生

活
や

、
講

演
・

講
義

の
原

稿
、

思
索

・
葛

藤
の

記
録

（
昭

和
22

年
4

月
18

日
～

11
月

22
日

）。
「

1
年

ノ
回

顧
と

農
村

社
会

学
建

設
ノ

苦
労

」、
「

家
族

労
働

ノ
意

義
」、

「
記

録
セ

ラ
レ

ザ
ル

生
活

」
な

ど
。

47
Y8

1
2

農
村

生
活

誌
第

5
（

会
津

・
新

屋
敷

新
田

村
）

昭
和

22
年

19
47

年
福

島
県

新
鶴

村
新

屋
敷

新
田

帰
郷

後
の

山
口

自
身

の
生

活
や

、
講

演
・

講
義

の
原

稿
、

思
索

・
葛

藤
の

記
録

（
昭

和
22

年
2

月
27

日
～

5
月

25
日

）。
「

春
近

シ
」、

「
農

民
ノ

幼
稚

ナ
頭

脳
と

個
人

主
義

的
傾

向
」、

「
村

議
会

議
員

ノ
選

出
」、

「
農

村
社

会
学

ノ
研

究
項

目
」、

「
青

年
指

導
ノ

反
省

」
な

ど
。

48
Y8

2
2

農
村

生
活

誌
第

4
（

会
津

・
新

屋
敷

新
田

村
）

昭
和

22
年

19
47

年
福

島
県

新
鶴

村
新

屋
敷

新
田

帰
郷

後
の

山
口

自
身

の
生

活
や

、
講

演
・

講
義

の
原

稿
、

思
索

・
葛

藤
の

記
録

（
昭

和
22

年
1

月
3

日
～

2
月

25
日

）。
「

部
落

新
年

宴
会

」、
「

農
村

生
活

誌
採

集
者

ノ
悩

ミ
」、

「
新

鶴
村

農
民

協
同

組
合

ノ
成

立
」、

「
村

づ
く

り
の

話
」

な
ど

。

49
Y8

3
2

農
村

生
活

誌
第

3
（

会
津

・
新

屋
敷

新
田

村
）

昭
和

21
年

19
46

年
福

島
県

新
鶴

村
新

屋
敷

新
田

帰
郷

後
の

山
口

自
身

の
生

活
や

、
講

演
・

講
義

の
原

稿
、

思
索

・
葛

藤
の

記
録

（
昭

和
21

年
10

月
28

日
～

22
年

1
月

2
日

）。
「

磐
梯

ノ
初

雪
」、

「
家

ヲ
継

グ
」「

農
地

委
員

推
薦

」、
「

青
年

ノ
政

治
運

動
」、

「
家

ノ
崩

壊
」

な
ど

。

50
Y7

6
2

農
村

生
活

誌
第

2
（

会
津

・
新

屋
敷

新
田

村
）

昭
和

21
年

19
46

年
福

島
県

新
鶴

村
新

屋
敷

新
田

帰
郷

後
の

山
口

自
身

の
生

活
記

録
（

昭
和

21
年

8
月

5
日

～
10

月
27

日
）。

「
乾

草
」、

「
ヨ

ヒ
ビ

チ
」、

「
旧

家
ノ

崩
壊

」、
「

盆
踊

」、
「

人
参

栽
培

」、
「

サ
ツ

マ
イ

モ
供

出
」

な
ど

、
自

家
の

こ
と

や
農

作
業

、
年

中
行

事
な

ど
に

つ
い

て
。

52
─

─
会

津
・

新
屋

敷
新

田
肝

煎
文

書
目

録
昭

和
21

年
19

46
年

新
鶴

村
新

屋
敷

新
田

の
肝

煎
で

あ
っ

た
山

口
家

に
伝

わ
っ

た
古

文
書

の
目

録
。

1
番

か
ら

76
4番

ま
で

の
整

理
番

号
が

つ
け

ら
れ

て
い

る
。「

昭
和

21
年

7
月

23
日

ヨ
リ

整
理

」
と

表
紙

に
記

載
が

あ
る

。
53

所
在

未
確

認
恵

日
寺

を
中

心
と

せ
る

本
寺

（
磯

部
節

子
）

昭
和

23
年

19
48

年

54
Y1

46
9

31
柳

田
・

田
中

館
先

生
訪

問
昭

和
24

年
19

49
年

柳
田

国
男

・
田

中
館

秀
三

を
訪

問
し

た
際

の
記

録
（

昭
和

24
年

7
月

14
～

17
日

）。
『

開
拓

と
地

名
』『

寄
寓

者
の

採
録

』『
東

北
地

方
の

経
済

地
理

研
究

』
な

ど
の

出
版

交
渉

の
い

き
さ

つ
な

ど
。

55
Y9

1
大

沼
・

南
会

津
民

俗
資

料
昭

和
24

年
19

49
年

最
初

の
頁

に
「

昭
和

24
．4

．2
0 

コ
ウ

逝
去

」
の

墨
書

き
あ

り
。

福
島

県
金

山
町

玉
梨

、
昭

和
村

中
向

・
喰

丸
（

昭
和

24
年

7
月

28
日

）、
南

会
津

町
針

生
（

昭
和

24
年

7
月

30
日

）、
磐

梯
町

大
寺

日
曹

株
式

会
社

（
昭

和
24

年
8

月
9

日
）、

恵
日

寺
（

昭
和

24
年

8
月

3
日

）
な

ど
の

調
査

記
録

。
56

所
在

未
確

認
会

津
恵

日
寺

調
査

記
録

昭
和

24
年

19
49

年
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整
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代

（
和
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（
西
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な
　
　
内
　
　
容

57
Y1
0

1
南
会
津
郡
富
田
村
　
服
飾
調
査

昭
和
25
年

19
50
年

福
島
県
富
田
村
の
衣
生
活
に
関
す
る
調
査
記
録
（
昭
和
25
年
2
月
）。
晴
着
や
仕
事
着
、
裁
縫
、
織
物
、
被
り
物
、
履
物
、

髪
型
、
雨
除
け
や
日
除
け
の
道
具
な
ど
が
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
に
よ
る
調
査
記
録
か
。

58
Y1
1

1
河
沼
郡
金
上
村
樋
口
分
間
取
資
料
、
北
会
津
郡

東
山
村
慶
山
・
天
寧

昭
和
25
年

19
50
年

福
島
県
金
上
村
樋
口
分
（
昭
和
25
年
2
月
4
日
）、
広
瀬
村
青
木
（
昭
和
25
年
2
月
5
日
）、
東
山
村
慶
山
（
昭
和
25
年
7

月
17
日
）、
天
寧
村
（
昭
和
25
年
7
月
14
日
）
の
調
査
記
録
。

59
Y1
2

1
羽
黒
修
験
道
集
落
・
手
向
調
査

昭
和
25
年

19
50
年

山
形
県
手
向
村
（
昭
和
25
年
6
月
18
～
19
日
）、
福
島
県
関
柴
村
（
昭
和
25
年
8
月
15
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

60
Y1
3

1
南
会
津
桧
枝
岐
及
只
見
調
査

昭
和
25
年

19
50
年

福
島
県
大
桃
村
（
昭
和
25
年
7
月
22
日
）、
桧
枝
岐
村
（
昭
和
25
年
7
月
25
日
）、
朝
日
村
、
黒
谷
村
な
ど
の
調
査
記
録
。

61
所
在
未
確
認
恵
日
寺
本
寺
村
調
査
（
古
川
八
重
子
外
四
名
）
昭
和
25
年

19
50
年

62
Y1
4

1
会
津
玄
如
節
研
究
・
風
土
色
調
査
（
川
西
・
駒

形
）

昭
和
26
年

19
51
年

福
島
県
会
津
地
方
の
民
謡
・
玄
如
節
に
つ
い
て
の
山
内
磐
水
へ
の
聞
き
取
り
調
査
（
昭
和
26
年
2
月
10
日
）、
川
西
・
駒

形
風
土
色
調
査
（
昭
和
26
年
2
月
17
～
18
日
）、
北
会
津
郡
小
田
村
サ
イ
ノ
カ
ミ
調
査
（
昭
和
26
年
2
月
20
日
）
な
ど
の

調
査
記
録
。

63
Y1
47
0
31

柳
田
・
田
中
館
先
生
訪
問

昭
和
25
年

19
50
年

柳
田
国
男
・
田
中
館
秀
三
を
訪
問
し
た
際
の
記
録
（
昭
和
25
年
10
月
8
日
～
）。
「
昭
和
八
年
十
一
月
廿
一
・
廿
二
日
田
中

館
秀
三
先
生
御
教
示
事
項
」
と
題
し
た
原
稿
用
紙
貼
付
あ
り
。

64
Y1
5

1
五
十
嵐
富
安
翁
の
話
　
寺
尾
博
氏
の
農
村
問
題
　

高
田
町
第
3
回
弁
論
大
会
講
評
・
山
上
八
郎
氏

武
具
の
話

昭
和
24
年

19
49
年

五
十
嵐
富
安
翁
の
話
（
昭
和
24
年
8
月
21
日
）・
寺
尾
博
氏
の
話
（
昭
和
24
年
9
月
4
～
5
日
）、
高
田
弁
論
大
会
の
講
評
・

山
上
八
郎
氏
武
具
の
話
（
昭
和
25
年
5
月
30
日
）
な
ど
の
メ
モ
。

65
Y1
47
1
31
〔
柳
田
・
田
中
館
先
生
の
御
教
示
他
〕

昭
和
24
年

19
49
年

柳
田
国
男
・
田
中
館
秀
三
を
訪
問
し
た
際
の
記
録
（
昭
和
24
年
9
月
24
～
25
日
）。
第
一
回
日
本
民
俗
学
会
年
会
（
昭
和

24
年
9
月
24
日
）
に
お
け
る
ハ
カ
マ
の
問
題
に
つ
い
て
、
山
口
に
よ
る
折
口
信
夫
へ
の
質
問
に
対
す
る
柳
田
国
男
の
答
え

の
メ
モ
な
ど
。「
第
一
回
日
本
民
俗
学
会
年
会
」
に
お
け
る
公
開
講
演
会
と
研
究
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
挟
ん
で
あ
る
。

66
Y1
6

1
大
沼
郡
本
名
村
三
条
民
俗
誌

昭
和
24
年

19
49
年

会
津
女
子
高
校
の
生
徒
4
名
と
と
も
に
行
っ
た
、
福
島
県
本
名
村
三
条
の
調
査
記
録
（
昭
和
24
年
7
月
27
～
28
日
）。

67
Y1
57

4
会
津
恵
日
寺
調
査
録
第
1

昭
和
26
年

19
51
年

福
島
県
磐
梯
町
の
恵
日
寺
に
関
す
る
歴
史
や
資
料
翻
刻
な
ど
（
昭
和
26
年
8
月
3
～
8
日
）。
福
島
県
教
育
委
員
会
共
同

調
査
・
石
田
茂
作
氏
指
導
。

68
Y1
58

4
会
津
恵
日
寺
調
査
録
第
2

昭
和
26
年

19
51
年

福
島
県
磐
梯
町
の
恵
日
寺
に
関
す
る
歴
史
や
資
料
翻
刻
な
ど
（
昭
和
26
年
8
月
9
日
）。
福
島
県
教
育
委
員
会
共
同
調
査
・

石
田
茂
作
氏
指
導
。

69
Y1
47
4
31

熊
倉
調
査
・
猪
苗
代
見
祢
部
落

昭
和
26
年

19
51
年

福
島
県
喜
多
方
市
の
熊
倉
遺
跡
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
二
瓶
清
氏
の
話
（
昭
和
26
年
8
月
11
～
13
日
、
9
月
22
日
）
の
メ

モ
。
福
島
県
猪
苗
代
町
見
祢
（
昭
和
26
年
10
月
6
日
、
10
月
28
日
）
の
調
査
記
録
。

70
Y1
47
5
31

三
陸
地
方
の
津
浪
に
よ
る
集
落
移
動
の
研
究
調

査
録

昭
和
26
年

19
51
年

岩
手
県
鵜
住
居
村
両
石
、
唐
丹
村
本
郷
、
綾
里
村
（
昭
和
26
年
8
月
16
～
23
日
）
の
調
査
記
録
。
調
査
期
間
中
に
家
族
に

宛
て
た
葉
書
な
ど
4
枚
貼
付
あ
り
。

71
Y1
47
6
31

会
津
地
方
生
活
誌
Ⅰ

昭
和
22
年

19
47
年

福
島
県
長
瀬
川
流
域
の
調
査
（
昭
和
22
年
9
月
21
日
）、
沼
沢
調
査
（
昭
和
23
年
8
月
5
～
6
日
）、
会
津
の
衣
服
調
査
（
昭

和
23
年
8
月
30
日
）、
柳
田
国
男
・
田
中
館
秀
三
の
話
の
メ
モ
（
昭
和
23
年
9
月
26
日
）、
東
山
村
調
査
（
昭
和
23
年
11
月

6
日
）、
福
島
県
金
上
村
樋
口
分
調
査
、「
結
婚
カ
ン
ソ
化
ノ
問
題
」（
昭
和
24
年
4
月
12
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
及
び
メ
モ
。

妻
・
コ
ウ
の
死
と
再
婚
に
つ
い
て
の
記
述
も
。

72
Y1
47
7
31

会
津
東
山
村
二
幣
地
民
俗
誌

昭
和
23
年

19
48
年

福
島
県
東
山
村
二
幣
地
の
調
査
記
録
（
昭
和
23
年
11
月
13
～
14
日
）。
民
家
、
間
取
り
、
民
具
等
の
ス
ケ
ッ
チ
多
数
。
東

山
村
大
巣
子
、
大
戸
村
な
ど
の
調
査
記
録
も
含
む
。

73
Y1
47
8
31

耶
麻
郡
奥
川
村
弥
平
四
郎

昭
和
24
年

19
49
年

福
島
県
奥
川
村
（
昭
和
24
年
11
月
11
～
13
日
）、
弥
平
四
郎
（
昭
和
24
年
11
月
12
日
）、
山
都
町
藤
巻
（
昭
和
24
年
11
月
13

日
）
の
調
査
記
録
。

74
Y1
47
9
31

二
幣
地
→
石
筵
調
査
録

昭
和
26
年

19
51
年

福
島
県
東
山
村
一
ノ
渡
戸
・
二
幣
地
（
昭
和
26
年
7
月
22
～
23
日
）、
熱
海
町
石
筵
（
昭
和
26
年
7
月
24
～
25
日
）、
福
良

村
の
調
査
記
録
。
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75
Y1

47
2

31
採

訪
録

昭
和

27
年

19
52

年
柳
田
先
生
の
お
話
（
昭
和
27
年
4
月
27
日
）
の
メ
モ
。
簗
田
家
文
書
（
昭
和
27
年
5
月
17
日
）、
福
島
県
会
津
坂
下
町
塔
寺
、

福
島
県
門
田
村
小
田
、
福
島
県
本
名
村
三
条
（
昭
和
27
年
7
月
30
日
）、
福
島
県
桧
枝
岐
村
（
昭
和
27
年
8
月
6
日
）、
会

津
田
島
の
祇
園
祭
（
昭
和
27
年
8
月
9
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

76
Y1

48
0

31
南

会
津

・
田

子
倉

調
査

録
Ⅰ

昭
和

28
年

19
53

年
ダ
ム
開
発
に
伴
い
水
没
し
た
福
島
県
只
見
町
田
子
倉
集
落
の
調
査
記
録
（
昭
和
28
年
8
月
4
～
7日
）。
調
査
内
容
や
組
織
、

日
程
等
が
記
さ
れ
た
「
奥
会
津
田
子
倉
生
活
調
査
要
項
」
や
、
只
見
川
の
ダ
ム
開
発
関
係
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
。

77
Y1

48
1

31
南

会
津

・
田

子
倉

調
査

録
Ⅱ

昭
和

28
年

19
53

年
ダ
ム
開
発
に
伴
い
水
没
し
た
福
島
県
只
見
町
田
子
倉
集
落
の
調
査
記
録
（
昭
和
28
年
8
月
4
～
7日
）。
只
見
川
の
ダ
ム
開

発
関
係
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
。

78
Y1

48
2

31
田

島
村

田
出

宇
賀

神
社

の
祇

園
祭

に
於

け
る

御
党

屋
制

度
昭

和
27

年
19

52
年

福
島
県
会
津
田
島
の
祇
園
祭
に
お
け
る
党
屋
制
度
の
調
査
（
昭
和
27
年
8
月
9
日
）、
福
島
県
若
松
市
の
ミ
コ
の
調
査
（
昭

和
28
年
1
月
9
日
）、
福
島
県
冬
木
沢
村
八
葉
寺
（
昭
和
28
年
1
月
10
日
）、
福
島
県
猪
苗
代
町
中
ノ
沢
・
達
沢
（
昭
和
28

年
7
月
30
～
31
日
）、
福
島
県
宮
下
村
（
昭
和
28
年
8
月
26
日
）、
岩
手
県
二
戸
郡
北
福
岡
（
昭
和
28
年
9
月
4
～
6
日
）、

福
島
県
桧
枝
岐
村
（
昭
和
28
年
11
月
9
日
）、
福
島
県
熱
塩
村
（
昭
和
28
年
11
月
14
日
）
の
調
査
記
録
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

79
Y1

48
3

31
新

潟
県

東
蒲

原
郡

室
谷

部
落

調
査

昭
和

27
年

19
52

年
新
潟
県
東
蒲
原
郡
室
谷
村
（
昭
和
27
年
8
月
14
～
17
日
）
の
調
査
記
録
。
後
半
に
は
昭
和
29
年
7
月
の
尾
瀬
ヶ
原
の
調
査

記
録
と
、
昭
和
36
年
7
月
の
津
川
町
民
俗
総
合
調
査
打
合
せ
の
記
録
も
。

80
Y1

48
4

31
昭

和
29

年
度

岩
手

・
青

森
調

査
Ⅰ

昭
和

29
年

19
54

年
岩
手
県
北
上
市
水
押
（
昭
和
29
年
7
月
29
日
）、
岩
手
県
石
鳥
谷
町
北
寺
林
・
岩
手
県
福
岡
町
（
昭
和
29
年
7
月
31
日
）、

青
森
県
八
戸
（
昭
和
29
年
8
月
2
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

81
Y1

48
5

31
昭

和
29

年
度

岩
手

・
青

森
調

査
Ⅱ

昭
和

29
年

19
54

年
青
森
県
大
三
沢
町
鹿
中
・
二
川
目
（
昭
和
29
年
8
月
3
～
4
日
）、
岩
手
県
宇
部
村
小
袖
・
久
喜
（
昭
和
29
年
8
月
5
～
7

日
）、
岩
手
県
普
代
村
太
田
名
部
（
昭
和
29
年
8
月
7
日
）、
岩
手
県
田
野
畑
村
羅
賀
・
平
井
賀
（
昭
和
29
年
8
月
7
～
9

日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

82
Y1

48
6

31
昭

和
29

年
度

岩
手

・
青

森
・

福
島

調
査

Ⅲ
昭

和
29

年
19

54
年

岩
手
県
田
野
畑
村
羅
賀
・
平
井
賀
（
昭
和
29
年
8
月
8
～
9日
）、
岩
手
県
重
茂
村
鵜
磯
・
荒
巻
（
昭
和
29
年
8
月
9
～
11

日
）、
福
島
県
滝
根
町
広
瀬
（
昭
和
29
年
8
月
12
～
13
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。
調
査
期
間
中
に
妻
・
娃
に
宛
て
た
葉
書

14
枚
の
貼
付
あ
り
。

83
所

在
未

確
認

会
津

地
方

古
墳

調
査

録
（

青
津

・
一

箕
・

大
塚

・
田

村
山

古
墳

）

84
Y1

48
7

31
陸

中
江

刺
郡

地
方

民
俗

調
査

録
（

玉
里

・
米

里
・

伊
手

村
村

落
機

構
調

査
）

東
北

開
発

研
究

会
依

託
調

査
昭

和
30

年
19

55
年

昭
和
31
年
2
月
の
東
北
開
発
研
究
会
で
の
報
告
「
江
刺
地
方
の
開
発
と
農
村
の
発
達
機
構
」
に
関
す
る
調
査
記
録
（
昭
和

30
年
7
月
27
日
～
8
月
3
日
）。
岩
手
県
江
刺
郡
玉
里
村
・
米
里
村
・
伊
手
村
の
調
査
地
概
要
、
集
落
の
家
並
み
の
ス
ケ

ッ
チ
、
村
組
や
親
族
集
団
、
講
集
団
、
備
荒
食
、
民
家
の
間
取
り
、
共
同
労
働
、
年
中
行
事
な
ど
。

85
Y1

48
8

31
村

落
共

同
体

の
基

礎
理

論
デ

ー
タ

　
結

・
共

同
田

植
の

実
態

調
査

（
福

島
県

河
沼

郡
若

宮
村

蛭
川

）
昭

和
29

年
19

54
年
『
東
北
農
業
』
所
収
論
文
「
集
落
共
同
体
の
基
礎
理
論
－
会
津
蛭
川
部
落
の
共
同
田
植
の
理
論
解
明
」
執
筆
に
関
す
る
若

宮
村
蛭
川
の
調
査
記
録
（
昭
和
29
年
12
月
10
日
～
）。
蛭
川
地
区
の
共
同
田
植
え
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
切
抜
き
あ
り
。

86
Y8

5
2

陸
中

江
刺

町
及

下
北

半
島

尻
屋

調
査

録
（

第
１

冊
目

）
昭

和
30

年
19

55
年

岩
手
県
江
刺
町
岩
明
（
昭
和
30
年
8
月
3
日
）・
伊
手
（
昭
和
30
年
8
月
4
日
）、
岩
手
県
北
上
市
黒
沢
尻
（
昭
和
30
年
8

月
6
日
）、
青
森
県
東
通
村
尻
屋
（
昭
和
30
年
8
月
8
日
・
10
日
）、
里
親
な
ど
の
調
査
記
録
。

87
Y8

6
2

尻
屋

調
査

録
ノ

ー
ト

二
冊

目
昭

和
30

年
19

55
年

青
森
県
尻
屋
調
査
（
昭
和
30
年
8
月
12
～
14
日
）
の
記
録
。
尻
屋
協
同
組
合
定
款
、
名
寄
帳
、
戸
籍
な
ど
の
記
録
の
写
し

多
数
。
調
査
後
の
記
録
「
大
間
町
石
川
旅
館
ノ
二
階
ノ
部
屋
ニ
テ
」（
昭
和
30
年
8
月
13
日
）
や
調
査
地
の
景
観
ス
ケ
ッ

チ
も
。

88
Y1

48
9

31
Ru

ra
l S

oc
io

lo
gy

 採
訪

録
昭

和
26

年
19

51
年

福
島
県
本
宮
町
瀬
戸
内
（
昭
和
26
年
10
月
2日
）、
三
条
山
言
葉
（
昭
和
26
年
11
月
18
日
）、
岩
瀬
湯
本
二
岐
調
査
（
昭
和

26
年
11
月
23
日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。

89
Y1

49
0

31
東

北
地

方
農

村
生

活
研

究
資

料
昭

和
27

年
19

52
年

東
北
地
方
農
村
生
活
研
究
資
料
、
高
野
村
婚
礼
費
用
実
態
調
査
（
昭
和
27
年
12
月
11
日
）、
会
津
風
俗
帳
写
、
御
山
村
年

中
行
事
（
昭
和
28
年
1
月
24
日
）、
青
津
の
市
神
（
昭
和
28
年
7
月
8
日
）、
神
指
村
西
城
戸
結
調
査
（
昭
和
29
年
1
月
14

日
）
な
ど
の
調
査
記
録
。
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磐梯町所蔵・山口弥一郎旧蔵ノート

ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

90
Y1
49
1
31

大
塩
・
桧
原
・
早
稲
沢
調
査

昭
和
30
年

19
55
年

会
津

女
子

高
校

郷
土

研
究

部
の

学
生

を
引

率
し

て
行

っ
た

福
島

県
北

塩
原

村
大

塩
、

桧
原

、
早

稲
沢

調
査

の
記

録
（

昭
和

30
年

7
月

22
～

25
日

）。
引

率
者

は
山

口
と

依
田

信
義

、
参

加
生

徒
は

13
名

。

91
Y1
47
3
31

学
会
旅
行
の
記
録

昭
和
29
年

19
54
年

広
島

－
尾

道
見

学
（

昭
和

29
年

11
月

1
日

）、
柳

田
先

生
の

話
（

昭
和

30
年

5
月

3
日

）
の

メ
モ

、
湘

南
－

静
岡

見
学

（
昭

和
30

年
5

月
4

～
5

日
）、

立
岩

扇
氏

の
地

学
の

話
（

昭
和

30
年

5
月

28
日

）、
川

桁
断

層
崖

調
査

（
昭

和
30

年
7

月
3

日
）

な
ど

の
記

録
。

92
Y1
49
2
31

集
落
地
理
学
－
福
島
県
教
育
委
員
会
教
員
仮
免

認
定
講
習
講
義
下
稿

昭
和
27
年

19
52
年

福
島

県
若

松
市

（
昭

和
27

年
8

月
1

～
4

日
）

と
郡

山
市

（
昭

和
27

年
8

月
11

～
14

日
）

の
ふ

た
つ

の
会

場
で

行
わ

れ
た

福
島

県
教

育
委

員
会

教
員

仮
免

認
定

講
習

会
の

記
録

。
武

藤
イ

ク
・

間
部

英
子

に
よ

る
「

人
文

地
理

学
」

の
講

義
ノ

ー
ト

。

93
Y1
49
3
31

論
文
下
稿
（
小
田
垣
住
宅
よ
り
中
川
原
町
研
究

所
へ
移
る
）

昭
和
27
年

19
52
年

「
北

地
平

原
開

発
の

形
態

」、
「

結
婚

簡
略

化
の

問
題

」、
「

ho
m

e 
pr

oj
ec

t 
の

問
題

」、
「

嫁
姑

論
」、

「
女

の
農

業
」、

「
住

居
の

問
題

」、
「

天
明

度
の

凶
作

に
よ

る
津

軽
大

秋
の

死
絶

と
集

落
の

再
興

」、
「

共
同

体
的

漁
村

の
形

態
変

化
－

陸
中

宇
部

村
小

袖
」、

「
名

子
制

度
と

縁
族

集
団

よ
り

み
た

漁
村

の
形

態
－

陸
中

重
茂

村
鵜

磯
・

荒
巻

」
の

各
論

文
の

下
書

き
原

稿
（

昭
和

27
年

11
月

16
日

～
昭

和
29

年
9

月
10

日
）。

94
Y1
59

4
農
村
随
想
録
　
黒
沢
尻
－
江
刺
稲
瀬
－
岩
谷
堂

～
会
津
新
鶴
　
離
郷
～
会
津
若
松
転
住

昭
和
18
年

19
43
年

「
陸

中
の

地
ノ

神
・

内
神

・
氏

神
・

オ
ボ

ツ
ナ

様
資

料
」、

「
東

北
文

化
の

推
移

と
重

積
」、

「
お

ふ
く

で
ん

考
」、

「
東

北
地

方
の

結
に

つ
い

て
」、

「
磐

城
北

神
谷

記
序

」
な

ど
の

原
稿

下
書

き
（

昭
和

18
年

11
月

24
日

～
25

年
4

月
3

日
）。

山
口

が
寄

稿
し

た
新

聞
記

事
の

切
抜

き
も

多
数

貼
付

さ
れ

て
い

る
。

95
Y1
60

4
会
津
民
俗
誌

昭
和
23
年

19
48
年

「
木

地
屋

の
生

活
」、「

奥
会

津
三

条
民

俗
誌

」、「
会

津
民

俗
誌

東
山

村
二

幣
地

の
巻

」、「
会

津
民

俗
誌

第
1

巻
序

に
か

え
て

」、
「

ユ
イ

（
労

働
力

相
互

協
力

）
の

基
礎

的
理

論
」

な
ど

の
原

稿
下

書
き

（
昭

和
23

年
1

月
）。

96
Y1
49
4
31

福
島
県
石
城
郡
の
地
名
資
料

昭
和
23
年

19
48
年

石
城

郡
の

地
名

資
料

、
考

古
学

講
座

（
二

瓶
清

氏
・

昭
和

23
年

7
月

24
日

）、
家

庭
医

学
講

座
（

吉
田

重
弥

氏
・

昭
和

23
年

7
月

27
～

29
日

）、
性

病
の

問
題

（
明

石
博

士
・

昭
和

23
年

9
月

28
日

）、
医

学
の

問
題

（
大

久
保

博
士

・
昭

和
23

年
9

月
29

日
）

97
Y1
49
5
31

学
校
教
育
研
究
関
係
ノ
ー
ト

昭
和
24
年

19
49
年

仙
台

で
行

わ
れ

た
IF

EL
（

占
領

期
教

育
指

導
者

講
習

）
研

究
協

議
会

で
の

ペ
ッ

カ
ム

教
授

の
講

義
記

録
（

昭
和

24
年

4
月

2～
4

日
）

な
ど

。

98
Y1
49
6
31

会
津
新
鶴
村
誌
編
集
資
料
手
控
・
原
稿
整
理
割

当
Ⅳ

昭
和
33
年

19
58
年

『
奥

州
会

津
新

鶴
村

誌
』

編
纂

の
た

め
の

調
査

ノ
ー

ト
（

昭
和

33
年

8
月

27
日

～
）。

村
誌

の
目

次
構

成
や

編
集

中
間

報
告

の
メ

モ
、

印
刷

製
本

の
見

積
書

、
巻

末
年

表
の

原
稿

な
ど

。

99
Y1
49
7
31

会
津
新
鶴
村
誌
編
集
資
料
Ⅱ

昭
和
33
年

19
58
年

『
奥

州
会

津
新

鶴
村

誌
』

編
纂

の
た

め
の

調
査

ノ
ー

ト
（

昭
和

33
年

7
月

24
日

～
8

月
31

日
）。

旧
新

鶴
村

の
村

落
毎

の
自

然
環

境
や

地
勢

、
寺

社
や

史
跡

、
文

化
財

、
関

連
資

料
な

ど
の

メ
モ

。
集

落
の

家
屋

配
置

や
民

家
の

間
取

図
、

出
土

遺
物

や
石

仏
等

の
ス

ケ
ッ

チ
な

ど
。

10
0
Y1
49
8
31

会
津
新
鶴
村
誌
編
集
資
料
手
控
Ⅲ

昭
和
33
年

19
58
年

『
奥

州
会

津
新

鶴
村

誌
』

編
纂

の
た

め
の

調
査

ノ
ー

ト
（

昭
和

33
年

8
月

15
日

～
）。

旧
新

鶴
村

の
村

落
毎

の
歴

史
や

自
然

環
境

、
水

害
や

堤
防

の
工

事
・

決
壊

な
ど

に
関

す
る

記
録

、
集

落
別

の
耕

地
面

積
、

各
種

統
計

な
ど

。

10
1
Y1
49
9
31

会
津
新
鶴
村
誌
編
集
資
料
手
控
Ⅰ

昭
和
33
年

19
58
年

『
奥

州
会

津
新

鶴
村

誌
』

編
纂

の
た

め
の

調
査

ノ
ー

ト
（

昭
和

33
年

6
月

28
日

～
8

月
31

日
）。

旧
新

鶴
村

の
村

落
毎

の
自

然
環

境
や

地
勢

、
寺

社
や

史
跡

、
文

化
財

、
関

連
資

料
な

ど
の

メ
モ

。
集

落
単

位
の

人
口

数
の

推
移

や
方

言
一

覧
な

ど
。

10
2
Y1
50
3
31

福
島
県
無
形
文
化
財
申
請
審
査
記
録
Ⅱ

昭
和
33
年

19
58
年

古
寺

山
自

奉
楽

、
濫

觴
神

楽
、

八
ツ

田
内

七
福

神
踊

な
ど

福
島

県
内

の
50

の
民

俗
芸

能
等

に
関

す
る

文
化

財
指

定
に

向
け

た
調

査
記

録
（

昭
和

33
年

1
月

2
日

～
）。

10
3
Y1
50
0
31
〔
エ
ム
・
エ
ー
デ
ル
氏
民
家
調
査
案
内
録
他
〕

昭
和
34
年

19
59
年

エ
ム

・
エ

ー
デ

ル
氏

民
家

調
査

案
内

録
（

昭
和

34
年

6
月

12
日

～
8

月
3

日
）・

大
場

磐
雄

考
古

美
術

調
査

案
内

録
（

昭
和

34
年

8
月

4
日

）・
西

白
河

・
古

祭
具

土
器

（
昭

和
34

年
6

月
12

日
）。

10
4
Y1
50
1
31

講
演
要
旨

昭
和
28
年

19
53
年

『
生

徒
指

導
手

帳
』

を
ノ

ー
ト

と
し

て
利

用
。

冒
頭

に
「

会
津

史
大

要
」

ま
と

め
。

山
口

が
行

っ
た

複
数

の
講

演
会

の
要

旨
。

「
若

松
市

公
民

館
青

年
講

座
 郷

土
の

歴
史

」（
昭

和
28

年
12

月
15

日
）

か
ら

、「
勝

常
村

農
協

青
年

会
総

会
 青

年
活

動
の

将
来

」（
昭

和
31

年
4

月
2

日
）

ま
で

の
講

演
記

録
が

記
さ

れ
て

い
る

。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ

ート 番
号

整
理

番
号

旧
箱

番
号

標
　

　
　

　
　

題
年

代
（

和
暦

）
年

代
（

西
暦

）
主

　
　

な
　

　
内

　
　

容

10
5

Y1
50

2
31

講
演

要
旨

昭
和

30
年

19
55

年

教
育

図
書

株
式

会
社

の
広

告
入

り
手

帳
。

山
口

が
行

っ
た

複
数

の
講

演
会

の
要

旨
。「

農
民

小
説

の
一

構
想

」（
昭

和
30

年
6

月
17

日
）、

「
東

北
民

俗
誌

出
版

記
念

講
演

会
 郷

土
研

究
の

意
図

」（
昭

和
30

年
6

月
25

日
）

か
ら

、「
喜

多
方

市
関

柴
町

青
年

会
婦

人
会

講
演

 習
俗

と
新

生
活

運
動

－
迷

信
打

破
の

問
題

」（
昭

和
34

年
1

月
12

日
）

ま
で

の
講

演
記

録
。

そ
の

他
、

「
農

村
生

活
改

善
の

基
礎

的
問

題
」（

昭
和

35
年

1
月

25
日

）
の

原
稿

下
書

き
及

び
「

会
津

史
大

要
」（

年
表

等
の

備
忘

録
か

）
の

ま
と

め
。

10
6

Y1
50

4
31

福
島

県
無

形
文

化
財

申
請

審
査

記
録

Ⅰ
昭

和
32

年
19

57
年

福
島

県
内

の
無

形
民

俗
文

化
財

77
件

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
1ペ

ー
ジ

程
度

に
演

目
・

次
第

・
由

来
・

歌
詞

・
文

献
な

ど
の

要
点

を
書

き
出

し
て

い
る

。
内

容
は

民
俗

芸
能

が
多

く
、

福
島

県
内

各
地

の
三

匹
獅

子
舞

・
十

二
神

楽
・

田
植

踊
・

宝
財

踊
な

ど
の

ほ
か

、
福

島
県

福
島

市
金

沢
の

ハ
ヤ

マ
ご

も
り

な
ど

の
項

目
も

み
ら

れ
る

。

10
7

Y1
50

5
31

福
島

県
文

化
財

調
査

録
昭

和
32

年
19

57
年

日
本

書
院

の
広

告
入

り
ノ

ー
ト

。
表

紙
に

は
「

福
島

県
文

化
財

 Ⅲ
」

と
あ

る
。

福
島

県
内

の
遺

跡
や

民
俗

行
事

の
調

査
ノ

ー
ト

。
巻

頭
の

自
筆

の
目

次
に

は
38

項
目

の
調

査
対

象
行

事
等

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。「
高

寺
遺

跡
調

査
」（

昭
和

32
年

7
月

14
日

）、
「

三
春

ノ
張

子
」（

昭
和

32
年

7
月

23
～

24
日

）
か

ら
、「

東
和

村
木

幡
、

幡
祭

」（
昭

和
33

年
12

月
27

～
28

日
）、

「
会

津
漆

器
記

録
調

査
」（

昭
和

34
年

1
月

6
日

）
ま

で
多

岐
に

わ
た

り
、

詳
細

な
調

査
記

録
や

聞
書

き
が

記
さ

れ
て

い
る

。

10
8

Y1
50

6
31

福
島

県
無

形
文

化
財

調
査

録
Ⅳ

昭
和

33
年

19
58

年
福

島
県

内
の

民
俗

行
事

等
の

調
査

記
録

。
巻

頭
の

自
筆

の
目

次
に

は
21

項
目

の
調

査
対

象
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。「

田
島

祇
園

祭
」（

昭
和

33
年

7
月

19
日

）
調

査
記

録
、「

勿
来

・
御

宝
殿

熊
野

神
社

の
田

楽
」（

研
究

文
献

要
約

）、
「

二
本

松
市

鈴
石

・
七

福
神

田
植

踊
」（

昭
和

34
年

4
月

9
日

）
か

ら
「

矢
吹

町
三

十
三

観
音

ト
旧

陣
屋

跡
（

民
家

）」
「

長
沼

町
桙

衝
神

社
祭

礼
獅

子
舞

」（
昭

和
34

年
5

月
25

日
）

ま
で

多
岐

に
わ

た
り

、
詳

細
な

調
査

記
録

や
聞

書
き

が
記

さ
れ

て
い

る
。

10
9

Y1
51

0
31

会
津

キ
リ

シ
タ

ン
史

資
料

昭
和

26
年

19
51

年
キ

リ
シ

タ
ン

関
連

の
史

料
・

研
究

文
献

等
の

抜
粋

及
び

山
口

の
考

察
等

が
記

さ
れ

て
い

る
。「

川
東

組
 切

支
丹

類
族

改
帳

」
（

享
保

四
年

五
月

、
五

十
嵐

竹
雄

氏
蔵

）、
「

家
世

実
記

」（
巻

ノ
三

、
寛

永
十

七
年

五
月

二
日

ほ
か

）
等

、
会

津
の

文
書

史
料

か
ら

キ
リ

シ
タ

ン
関

係
箇

所
に

つ
い

て
抜

書
き

し
て

い
る

。
後

半
部

に
は

自
作

の
関

連
年

表
あ

り
。

11
0

Y1
51

1
31

福
島

県
無

形
文

化
財

 神
楽

獅
子

舞
記

録
Ⅶ

昭
和

34
年

19
59

年
福

島
県

内
の

神
楽

・
獅

子
舞

に
つ

い
て

の
所

在
調

査
・

情
報

ま
と

め
用

ノ
ー

ト
。

巻
頭

の
自

筆
の

目
次

に
は

「
田

村
郡

船
引

町
船

引
（

大
鏑

屋
二

匹
獅

子
）」

、「
岩

瀬
郡

長
沼

町
桙

衝
」、

「
平

・
飯

野
町

大
字

中
山

字
諏

訪
下

（
三

匹
獅

子
舞

ニ
ツ

イ
テ

イ
ル

）」
な

ど
23

項
目

の
獅

子
舞

と
各

頁
番

号
が

振
ら

れ
て

い
る

が
、

該
当

頁
は

タ
イ

ト
ル

の
み

（
あ

る
い

は
白

紙
）

で
、

未
記

入
の

ま
ま

終
わ

っ
て

い
る

。

11
1

Y1
51

2
31

福
島

県
無

形
文

化
財

 獅
子

舞
記

録
⑵

昭
和

34
年

19
59

年
福

島
県

内
の

獅
子

舞
に

つ
い

て
の

所
在

調
査

・
情

報
ま

と
め

用
ノ

ー
ト

。
巻

頭
の

自
筆

の
目

次
に

は
1

頁
に

1
件

を
記

載
す

る
形

で
「

1
伊

達
・

川
俣

・
小

綱
木

三
匹

獅
子

舞
」、

「
2

安
達

・
東

和
・

木
幡

」「
3

石
川

・
玉

川
・

竜
ヶ

崎
」「

52
平

・
上

平
窪

薬
師

十
二

神
社

」
な

ど
52

項
目

の
獅

子
舞

と
各

頁
番

号
が

振
ら

れ
て

い
る

が
、

該
当

頁
は

37
項

目
の

う
ち

20
件

弱
に

神
社

名
・

実
施

日
と

練
習

日
程

・
演

目
・

次
第

等
の

詳
細

な
記

載
が

あ
る

の
み

で
、

多
く

は
未

記
入

の
ま

ま
終

わ
っ

て
い

る
。

11
2

Y1
51

3
31

福
島

県
無

形
文

化
財

 獅
子

舞
記

録
⑴

昭
和

34
年

19
59

年
福

島
県

内
の

獅
子

舞
に

つ
い

て
の

所
在

調
査

・
情

報
ま

と
め

用
ノ

ー
ト

。
巻

頭
の

自
筆

の
目

次
に

は
「

1
」、

「
54

平
・

平
窪

・
中

平
窪

」「
88

双
葉

・
浪

江
町

沢
上

獅
子

舞
（

田
植

踊
ヲ

含
ム

）」
な

ど
37

項
目

の
獅

子
舞

と
各

頁
番

号
が

振
ら

れ
て

い
る

が
、

該
当

頁
は

37
項

目
の

う
ち

7
件

程
度

に
神

社
名

・
実

施
日

と
練

習
日

程
・

演
目

・
次

第
等

の
詳

細
な

記
載

が
あ

る
の

み
で

、
多

く
は

未
記

入
の

ま
ま

終
わ

っ
て

い
る

。

11
3

Y1
50

7
31

福
島

県
無

形
文

化
財

調
査

録
Ⅴ

昭
和

34
年

19
59

年

福
島

県
内

の
民

俗
芸

能
の

調
査

ノ
ー

ト
。

巻
頭

の
自

筆
の

目
次

に
は

21
項

目
の

民
俗

芸
能

等
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。「

田
村

郡
船

引
町

男
女

獅
子

舞
（

第
2

回
調

査
）」

（
昭

和
34

年
7

月
11

日
）、

「
田

村
郡

小
野

町
大

倉
九

匹
獅

子
舞

（
第

2
回

調
査

）」
（

昭
和

34
年

7
月

12
日

）
か

ら
、「

浪
江

町
津

島
芸

能
大

会
 田

植
踊

、
長

獅
子

、
獅

子
舞

そ
の

他
」（

昭
和

35
年

2
月

13
日

）、
「

磐
城

釜
戸

諏
訪

神
社

奴
大

祭
の

奴
踊

」（
昭

和
35

年
5

月
7

日
）

ま
で

、
各

芸
能

の
次

第
・

由
来

・
歌

詞
・

動
き

な
ど

の
詳

細
な

調
査

記
録

や
聞

書
き

が
記

さ
れ

て
い

る
。

調
査

地
で

入
手

し
た

由
来

書
の

プ
リ

ン
ト

や
連

絡
文

書
な

ど
も

貼
付

。

11
4

Y1
51

4
31

桧
枝

岐
・

田
山

村
調

査
記

録
昭

和
10

年
19

35
年

巻
頭

に
桧

枝
岐

で
宿

泊
し

た
と

み
ら

れ
る

「
長

蔵
小

屋
」

の
ス

タ
ン

プ
（

10
．7

．2
8の

日
付

）
あ

り
。

26
の

調
査

項
目

（
1．

土
性

図
・

地
質

図
・

古
地

図
、2

．集
落

・
土

地
利

用
・

交
通

・
政

治
景

観
 等

）
を

印
刷

し
た

短
冊

が
挟

ま
っ

て
い

る
。「

南
会

津
郡

大
川

村
字

大
桃

」（
昭

和
10

年
7

月
24

日
）、

「
桧

枝
岐

村
調

査
」（

昭
和

10
年

7
月

25
日

～
）、

岩
手

県
二

戸
郡

「
田

山
村

調
査

」（
昭

和
10

年
8

月
17

日
）

に
お

け
る

集
落

図
・

方
言

・
聞

書
き

な
ど

の
調

査
記

録
。



- 95 -

磐梯町所蔵・山口弥一郎旧蔵ノート

ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

11
5
Y1
50
8
31

福
島
県
無
形
文
化
財
調
査
録
Ⅵ

昭
和
35
年

19
60
年

各
地

の
民

俗
芸

能
大

会
や

福
島

県
内

の
民

俗
行

事
等

の
記

録
類

。
巻

頭
の

自
筆

の
目

次
に

は
21

項
目

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。
「

さ
ん

じ
も

さ
踊

」
の

文
献

要
約

、「
盛

岡
市

第
2

回
東

北
地

方
民

俗
芸

能
大

会
」（

昭
和

35
年

8
月

28
日

）
か

ら
「

金
沢

黒
沼

の
十

二
神

楽
」（

昭
和

36
年

1
月

4
日

）、
「

四
ツ

倉
史

学
館

、
じ

ゃ
ん

が
ら

念
仏

太
鼓

」（
昭

和
36

年
1

月
28

日
）

ま
で

多
岐

に
わ

た
り

、
詳

細
な

調
査

記
録

や
聞

書
き

が
記

さ
れ

て
い

る
。

調
査

地
で

入
手

し
た

由
来

書
の

プ
リ

ン
ト

や
連

絡
文

書
な

ど
も

貼
付

。

11
6
Y1
50
9
31

福
島
県
無
形
文
化
財
調
査
Ⅶ

昭
和
36
年

19
61
年

各
地

の
民

俗
芸

能
大

会
や

福
島

県
内

の
民

俗
行

事
等

の
記

録
類

。
巻

頭
の

自
筆

の
目

次
に

は
18

項
目

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。
「

長
折

三
匹

獅
子

舞
」（

昭
和

36
年

2
月

5
日

）、
「

サ
サ

ラ
文

献
整

理
」（

文
献

ま
と

め
、

昭
和

36
年

2
月

6
日

）
か

ら
「

寅
年

の
資

料
」（

資
料

ま
と

め
、

昭
和

36
年

12
月

6
日

）、
「

会
津

本
郷

焼
調

査
」（

昭
和

36
年

12
月

19
～

20
日

）
ま

で
多

岐
に

わ
た

り
、詳

細
な

調
査

記
録

や
聞

書
き

が
記

さ
れ

て
い

る
。

調
査

地
で

入
手

し
た

由
来

書
の

プ
リ

ン
ト

や
連

絡
文

書
な

ど
も

貼
付

。

11
7
Y1
51
5
31

史
迹
・
美
術
資
料
ノ
ー
ト

昭
和
15
年

19
40
年

昭
和

15
年

版
の

川
勝

政
太

郎
編

『
史

迹
・

美
術

資
料

ノ
ー

ト
』

を
使

用
。「

岩
手

県
黒

沢
尻

町
黒

沢
尻

中
学

校
 山

口
弥

一
郎

」
の

記
名

あ
り

。
ノ

ー
ト

に
「

郷
土

生
活

研
究

採
集

手
帖

 要
項

（
柳

田
国

男
）」

、「
沿

海
地

方
採

集
手

帖
要

項
（

柳
田

国
男

）」
、「

食
習

採
集

手
帖

 民
間

伝
承

の
会

編
昭

和
十

六
年

版
」

の
調

査
項

目
を

ほ
ぼ

全
て

筆
写

。
巻

末
に

「
農

家
の

生
活

調
査

実
習

要
項（

昭
和

18
年

12
月

24
日

） 
於

胆
沢

・
六

原
 岩

手
県

青
年

学
校

教
員

養
成

所
第

二
学

年
」

の
表

題
の

調
査

項
目

（
謄

写
版

印
刷

）
が

貼
付

。

11
8
Y1
51
6
31

文
献
整
理

昭
和
20
年

19
45
年

横
帳

型
の

ア
ド

レ
ス

帳
を

使
用

。
ノ

ー
ト

上
部

に
タ

グ
の

切
欠

き（
イ

ロ
ハ

順
）が

あ
り

、
文

献
検

索
用

に
転

用
し

て
い

る
。

「
総（

人
文

地
理

総
説

）」
「

東（
東

北
地

方
概

説
）」

「
福（

福
島

県
）」

な
ど

の
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
を

付
し

、
各

頁
に

著
者

名
と

論
文

・
著

書
の

表
題

を
記

し
て

い
る

。「
民

（
民

俗
学

関
係

）」
の

項
目

に
は

「
柳

田
国

男
著

書
目

録
」

を
作

成
し

て
い

る
。

11
9
Y1
51
7
31

東
北
地
方
の
経
済
地
理
研
究
論
文
下
稿
（
Ⅰ
胆

沢
の
散
村
・
Ⅱ
マ
タ
ギ
集
落
・
Ⅲ
東
北
の
市
場
）

於
黒
沢
尻

昭
和
15
年

19
40
年

論
文

の
下

書
き

を
記

し
た

ノ
ー

ト
。「

陸
中

胆
沢

扇
状

地
に

於
け

る
散

居
と

其
の

生
活

（
東

北
地

方
の

散
村

に
対

す
る

一
考

察
 昭

和
15

年
12

月
30

日
、

26
00

年
記

念
論

文
）」

、「
東

北
地

方
に

於
け

る
マ

タ
ギ

集
落

の
機

構
と

其
の

変
遷

（
昭

和
16

年
5

月
4

日
、

結
婚

記
念

論
文

）」
、「

東
北

地
方

に
於

け
る

市
場

圏
、

市
場

群
及

び
市

場
集

落
の

発
達

（
田

中
館

秀
三

と
の

共
著

、
昭

和
16

年
9

月
24

日
起

稿
、

妻
の

懐
妊

記
念

論
文

）」

12
0
Y1
51
8
31

東
北
地
方
の
経
済
地
理
研
究
論
文
下
稿

昭
和
15
年

19
40
年

論
文

の
下

書
き

を
記

し
た

ノ
ー

ト
。

巻
頭

に
目

次
あ

り
。「

緒
言

／
1．

開
拓

／
2．

産
業

の
特

殊
性

／
3．

水
運

ト
鉄

道
交

通
／

4．
人

口
構

成
ト

人
口

移
動

／
5．

集
落

ノ
形

態
ト

機
構

／
6．

市
場

／
7．

凶
作

ト
津

波
／

8．
東

北
地

方
ノ

特
殊

性
」。

以
下

、
巻

末
ま

で
お

お
よ

そ
こ

の
構

成
に

沿
っ

て
原

稿
が

書
か

れ
て

い
る

。

12
1
Y1
51
9
31

東
北
地
方
の
経
済
地
理
研
究
論
文
下
稿

於
岩
手
・
黒
沢
尻

昭
和
16
年

19
41
年

論
文

の
下

書
き

を
記

し
た

ノ
ー

ト
。

各
表

題
は

「
山

村
に

於
け

る
人

口
置

換
現

象
」、

「
東

北
地

方
ニ

於
ケ

ル
人

口
問

題
ノ

特
異

性
ト

人
口

問
題

東
北

地
方

協
議

会
」（

昭
和

16
年

7
月

4
日

稿
）、

「
焼

畑
耕

作
ニ

対
ス

ル
反

省
ト

高
原

地
開

発
」（

昭
和

16
年

10
月

18
日

）、
「

陸
中

八
重

畑
村

名
子

制
度

の
現

状
」、

「
北

上
山

地
北

部
の

凶
作

に
対

す
る

若
干

の
考

察
」（

昭
和

17
年

2
月

1
～

10
日

稿
）、

「
北

の
話

 解
題

」（
昭

和
17

年
2

月
23

日
）、

「
東

北
地

方
の

集
落

発
達

に
関

す
る

若
干

の
考

察
」

（
昭

和
17

年
3

月
26

日
～

）。
そ

れ
ぞ

れ
完

成
に

近
い

論
文

原
稿

が
書

か
れ

て
い

る
。

12
2
Y1
52
0
31

東
北
地
方
の
経
済
地
理
研
究
論
文
下
稿
（
地
名

研
究
を
中
心
と
し
て
）
於
岩
手
・
黒
沢
尻

昭
和
17
年

19
42
年

論
文

や
新

聞
掲

載
文

の
下

書
き

を
記

し
た

ノ
ー

ト
。

各
表

題
は

「
東

北
地

方
に

於
け

る
集

落
興

廃
の

経
済

地
理

的
研

究
」

（
田

中
館

秀
三

と
の

共
著

、
昭

和
17

年
5

月
25

日
稿

）、「
北

上
山

地
の

屋
号

と
集

落
」（

昭
和

17
年

5
月

30
日

～
6

月
1

日
）、

「『
さ

め
』

の
生

活
と

地
名

発
達

」（
昭

和
17

年
11

月
21

日
）、

「
北

上
山

地
の

屋
号

と
集

落
 補

遺
」、

「
東

北
地

方
の

沿
海

地
理

研
究

（
田

中
館

秀
三

氏
序

）」
（

昭
和

17
年

12
月

21
日

）、
「

繋
・

荷
越

そ
の

他
 古

い
交

通
関

係
の

地
名

」（
昭

和
18

年
2

月
8

～
10

日
）、

「
尾

瀬
両

麓
の

曲
家

」（
昭

和
18

年
2

月
20

～
21

日
）、

「
東

北
地

方
に

於
け

る
集

落
の

興
廃

の
経

済
地

理
的

研
究

」（
田

中
館

秀
三

と
の

共
著

、
昭

和
18

年
5

月
15

日
）、

「
地

名
よ

り
み

た
開

墾
集

落
の

発
達

」（
昭

和
18

年
5

月
22

～
23

日
）、

「
体

験
と

災
害

」（
昭

和
18

年
10

月
20

日
）、

「
地

名
と

開
拓

前
の

自
然

景
観

」（
昭

和
18

年
11

月
7

～
17

日
）。

そ
れ

ぞ
れ

完
成

に
近

い
論

文
原

稿
が

書
か

れ
て

い
る

。

12
3
Y1
52
1
31

東
北
地
方
の
経
済
地
理
研
究
論
文
下
稿
　
津
波

と
村
と
家
　
そ
の
他
　
於
岩
手
・
黒
沢
尻

昭
和
18
年

19
43
年

論
文

の
下

書
き

を
記

し
た

ノ
ー

ト
。

各
表

題
は

「
明

治
29

年
の

津
浪

の
災

害
に

よ
る

家
系

の
再

興
」（

昭
和

18
年

1
月

10
～

17
日

）、
「

三
陸

の
旅

（
序

）」
（

昭
和

18
年

1
月

25
日

）、
「

津
浪

後
の

村
と

家
の

再
興

－
陸

中
重

茂
」（

昭
和

18
年

1
月

27
～

31
日

）、
「

天
明

度
に

於
け

る
大

秋
（

た
や

き
）

の
死

絶
と

再
興

」（
昭

和
18

年
10

月
2

日
）、

「
和

賀
の

扇
状

地
開

拓
」

（
昭

和
20

年
10

月
19

日
～

11
月

25
日

）、
「

散
村

の
屋

敷
と

耕
地

」（
昭

和
20

年
10

月
26

日
～

11
月

10
日

）。
そ

れ
ぞ

れ
完

成
に

近
い

論
文

原
稿

が
書

か
れ

て
い

る
。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

12
4
Y1
52
2
31

論
文
下
稿
－
津
波
常
習
地
の
地
理
研
究

昭
和
26
年

19
51
年

論
文

の
下

書
き

を
記

し
た

ノ
ー

ト
。

各
表

題
は

「
津

浪
常

習
地

に
於

け
る

集
落

の
地

理
学

的
研

究
」（

昭
和

26
年

9
月

24
日

～
）、

「
農

家
の

住
い

改
善

へ
の

道
」（

昭
和

26
年

10
月

15
日

）、
「

農
業

の
進

歩
を

阻
む

世
話

譲
り

の
内

訳
」（

昭
和

26
年

10
月

17
日

）、
「

エ
ジ

コ
と

育
児

」（
昭

和
26

年
11

月
13

日
）、

「
磐

城
の

郷
土

研
究

回
顧

 高
木

誠
一

氏
に

呈
上

」（
昭

和
27

年
3

月
28

日
）、

「
大

頭
小

頭
と

イ
ナ

バ
ツ

 会
津

恵
日

寺
の

研
究

第
三

」（
昭

和
27

年
5

月
11

日
）、

「
津

浪
で

漁
村

を
移

す
問

題
」（

昭
和

27
年

5
月

15
日

、
6

月
5

日
付

の
掲

載
新

聞
の

切
抜

き
も

貼
付

）、
「

イ
ナ

バ
ツ

・
チ

シ
キ

マ
イ

・
カ

ス
ミ

等
」（

昭
和

27
年

6
月

8
日

）、
「

東
蒲

原
室

谷
の

若
連

中
」（

昭
和

27
年

9
月

30
日

。
11

月
3

日
付

の
掲

載
新

聞
の

切
抜

き
も

貼
付

）、「
郷

土
研

究
と

民
俗

学
」（

昭
和

27
年

10
月

26
日

）、
講

演
要

旨
「

東
北

地
方

に
於

け
る

高
原

開
発

の
諸

問
題

」（
昭

和
27

年
11

月
8

日
）、

「
学

校
教

育
の

責
任

と
教

育
の

所
在

」（
昭

和
28

年
11

月
3

日
）。

そ
れ

ぞ
れ

完
成

に
近

い
論

文
原

稿
が

書
か

れ
て

い
る

。

12
5
Y1
52
3
31

会
津
盆
地
に
お
け
る
河
川
改
修
の
効
果
に
つ
い

て
の
実
態
調
査
　
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
阿

賀
川
工
事
事
務
所
委
託
調
査
Ⅰ

昭
和
35
年

19
60
年

山
口

が
研

究
所

と
し

て
受

け
た

業
務

委
託

記
録

と
調

査
記

録
。「

昭
和

35
年

4
月

22
日

受
諾

、
5

月
12

日
調

査
開

始
～

5
月

21
日

」
と

あ
り

。
表

紙
裏

に
阿

賀
川

工
事

事
務

所
の

関
係

者
6

名
の

名
刺

貼
付

。
打

合
せ

記
録

。
現

地
調

査
時

の
メ

モ
と

景
観

の
ス

ケ
ッ

チ
。

水
位

・
地

す
べ

り
・

会
津

洪
水

災
害

年
表

・
家

世
実

記
等

の
歴

史
資

料
や

公
的

な
報

告
書

類
か

ら
水

害
記

録
等

の
抜

書
き

。
流

域
の

手
書

き
地

図
。

12
6
Y1
52
4
31

会
津
盆
地
に
お
け
る
河
川
改
修
の
効
果
に
つ
い

て
の
実
態
調
査
記
録
　
阿
賀
川
改
修
工
事
事
務

所
委
託
調
査
Ⅱ

昭
和
35
年

19
60
年

山
口

が
研

究
所

と
し

て
受

け
た

業
務

委
託

記
録

と
調

査
記

録
（

昭
和

35
年

5
月

22
日

～
6

月
3

日
）。

文
献

調
査

に
よ

り
、

過
去

の
最

大
雨

量
や

最
大

水
位

な
ど

の
デ

ー
タ

を
過

去
の

多
数

の
工

事
記

録
か

ら
抜

書
き

。
流

域
の

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
記

録
の

山
口

自
身

の
ま

と
め

な
ど

。

12
7
Y1
52
5
31

会
津
盆
地
に
お
け
る
河
川
改
修
の
効
果
に
つ
い

て
の
実
態
調
査
記
録
　
阿
賀
川
改
修
工
事
事
務

所
委
託
調
査
Ⅲ

昭
和
35
年

19
60
年

山
口

が
研

究
所

と
し

て
受

け
た

業
務

委
託

記
録

と
調

査
記

録
（

昭
和

35
年

6
月

4
日

～
）。

文
献

調
査

に
よ

り
、

過
去

の
多

数
の

工
事

記
録

等
か

ら
流

域
の

「
農

業
用

溜
池

一
覧

表
」「

灌
漑

調
査

」
等

の
デ

ー
タ

を
抜

書
き

。
後

半
部

は
「

北
会

津
村

長
 長

嶋
氏

談
」（

昭
和

35
年

6
月

22
日

調
査

）、
「

喜
多

方
市

役
所

農
政

課
」（

昭
和

35
年

7
月

2
日

調
査

）
な

ど
の

聞
書

き
多

数
あ

り
。

洪
水

範
囲

の
地

図
の

ス
ケ

ッ
チ

な
ど

も
あ

り
。

巻
末

に
山

口
自

身
に

よ
る

調
査

報
告

書
『

会
津

盆
地

に
お

け
る

河
川

改
修

と
そ

の
総

合
効

果
』

の
構

成
案

（
第

1
章

～
第

6
章

ま
で

）
が

記
さ

れ
て

い
る

。

12
8
Y8
7

2
福
島
県
史
民
俗
誌
資
料
調
査
録
Ⅰ

昭
和
37
年

19
62
年

『
福

島
県

史
』

編
さ

ん
時

の
調

査
記

録
。

福
島

県
郡

山
市

横
塚

の
臼

曳
き

祭
（

熊
野

神
社

）
調

査
記

録
（

昭
和

37
年

11
月

14
日

）、
福

島
県

只
見

町
民

俗
調

査
打

合
せ

（
昭

和
37

年
11

月
15

日
）、

「
会

津
冬

木
沢

空
也

念
仏

踊
調

査
記

録
」（

昭
和

37
年

11
月

16
日

）、
福

島
県

只
見

町
石

伏
調

査
記

録
（

昭
和

37
年

11
月

19
～

22
日

）、
福

島
県

薄
磯

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
11

月
23

日
）、

福
島

県
豊

間
村

・
入

遠
野

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
11

月
24

日
）、

福
島

県
大

東
村

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
11

月
26

～
29

日
）。

い
ず

れ
も

民
俗

調
査

で
の

聞
書

き
メ

モ
。

用
具

・
間

取
・

集
落

地
図

な
ど

の
ス

ケ
ッ

チ
も

多
数

含
ま

れ
て

い
る

。

12
9
Y8
8

2
福
島
県
史
民
俗
誌
資
料
調
査
録
Ⅱ

昭
和
37
年

19
62
年

『
福

島
県

史
』

編
さ

ん
時

の
調

査
記

録
。

福
島

県
安

達
郡

東
和

町
木

幡
の

民
俗

調
査

記
録

（
幡

祭
り

・
ハ

ヤ
マ

祭
り

の
ほ

か
、

衣
食

住
・

年
中

行
事

等
。

昭
和

37
年

11
月

29
日

～
12

月
2

日
）。

福
島

県
岩

代
町

広
瀬

の
御

田
植

祭
調

査
記

録
（

昭
和

38
年

1
月

17
～

18
日

）。
い

ず
れ

も
民

俗
調

査
で

の
聞

書
き

メ
モ

。
用

具
・

間
取

・
集

落
地

図
な

ど
の

ス
ケ

ッ
チ

も
多

数
。

後
半

に
「

第
13

回
福

島
県

民
俗

芸
能

大
会

」（
昭

和
38

年
11

月
17

日
、

福
島

県
二

本
松

市
）

記
録

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
貼

付
。

大
会

当
日

の
調

査
記

録
や

、
出

演
団

体
の

紹
介

記
事

の
切

抜
き

、
担

当
者

の
名

刺
等

貼
付

。

13
0
Y8
9

2
福
島
県
文
化
財
調
査
録
（
無
形
文
化
財
・
民
俗

資
料
）

昭
和
37
年

19
62
年

文
化

財
指

定
に

伴
う

福
島

県
文

化
財

専
門

委
員

と
し

て
の

調
査

記
録

。
聞

書
き

や
道

具
類

の
ス

ケ
ッ

チ
等

多
数

記
載

あ
り

。
福

島
県

三
島

町
・

福
島

県
金

山
町

で
の

会
津

蝋
燭

製
作

過
程

の
調

査
記

録
（

昭
和

37
年

1
月

22
日

）。
会

津
本

郷
焼

の
調

査
記

録
（

ニ
シ

ン
鉢

等
、

昭
和

37
年

1
月

24
～

26
日

）。
福

島
県

棚
倉

町
都

々
古

別
神

社
の

御
田

植
祭

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
2

月
10

～
11

日
）。

福
島

県
磐

梯
町

本
寺

・
舟

引
祭

（
み

く
に

祭
）

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
2

月
15

日
）。

白
河

天
道

念
仏

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
4

月
26

～
27

日
）。

中
釜

戸
奴

行
道

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
4

月
30

日
～

5
月

1
日

）。
福

島
県

只
見

町
早

乙
女

踊
り

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
5

月
7

～
8

日
）。

会
津

盆
踊

調
査

記
録

（
昭

和
37

年
8

月
17

日
）。

「
会

津
漆

器
製

作
過

程
調

査
」（

昭
和

37
年

9
月

22
日

）。
そ

の
他

、
福

島
県

民
俗

芸
能

大
会

や
民

俗
資

料
研

究
会

等
の

資
料

や
原

稿
案

、
名

刺
類

を
貼

付
。
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磐梯町所蔵・山口弥一郎旧蔵ノート

ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

13
1
Y9
0

2
福
島
県
史
民
俗
編
Ⅱ
資
料
補
遺
調
査
録

昭
和
41
年

19
66
年

冒
頭

に
「

労
働

慣
行

調
査

項
目

」
及

び
調

査
票

の
コ

ピ
ー

と
住

所
録

あ
り

。『
福

島
県

史
』

調
査

の
た

め
労

働
・

贈
与

・
社

交
に

つ
い

て
の

調
査

票
を

各
所

に
送

付
し

た
も

の
か

。
以

後
は

同
テ

ー
マ

で
の

山
口

自
身

の
現

地
調

査
記

録
。

福
島

県
四

倉
町

長
友

（
昭

和
41

年
3

月
23

日
）、

福
島

県
浪

江
町

南
津

島
（

昭
和

41
年

3
月

24
日

）、
福

島
県

信
夫

村
大

森
・

高
畑

（
昭

和
41

年
3

月
25

日
）、

福
島

県
会

津
坂

下
町

朝
立

（
昭

和
41

年
3

月
27

日
、「

山
口

キ
ヨ

母
83

才
、

テ
ー

プ
録

音
ア

リ
」

と
記

載
、

山
口

弥
一

郎
旧

蔵
資

料
内

に
当

該
リ

ー
ル

テ
ー

プ
あ

り
）。

出
身

地
で

あ
る

福
島

県
新

鶴
村

新
屋

敷
で

の
「

民
芸

品
（

主
に

食
器

類
）」

調
査

記
録

（
昭

和
41

年
5

月
3

日
）

を
貼

付
。

巻
末

に
協

力
者

の
来

信
を

貼
付

。

13
2A

Y9
1

2
福
島
県
史
民
俗
編
2
巻
資
料
蒐
集

昭
和
40
年

19
65
年

『
福

島
県

史
』

編
さ

ん
時

の
調

査
記

録
。

冒
頭

に
手

書
き

の
福

島
県

民
俗

調
査

要
項

の
「

住
居

」「
生

業
」

の
項

等
の

記
載

あ
り

。
以

下
、

各
地

で
の

民
家

や
生

業
の

調
査

記
録

。
福

島
県

郡
山

市
月

形
村

舟
津

、
福

島
県

塙
町

（
昭

和
40

年
7

月
15

日
）。

福
島

県
石

川
町

（
昭

和
40

年
7

月
17

日
）。

福
島

県
相

馬
市

飯
岡

家
旧

蔵
の

櫛
笄

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
調

査
記

録
と

ス
ケ

ッ
チ

（
昭

和
40

年
7

月
18

日
）。

福
島

県
北

会
津

村
石

原
の

民
具

名
称

（
昭

和
40

年
7

月
27

日
）。

そ
の

他
、

福
島

県
小

高
町

で
の

民
家

間
取

図
の

ス
ケ

ッ
チ

貼
付

。
ノ

ー
ト

に
挟

み
込

み
で

福
島

県
内

各
地

（
7

戸
）

の
間

取
図

を
清

書
し

た
小

学
生

用
算

数
ノ

ー
ト

が
添

付
。

13
2B

Y9
2

2
福
島
県
民
俗
資
料
緊
急
調
査
Ⅰ

昭
和
38
年

19
63
年

表
紙

に
「

大
沼

郡
昭

和
村

大
芦

、
西

会
津

町
弥

平
四

郎
・

中
ノ

沢
」

と
あ

り
。

冒
頭

に
「

民
俗

資
料

緊
急

調
査

手
引

」
貼

付
。

ノ
ー

ト
冒

頭
に

福
島

県
安

積
郡

逢
瀬

村
の

民
家

の
間

取
図

と
社

会
組

織
等

の
調

査
記

録
等

（
昭

和
38

年
7

月
8

日
）。

そ
れ

以
降

は
福

島
県

昭
和

村
大

芦
で

の
民

具
・

民
家

・
衣

食
住

等
の

調
査

記
録

及
び

、
福

島
県

昭
和

村
両

原
早

乙
女

踊
や

福
島

県
昭

和
村

野
尻

地
区

の
舞

台
の

調
査

記
録

・
ス

ケ
ッ

チ
等

（
昭

和
38

年
7

月
16

～
18

日
）。

福
島

県
西

会
津

町
弥

平
四

郎
及

び
福

島
県

西
会

津
町

高
陽

根
字

中
沢

で
の

木
地

師
・

屋
根

葺
き

等
職

人
の

生
業

等
の

詳
細

な
聞

書
き

と
ス

ケ
ッ

チ
（

昭
和

38
年

7
月

20
～

22
日

）。
巻

末
に

自
筆

の
福

島
県

昭
和

村
大

芦
集

落
見

取
図

あ
り

。

13
3
Y9
3

2
福
島
県
民
俗
資
料
緊
急
調
査
Ⅱ

昭
和
38
年

19
63
年

表
紙

に
「

会
津

高
田

町
西

勝
、

喜
多

方
市

入
田

付
」

と
あ

り
。

聞
書

き
メ

モ
に

は
「

3
、

仕
事

と
用

具
」

等
の

記
載

が
あ

り
、

「
民

俗
資

料
緊

急
調

査
手

引
」

の
項

目
に

あ
わ

せ
て

調
査

し
た

と
み

ら
れ

る
。

福
島

県
会

津
高

田
町

西
勝

（
昭

和
38

年
7

月
27

～
28

日
）、

及
び

福
島

県
喜

多
方

市
入

田
付

（
昭

和
38

年
7

月
31

日
～

8
月

2
日

）
で

の
詳

細
な

聞
書

き
の

記
録

。
自

筆
の

集
落

地
図

や
神

像
・

民
具

・
民

家
間

取
等

の
ス

ケ
ッ

チ
を

含
む

。
巻

末
に

周
辺

地
図

、
調

査
計

画
表

、
協

力
者

か
ら

の
来

信
等

貼
付

。

13
4
Y9
4

2
福
島
県
民
俗
資
料
緊
急
調
査
Ⅲ

昭
和
38
年

19
63
年

表
紙

に
「

猪
苗

代
町

八
幡

、
会

津
坂

下
町

青
木

」
と

あ
り

。
聞

書
き

メ
モ

に
は

「
④

仕
事

着
」「

⑥
毎

日
の

食
事

」
等

の
記

載
が

あ
り

、「
民

俗
資

料
緊

急
調

査
手

引
」

の
項

目
に

あ
わ

せ
て

調
査

し
た

と
み

ら
れ

る
。

冒
頭

に
福

島
県

猪
苗

代
町

八
幡

字
内

郷
の

詳
細

な
集

落
地

図
。

福
島

県
猪

苗
代

町
八

幡
（

昭
和

38
年

8
月

6
～

8
日

）、
及

び
福

島
県

会
津

坂
下

町
青

木
（

昭
和

38
年

8
月

11
～

12
日

）
で

の
詳

細
な

聞
書

き
の

記
録

。
福

島
県

会
津

坂
下

町
青

木
で

の
調

査
記

録
（

青
木

木
綿

、
藍

栽
培

、
オ

シ
ン

メ
様

の
お

年
取

り
、

食
物

を
中

心
と

す
る

年
中

行
事

な
ど

の
詳

細
な

記
述

あ
り

）。

13
5
所
在
未
確
認
沖
永
良
部
島
集
落
調
査

昭
和
40
年

19
65
年

13
6
Y1
61

4
福
島
県
新
産
業
都
市
郡
山
地
区
民
俗
調
査

昭
和
40
年

19
65
年

福
島

県
文

化
財

専
門

委
員

と
し

て
の

調
査

記
録

。
福

島
県

須
賀

川
市

で
の

「
関

下
人

形
」

聞
書

き
（

昭
和

40
年

3
月

28
日

）。
福

島
県

郡
山

市
田

村
町

で
の

獅
子

舞
の

聞
書

き
（

昭
和

40
年

3
月

29
日

）。
福

島
県

郡
山

市
安

積
永

盛
の

「
あ

ば
れ

地
蔵

」
「

火
伏

せ
祭

り
」「

渡
し

舟
 旧

街
道

（
笹

川
か

ら
守

山
ま

で
）」

ほ
か

の
聞

書
き

（
昭

和
40

年
3

月
29

日
）。

福
島

県
郡

山
市

富
久

山
町

・
日

和
田

町
の

「
代

々
神

楽
」「

高
倉

人
形

」
等

の
聞

書
き

（
昭

和
40

年
3

月
30

日
）。

そ
の

他
、「

新
安

積
地

方
小

唄
」「

須
賀

川
市

阿
武

隈
考

古
館

資
料

目
録

」
の

パ
ン

フ
類

、
周

辺
地

図
、

文
献

コ
ピ

ー
、

関
係

者
の

名
刺

貼
付

。
巻

末
に

「
須

賀
川

市
上

塩
田

菅
船

神
社

 御
法

楽
獅

子
舞

記
録

」
の

ガ
リ

版
印

刷
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
貼

付
。

13
7
Y1
62

4
奥
州
会
津
北
会
津
村
調
査
録
Ⅰ

昭
和
41
年

19
66
年

表
紙

裏
に

「
北

会
津

村
村

誌
資

料
下

調
目

録
」（

集
落

単
位

の
手

書
き

の
資

料
一

覧
）

あ
り

。
冒

頭
に

『
北

会
津

村
誌

』
の

構
成

案
（

昭
和

41
年

5
月

13
日

脱
稿

と
あ

り
）

と
大

般
若

の
御

札
貼

付
。

関
係

者
の

来
信

や
名

刺
を

含
む

。「
第

1
回

予
備

調
、

主
に

写
真

撮
影

」（
昭

和
41

年
10

月
16

日
）

以
後

、
昭

和
42

年
1

月
7

日
ま

で
の

聞
書

き
や

調
査

ま
と

め
を

記
す

。
オ

シ
ン

メ
イ

様
の

調
査

記
録

、
木

摺
臼

の
ス

ケ
ッ

チ
、

福
島

県
北

会
津

村
石

原
・

遠
藤

一
嘉

宅
間

取
り

図
（

昭
和

25
年

頃
ま

で
の

旧
間

取
り

）、
手

書
き

の
集

落
地

図
等

あ
り

。
田

村
山

古
墳

の
実

測
図

（
ガ

リ
版

印
刷

）
貼

付
。『

中
荒

井
組

風
俗

帳
』

等
文

献
の

抜
書

き
な

ど
。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

13
8
Y1
63

4
奥
州
会
津
北
会
津
村
調
査
録
Ⅱ

昭
和
42
年

19
67
年

『
北

会
津

村
誌

』
の

調
査

記
録

。
冒

頭
に

「
福

島
県

史
編

さ
ん

会
議

」
の

会
議

資
料

と
大

般
若

の
御

札
、

福
島

県
北

会
津

村
両

堂
地

区
の

不
動

尊
御

札
貼

付
。

福
島

県
北

会
津

村
中

荒
井

地
区

で
の

聞
き

取
り

調
査

（
話

者
：

一
条

幸
喜

（
明

治
31

年
生

）、
長

野
政

吉
（

当
時

65
才

）
ほ

か
）。

カ
ラ

コ
オ

リ
と

伊
勢

参
り

、
飯

豊
山

お
こ

も
り

の
際

の
服

装
、

古
峰

ヶ
原

講
、

年
始

万
歳

、
コ

ガ
イ

万
歳

、
オ

シ
ン

メ
イ

サ
マ

な
ど

に
つ

い
て

の
記

録
。

そ
の

他
考

古
遺

物
や

間
取

り
な

ど
の

ス
ケ

ッ
チ

あ
り

。
手

書
き

の
集

落
地

図
を

貼
付

。
巻

末
に

郷
土

誌
類

か
ら

の
抜

書
き

あ
り

。
区

長
名

簿
、

調
査

員
名

簿
、

調
査

項
目

等
の

プ
リ

ン
ト

類
を

貼
付

。

13
9
Y1
64

4
奥
州
会
津
北
会
津
村
調
査
録
Ⅲ

昭
和
42
年

19
67
年

『
北

会
津

村
誌

』
の

調
査

記
録

。
冒

頭
に

再
調

査
に

当
た

っ
て

の
調

査
項

目
や

疑
問

点
等

を
記

し
た

自
筆

メ
モ

及
び

自
筆

の
「

北
会

津
村

歴
史

年
表

抄
」

を
貼

付
。

中
荒

井
の

念
仏

踊
り

・
大

般
若

に
つ

い
て

聞
書

き
（

話
者

：
秋

山
只

八
（

当
時

87
才

））
。

そ
の

他
、

二
日

町
の

バ
ン

モ
チ

石
に

つ
い

て
、

小
森

家
住

宅
の

間
取

り
に

つ
い

て
の

聞
書

き
。

中
荒

井
湯

殿
山

碑
（

元
治

2
年

4
月

吉
日

）
の

調
査

記
録

。
ノ

ー
ト

後
半

は
村

誌
の

章
立

て
の

順
に

記
述

内
容

を
記

し
た

カ
ー

ド
・

短
冊

類
を

貼
付

。
巻

末
に

旧
村

時
代

の
村

長
一

覧
（

原
稿

用
紙

）
や

人
口

統
計

、
情

報
提

供
の

手
紙

等
を

貼
付

。

14
0
Y9
5

2
西
欧
の
旅
日
記
（
海
外
　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
　第
１
回
）
昭
和
41
年

19
66
年

全
37

日
間

（
昭

和
41

年
7

月
22

日
～

8
月

27
日

）
の

「
ソ

連
・

西
欧

夏
期

セ
ミ

ナ
ー

旅
行

」
に

団
長

と
し

て
参

加
し

た
際

の
記

録
。

学
生

を
含

む
26

人
の

ツ
ア

ー
で

、
ソ

連
・

西
欧

諸
国

を
巡

っ
た

。
こ

の
旅

に
つ

い
て

帰
国

後
に

講
義

し
た

亜
細

亜
大

学
公

開
講

義
「

地
理

学
者

の
み

た
西

欧
事

情
」（

昭
和

41
年

）
の

資
料

も
添

付
。

旅
先

で
の

所
感

メ
モ

や
訪

問
地

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
類

、
領

収
書

等
を

貼
付

。

14
1
Y9
6

2
郡
山
市
史
民
俗
編
資
料
Ⅰ

昭
和
42
年

19
67
年

『
郡

山
市

史
 民

俗
編

』
の

編
さ

ん
関

連
資

料
。

山
口

は
前

書
き

や
衣

食
住

な
ど

複
数

の
章

を
執

筆
。

会
議

資
料

や
資

料
所

在
目

録
、

調
査

員
一

覧
等

多
数

貼
付

。
目

次
案

や
地

区
ご

と
の

民
俗

関
連

の
文

献
抜

書
き

や
参

考
文

献
リ

ス
ト

が
多

い
。

中
に

「
し

ん
め

い
さ

ま
」

等
の

聞
書

き
メ

モ
（

昭
和

42
年

7
月

14
日

）
や

、
福

島
県

郡
山

市
多

田
野

地
区

（
昭

和
42

年
11

月
12

日
）、

福
島

県
郡

山
市

西
田

地
区

（
昭

和
43

年
4

月
8

日
）

等
の

聞
書

き
メ

モ
も

含
ま

れ
て

い
る

。

14
2
Y9
7

2
福
島
県
民
俗
芸
能
調
査
録

昭
和
40
年

19
65
年

表
紙

に
「

第
15

回
浪

江
町

に
於

け
る

大
会

記
録

」「
昭

和
40

年
11

月
23

日
於

浪
江

高
校

講
堂

」「
第

16
回

昭
和

41
年

11
月

23
日

於
須

賀
川

市
」「

会
津

高
田

伊
佐

須
美

神
社

信
仰

の
再

検
討

 昭
和

42
年

5
月

」
と

あ
り

。
福

島
県

民
俗

芸
能

大
会

（
第

15
回

・
第

16
回

）
の

記
録

。
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
類

貼
付

。
福

島
県

文
化

財
専

門
委

員
と

し
て

の
見

学
記

録
（

福
島

県
浪

江
町

苅
宿

の
鹿

舞
・

鍬
柄

舞
田

植
踊

り
・

福
島

県
葛

尾
村

の
三

匹
獅

子
舞

・
鳥

さ
し

舞
・

福
島

県
浪

江
町

請
戸

の
田

植
踊

り
等

）
及

び
各

参
加

団
体

の
調

査
記

録
。

他
に

「
会

津
高

田
町

伊
佐

須
美

神
社

の
民

俗
学

的
再

検
討

 昭
和

42
年

5
月

於
東

京
亜

細
亜

大
学

」
と

題
す

る
要

点
ま

と
め

あ
り

。

14
3
Y9
8

2
隠
岐
群
島
の
集
落
調
査

昭
和
43
年

19
68
年

亜
細

亜
大

学
地

理
学

特
講

の
有

志
に

よ
る

現
地

調
査

旅
行

の
記

録
。

冒
頭

に
参

加
学

生
7

名
の

名
簿

、
周

辺
地

図
貼

付
。

手
書

き
の

旅
程

表
で

は
、

山
口

は
東

京
～

富
山

～
輪

島
～

金
沢

～
鳥

取
～

別
府

と
巡

り
、

島
根

県
隠

岐
島

に
は

昭
和

43
年

7
月

6
～

9
日

に
滞

在
。

帰
路

は
新

見
～

宇
和

島
～

室
戸

と
巡

っ
て

い
る

（
昭

和
43

年
6

月
30

日
～

7
月

15
日

）。
事

前
学

習
の

抜
書

き
や

、
調

査
地

で
の

メ
モ

書
き

の
紙

片
・

訪
問

地
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

類
・

チ
ケ

ッ
ト

・
領

収
書

等
貼

付
。

参
加

学
生

の
隠

岐
島

調
査

レ
ポ

ー
ト

挟
み

込
み

。

14
4
Y9
9

2
福
島
県
西
会
津
地
区
民
俗
緊
急
調
査
録

昭
和
43
年

19
68
年

『
西

会
津

地
方

の
民

俗
』

編
さ

ん
に

伴
う

調
査

記
録

か
。

冒
頭

に
県

教
委

の
「

振
興

山
村

地
域

民
俗

資
料

調
査

実
施

要
項

」
貼

付
。

ほ
か

、
打

合
せ

会
な

ど
の

連
絡

文
書

や
会

議
資

料
、「

無
形

民
俗

資
料

の
分

類
」「

重
要

民
俗

資
料

指
定

基
準

」
等

の
コ

ピ
ー

貼
付

。
予

備
調

査
の

聞
書

き
メ

モ
（

昭
和

43
年

6
月

10
日

福
島

県
西

会
津

町
野

沢
、

昭
和

43
年

6
月

11
日

福
島

県
西

会
津

町
新

郷
笹

川
新

村
及

び
高

目
）。

本
調

査
の

聞
書

き
メ

モ
多

数
貼

付
。

福
島

県
西

会
津

町
野

沢
地

区
（

昭
和

43
年

7
月

26
日

）、
福

島
県

西
会

津
町

安
座

・
水

沢
・

関
根

地
区

（
昭

和
43

年
7

月
27

日
）、

福
島

県
西

会
津

町
上

小
島

・
萱

本
地

区
（

昭
和

43
年

7
月

28
日

）、
福

島
県

西
会

津
町

松
尾

・
下

小
島

地
区

（
昭

和
43

年
7

月
29

日
）。

巻
末

に
寺

社
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
名

刺
等

貼
付

。

14
5
Y1
00

2
福
島
県
文
化
財
専
門
委
員
会
記
録

第
十
一
回
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
芸
能
大
会

（
秋
田
）

昭
和
44
年

19
69
年

福
島

県
文

化
財

専
門

委
員

会
記

録
（

昭
和

44
年

5
月

・
9

月
、

昭
和

45
年

3
月

）。
福

島
県

指
定

重
要

文
化

財
の

新
指

定
記

事
の

新
聞

切
抜

き
（

福
島

民
報

、
昭

和
45

年
3

月
14

日
付

）
ほ

か
、

福
島

県
内

資
料

館
や

国
立

博
物

館
建

設
、

民
俗

芸
能

、
工

芸
技

術
等

に
関

す
る

新
聞

切
抜

き
多

数
貼

付
。

巻
末

に
第

11
回

北
海

道
・

東
北

ブ
ロ

ッ
ク

芸
能

大
会

（
秋

田
開

催
）

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

貼
付

。
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ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

14
6
Y1
01

2
西
白
河
郡
西
郷
村
緊
急
民
俗
調
査

昭
和
44
年

19
69
年

冒
頭

に
福

島
県

教
委

か
ら

の
「

開
発

地
域

民
俗

資
料

調
査

員
 委

嘱
状

」（
昭

和
44

年
7

月
16

日
）

貼
付

。
福

島
県

教
育

委
員

会
『

西
郷

地
方

の
民

俗
』（

昭
和

45
年

刊
）

編
さ

ん
に

伴
う

調
査

記
録

。
聞

書
き

メ
モ

等
は

少
な

く
、

連
絡

文
書

等
が

多
い

。
2

つ
の

封
筒

内
に

福
島

県
史

西
郷

村
上

羽
太

の
天

道
念

仏
踊

等
の

ネ
ガ

と
写

真
計

40
枚

あ
り

。
巻

末
に

和
知

恵
二

郎
「

テ
ン

ト
ウ

念
仏

に
つ

い
て

」（
昭

和
41

年
12

月
25

日
付

）
の

資
料

と
「

西
郷

村
話

者
名

簿
」

等
貼

付
。『

西
郷

村
史

資
料

集
』（

第
1集

・
第

2
集

）
を

挟
み

込
み

で
添

付
。

14
7
Y1
65

4
大
内
宿
調
査
（
第
二
冊
）

昭
和
45
年

19
70
年

「
南

会
津

郡
下

郷
町

大
内

宿
調

査
 第

2
冊

」。
福

島
県

下
郷

町
の

大
内

宿
の

歴
史

・
民

俗
・

建
築

の
県

教
委

に
よ

る
緊

急
調

査
に

お
け

る
調

査
の

記
録

（
昭

和
45

年
8

月
7

～
11

日
）。

民
俗

班
と

し
て

山
口

・
岩

崎
敏

夫
・

大
迫

徳
行

・
和

田
文

夫
・

橋
本

武
が

参
加

。
下

野
街

道
・

倉
谷

の
民

家
配

置
図

を
記

録
。

調
査

風
景

の
写

真
を

添
付

（
山

口
・

岩
崎

敏
夫

・
和

田
文

夫
・

大
迫

徳
行

ら
写

る
）。

資
料

「
郷

土
の

歴
史

－
下

郷
百

年
」、

「
宿

場
大

内
の

し
お

り
」

な
ど

も
添

付
。

14
8
Y1
66

4
大
内
宿
調
査
（
第
一
冊
）

昭
和
44
年

19
69
年

「
南

会
津

郡
下

郷
町

大
内

宿
保

存
調

査
 第

1
冊

」。
福

島
県

下
郷

町
の

大
内

宿
保

存
へ

の
要

望
に

関
す

る
新

聞
記

事
。

連
載

「
生

き
て

い
た

宿
場

（
上

・
下

）」
（

昭
和

44
年

7
月

）。
山

口
に

よ
る

屋
並

み
の

ス
ケ

ッ
チ

。

14
9
Y1
02

2
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
三
回
目
旅
行
（
妻
を
同
伴
し
て
）
昭
和
45
年

19
70
年

ロ
ン

ド
ン

・
パ

リ
・

ブ
リ

ュ
ッ

セ
ル

な
ど

妻
と

の
13

日
間

（
昭

和
45

年
12

月
25

日
～

46
年

1
月

7
日

）
の

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
旅

行
の

記
録

。
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

・
ハ

イ
デ

ル
ベ

ル
ク

・
チ

ュ
ー

リ
ッ

ヒ
・

ロ
ー

マ
な

ど
を

歴
訪

し
た

。
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

地
図

・
チ

ケ
ッ

ト
類

貼
付

。「
会

津
の

文
化

の
研

究
を

思
う

」（
昭

和
45

年
12

月
30

日
記

）
の

旅
行

中
の

下
書

き
あ

り
。

15
0
Y1
03

2
南
会
津
・
南
郷
村
民
俗
調
査
録

昭
和
45
年

19
70
年

会
津

民
俗

研
究

会
に

よ
る

『
奥

会
津

南
郷

の
民

俗
』

編
さ

ん
の

た
め

の
福

島
県

南
郷

村
調

査
記

録
。

巻
頭

に
「

南
郷

村
予

備
調

査
」（

昭
和

45
年

9
月

25
～

26
日

）
の

調
査

記
録

貼
付

。「
南

郷
村

民
俗

調
査

要
項

（
案

）」
（

昭
和

45
年

10
月

18
日

）、
レ

ジ
ュ

メ
「

南
郷

村
の

郷
土

誌
の

調
査

と
研

究
に

つ
い

て
」「

民
俗

講
演

要
旨

」（
昭

和
45

年
11

月
10

日
）、

ほ
か

地
形

図
等

貼
付

。
現

地
調

査
記

録
（

昭
和

45
年

11
月

8
～

9
日

）
多

数
貼

付
。

福
島

県
田

島
町

円
山

公
園

の
道

祖
神

写
真

貼
付

。
巻

末
に

報
告

書
の

章
立

て
な

ど
の

構
成

案
の

書
込

み
あ

り
。

15
1
Y1
04

2
ア
メ
リ
カ
横
断
バ
ス
旅
行

昭
和
43
年

19
68
年

亜
細

亜
大

学
教

授
時

代
の

単
身

で
の

旅
行

記
録

（
昭

和
43

年
8

月
2

～
26

日
）。

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

・
バ

ッ
フ

ァ
ロ

ー
・

ボ
ス

ト
ン

・
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
・

ワ
シ

ン
ト

ン
・

ダ
ラ

ス
・

デ
ン

バ
ー

・
ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス
・

ホ
ノ

ル
ル

等
を

巡
っ

た
。

ノ
ー

ト
に

は
旅

程
表

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

各
地

の
地

図
の

切
抜

き
の

ほ
か

、
山

口
自

身
が

旅
先

で
取

っ
た

メ
モ

類
や

妻
か

ら
の

エ
ア

メ
ー

ル
な

ど
が

貼
付

さ
れ

て
い

る
。

15
2
Y1
67

4
東
南
ア
ジ
ア
調
査
日
記

昭
和
43
年

19
68
年

ジ
ャ

ル
パ

ッ
ク

「
バ

リ
島

・
ア

ン
コ

ー
ル

ワ
ッ

ト
と

東
南

ア
ジ

ア
」

で
巡

っ
た

東
南

ア
ジ

ア
の

旅
行

記
（

昭
和

43
年

12
月

26
日

～
44

年
1

月
7

日
）。

バ
リ

島
・

ア
ン

コ
ー

ル
ワ

ッ
ト

・
タ

イ
・

バ
ン

コ
ク

・
マ

ニ
ラ

・
ジ

ャ
カ

ル
タ

等
の

東
南

ア
ジ

ア
旅

行
の

旅
程

表
や

領
収

書
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

類
の

ほ
か

、
訪

問
地

で
の

所
感

や
風

景
の

ス
ケ

ッ
チ

等
の

メ
モ

を
貼

付
。

15
3
Y1
05

2
ソ
連
芸
術
祭
参
加
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅

昭
和
44
年

19
69
年

ソ
連

・
中

央
ア

ジ
ア

・
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
の

旅
行

記
録

（
昭

和
44

年
12

月
18

日
～

45
年

1
月

15
日

）。
ソ

連
芸

術
祭

旅
行

団
参

加
者

名
簿

（
順

不
同

）
の

他
、

旅
程

、
地

図
と

旅
行

中
の

メ
モ

、
旅

行
先

か
ら

妻
へ

の
手

紙
な

ど
。

15
4
Y8
4

2
九
州
大
宰
府
・
五
島
列
島
調
査

昭
和
45
年

19
70
年

亜
細

亜
大

学
在

職
中

の
「

地
理

学
特

講
」

実
地

研
修

（
昭

和
45

年
7

月
4

～
10

日
）

で
の

九
州

へ
の

調
査

旅
行

の
記

録
。

巻
頭

に
「

日
本

文
化

の
源

流
（

太
宰

府
跡

）・
日

本
民

俗
学

の
重

出
立

証
法

に
よ

る
南

北
の

対
比

（
東

北
の

下
北

と
九

州
の

五
島

列
島

）
を

目
的

と
す

る
。」

と
の

書
込

み
あ

り
。

冒
頭

部
分

は
参

考
文

献
の

リ
ス

ト
と

主
要

文
献

の
要

約
、

自
作

年
表

等
を

記
す

。
宮

本
常

一
『

私
の

日
本

地
図

』・
山

口
麻

太
郎

『
壱

岐
島

民
俗

誌
』

な
ど

を
参

照
し

て
い

る
。

聞
書

き
メ

モ
（

7
月

5
～

10
日

）
及

び
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

チ
ケ

ッ
ト

・
領

収
書

等
貼

付
。

ほ
か

巻
末

に
研

修
旅

行
の

資
料

集
「

九
州

・
太

宰
府

・
五

島
列

島
・

平
戸

島
の

日
本

古
代

文
化

の
源

流
調

査
」、

関
連

す
る

新
聞

切
抜

き
を

貼
付

。

15
5
Y1
06

2
東
南
ア
ジ
ア
第
二
回
調
査
（
亜
細
亜
大
学
第
二

回
洋
上
大
学
）

昭
和
45
年

19
70
年

ノ
ー

ト
に

挟
み

込
み

資
料

「
19

70
年

度
第

二
回

亜
細

亜
洋

上
大

学
 東

南
ア

ジ
ア

学
生

視
察

団
」「

亜
細

亜
大

学
ア

ジ
ア

ハ
イ

ウ
ェ

イ
学

術
踏

査
隊

踏
査

記
」

あ
り

。
東

南
ア

ジ
ア

再
調

査
（

昭
和

45
年

7
月

18
日

～
8

月
6

日
）。

亜
細

亜
大

学
の

業
務

の
一

環
と

し
て

「
研

修
旅

行
募

集
要

項
」

ほ
か

、
日

程
表

、
地

図
（

ビ
ル

マ
、

タ
イ

、
イ

ン
ド

チ
ャ

イ
ナ

、
マ

レ
ー

シ
ア

、
ジ

ャ
ワ

、
ボ

ル
ネ

オ
）、

旅
行

中
の

メ
モ

。
旅

行
先

か
ら

妻
へ

の
手

紙
。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

15
6
Y1
07

2
南
会
津
郡
只
見
町
過
疎
村
の
民
俗
調
査
（
夕

沢
・
毘
沙
沢
・
吉
尾
・
仲
田
・
野
々
沢
）

大
沼
郡
長
岡
部
落
調
査
（
日
大
総
長
鈴
木
勝
氏

依
託
）

昭
和
45
年

19
70
年

福
島

県
只

見
町

過
疎

村
の

民
俗

調
査

記
録

（
昭

和
45

年
9

月
24

～
25

日
）。

福
島

県
只

見
町

内
各

集
落

（
夕

沢
、

毘
沙

沢
、

吉
尾

、
坂

田
字

仲
田

、
梁

取
字

野
々

沢
、

蒲
生

字
真

奈
川

）
で

の
聞

書
き

メ
モ

と
各

集
落

の
自

筆
の

見
取

図
等

貼
付

。
そ

の
他

文
献

か
ら

の
抜

書
き

。
調

査
執

筆
分

担
表

（
山

口
・

渡
部

圣
・

中
地

茂
男

・
橋

本
武

・
安

藤
正

教
・

室
井

康
弘

・
酒

井
淳

）。
巻

末
に

鈴
木

勝
（

当
時

日
大

総
長

、
柳

津
町

大
成

沢
出

身
）

の
依

頼
に

よ
る

福
島

県
大

沼
郡

長
岡

調
査

。（
昭

和
45

年
9

月
27

日
）。

巻
末

の
封

筒
に

民
家

・
景

観
・

火
伏

せ
等

の
写

真
計

43
枚

あ
り

。

15
7
Y1
08

2
水
没
村
桑
原
・
舟
子
（
大
川
ダ
ム
）
民
俗
調
査
昭
和
47
年

19
72
年

大
川

ダ
ム

の
水

没
集

落
の

調
査

員
と

し
て

福
島

県
会

津
若

松
市

か
ら

委
嘱

さ
れ

た
調

査
事

業
の

記
録

。
福

島
県

会
津

若
松

市
水

没
村

桑
原

・
舟

子
民

俗
調

査
（

昭
和

47
年

11
月

19
日

～
48

年
2

月
26

日
）

及
び

福
島

県
下

郷
町

沼
尾

調
査

（
昭

和
48

年
3

月
4

日
）。

桑
原

集
落

調
査

（
昭

和
47

年
11

月
19

～
20

日
）、

舟
子

集
落

調
査

（
昭

和
47

年
12

月
3

～
4

日
）

の
調

査
記

録
等

貼
付

。
新

編
会

津
風

土
記

か
ら

関
係

地
区

分
の

抜
粋

等
。

巻
末

に
「

大
川

ダ
ム

水
没

部
落

（
桑

原
・

舟
子

）
民

俗
調

査
報

告
書

作
成

編
集

会
議

の
開

催
に

つ
い

て
」（

昭
和

48
年

8
月

11
日

）、
「

調
査

員
委

嘱
状

」（
昭

和
47

年
11

月
10

日
）

ほ
か

会
議

記
録

・
連

絡
文

書
類

貼
付

。

15
8
Y1
09

2
福
島
県
民
俗
芸
能
調
査
記
録
（
空
也
念
仏
踊
）

昭
和
46
年
度
委
員
会
記
録

昭
和
46
年

19
71
年

昭
和

46
年

度
の

委
員

会
記

録
。

福
島

県
文

化
財

専
門

委
員

と
し

て
山

口
が

関
わ

っ
た

会
議

や
調

査
の

記
録

。
空

也
念

仏
踊

。
石

井
の

七
福

神
・

田
植

踊
調

査
（

鈴
木

新
吉

氏
宅

、
昭

和
46

年
12

月
18

日
）、

冬
木

沢
空

也
念

仏
踊

調
査

（
昭

和
46

年
12

月
19

日
）

の
聞

書
き

等
を

含
む

。『
河

東
村

の
信

仰
・

民
族

・
芸

能
・

年
中

行
事

（
民

俗
資

料
調

査
中

間
報

告
書

4
）』

を
挟

み
込

み
。

会
議

資
料

「
文

化
財

保
護

行
政

に
関

す
る

専
管

課
設

置
の

建
議

文
（

案
）

に
つ

い
て

」（
昭

和
46

年
12

月
9

日
）、

「
昭

和
46

年
度

第
3

回
福

島
県

文
化

財
専

門
委

員
会

会
議

資
料

」（
昭

和
46

年
12

月
20

日
）

な
ど

貼
付

。

15
9
Y1
68

4
福
島
県
大
沼
郡
三
島
町
大
石
田
民
俗
調
査

昭
和
47
年

19
72
年

表
紙

に
は

他
に

「
19

93
出

版
原

稿
発

見
、

19
94

刊
行

成
る

」
と

あ
る

。
冒

頭
に

「
大

石
田

の
民

俗
 原

稿
執

筆
状

況
」

の
一

覧
表

プ
リ

ン
ト

貼
付

。
三

島
町

教
育

委
員

会
発

行
『

御
蔵

入
大

石
田

の
民

俗
』

の
編

さ
ん

資
料

と
な

っ
た

調
査

記
録

。
調

査
は

会
津

民
俗

研
究

会
員

ら
に

よ
る

集
団

調
査

で
行

わ
れ

た
（

昭
和

47
年

8
月

12
～

19
日

）。
昭

和
47

年
8

月
15

日
付

の
福

島
県

三
島

町
大

石
田

調
査

を
報

じ
る

新
聞

切
抜

き
あ

り
。

そ
の

他
調

査
の

聞
書

き
メ

モ
を

多
数

貼
付

。
宗

門
改

帳（
寛

政
年

間
）

の
記

録
、

伝
説

「
弥

三
郎

田
」「

弥
彦

稲
荷

」
に

つ
い

て
。

民
家

（
中

門
造

）
ス

ケ
ッ

チ
。

集
落

の
配

置
図

。
ガ

ム
テ

ー
プ

綴
じ

の
「

奥
会

津
三

島
町

の
民

俗
」

の
調

査
記

録
と

三
島

町
公

民
館

発
行

の
『

お
じ

い
ち

ゃ
ん

の
知

恵
袋

第
2

集
 地

名
』『

み
し

ま
 三

島
町

公
民

館
報

』
挟

み
込

み
。

16
0
Y1
52
6
31

福
島
県
文
化
財
調
査（
民
俗
芸
能
）記
録
　
附
：

福
島
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
45
年
7
月
21

日
公
布
）

昭
和
45
年

19
70
年

福
島

県
文

化
財

専
門

委
員

と
し

て
参

加
し

た
会

議
等

の
記

録
。

巻
頭

に
「

福
島

県
文

化
財

保
護

条
例

」
貼

付
。

会
議

資
料

の
ほ

か
、「

勿
来

御
宝

殿
の

田
楽

」
調

査
記

録
と

写
真

、「
棚

倉
町

八
槻

都
々

古
別

神
社

の
み

田
植

祭
」

調
査

記
録

あ
り

。
指

定
候

補
の

文
化

財
一

覧
。「

全
国

文
化

財
保

護
研

究
協

議
会

」
資

料
（

昭
和

46
年

9
月

6
・

7
日

）。
「

大
熊

町
熊

川
獅

子
舞

」
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
。「

福
島

県
民

俗
資

料
緊

急
調

査
記

入
例

」「
福

島
県

民
俗

資
料

緊
急

調
査

 調
査

員
名

簿
」。

巻
末

に
山

口
撮

影
の

福
島

県
内

民
俗

写
真

（
仁

王
像

へ
の

安
楽

死
祈

願
・

葬
列

・
耕

地
等

）
挟

み
込

み
。

16
1
Y1
69

4
会
津
坂
下
町
誌
編
集
・
監
修

昭
和
47
年

19
72
年

『
会

津
坂

下
町

史
 民

俗
編

』
の

全
体

構
成

に
つ

い
て

。
内

容
や

構
成

案
等

の
検

討
。

編
さ

ん
委

員
会

資
料

。
編

さ
ん

室
長

（
山

内
強

）
ら

と
の

協
議

記
録

。
福

島
県

会
津

坂
下

町
内

の
各

集
落

（
束

松
・

杉
山

・
洲

走
・

勝
方

な
ど

）
で

の
聞

書
き

メ
モ

や
、

町
内

寺
院

で
の

仏
像

調
査

記
録

を
多

数
貼

付
。

大
川

ダ
ム

民
俗

調
査

報
告

書
作

成
の

打
合

せ
記

録
。

山
内

一
三

「
野

山
の

幸
」、

「
会

津
万

歳
」

等
の

プ
リ

ン
ト

資
料

貼
付

。

16
2
Y1
70

4
会
津
坂
下
町
史
編
さ
ん
資
料
（
整
理
）

昭
和
48
年

19
73
年

『
会

津
坂

下
町

史
 民

俗
編

』
の

構
成

案
及

び
執

筆
案

を
記

す
。

昭
和

48
年

8
月

17
日

に
行

わ
れ

た
福

島
県

会
津

坂
下

町
大

村
地

区
の

神
官

（
鈴

木
進

）
に

よ
る

「
修

験
霊

術
実

演
会

」
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

実
見

メ
モ

。
町

内
の

仏
像

調
査

記
録

。「
恩

乗
寺

勢
至

菩
薩

略
縁

起
」

貼
付

。
会

津
坂

下
町

の
自

然
概

説
。

会
津

盆
地

に
占

め
る

位
置

等
。

民
俗

編
巻

頭
原

稿
案

。
各

項
目

の
執

筆
検

討
（

執
筆

者
と

内
容

に
つ

い
て

）。

16
3
所
在
未
確
認
東
北
地
方
の
生
活
調
査
亘
理
・
江
刺
・
男
鹿
・

三
厩

昭
和
48
年

19
73
年

16
3
所
在
未
確
認
三
陸
海
岸
気
仙
沼
－
綾
里
・
小
本
－
田
老
・
岩

泉
・
安
家
・
恐
山
・
尻
屋

昭
和
48
年

19
73
年
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磐梯町所蔵・山口弥一郎旧蔵ノート

ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

16
4
Y1
52
7
31

水
没
村
　
会
津
若
松
市
川
渓
村
民
俗
調
査

昭
和
47
年

19
72
年

「
昭

和
47

年
予

備
調

査
」「

昭
和

48
年

7
月

25
日

～
26

日
第

1
回

調
査

」
と

書
込

み
あ

り
。

会
津

民
俗

研
究

会
に

よ
る

福
島

県
会

津
若

松
市

川
渓

地
区

（
東

山
ダ

ム
建

設
に

伴
う

水
没

村
）

の
調

査
記

録
類

。
巻

頭
に

「
調

査
項

目
担

当
者

表
」、

次
頁

か
ら

は
川

渓
地

区
の

世
帯

主
一

覧
表

、
手

書
き

の
集

落
地

図
、

聞
書

き
メ

モ
類

多
数

貼
付

。
ダ

ム
建

設
に

よ
る

損
失

補
償

等
に

つ
い

て
の

新
聞

記
事

切
抜

き
貼

付
。

巻
末

の
袋

内
に

調
査

写
真

7枚
添

付
。

16
5
Y1
52
8
31

昭
和
48
年
日
本
地
理
学
会
秋
季
広
島
大
会
記
録
　

西
南
四
国
・
足
摺
岬
海
岸
地
形
巡
検

昭
和
48
年

19
73
年

広
島

で
の

日
本

地
理

学
会

（
昭

和
48

年
11

月
10

～
11

日
）

及
び

そ
の

後
の

巡
検

旅
行

の
記

録
。

資
料

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
類

・
調

査
記

録
等

多
数

貼
付

。
山

口
は

12
日

か
ら

四
国

（
宇

和
島

・
松

山
）

と
九

州
（

別
府

・
臼

杵
・

国
見

）
を

回
り

、
足

摺
岬

・
臼

杵
磨

崖
仏

・
国

東
半

島
石

仏
等

を
見

学
し

て
い

る
。

16
5
Y1
52
9
31

埼
玉
県
東
松
山
市
地
区
開
発
基
本
調
査
録

昭
和
39
年

19
64
年

亜
細

亜
大

学
在

職
中

に
担

当
し

た
仕

事
か

。
冒

頭
に

関
係

者
名

簿
あ

り
（

代
表

：
安

芸
皎

一
・

多
田

文
男

、
山

口
は

研
究

員
の

1
人

と
し

て
名

が
あ

る
）。

「
東

松
山

地
区

に
お

け
る

陸
水

の
賦

存
量

と
地

域
開

発
に

関
す

る
研

究
」

の
研

究
計

画
書

あ
り

。
以

下
、

埼
玉

県
東

松
山

地
区

調
査

記
録

（
昭

和
39

年
9

月
25

日
）、

「
埼

玉
県

西
部

産
業

開
発

地
域

開
発

打
合

せ
会

」
（

昭
和

39
年

9
月

30
日

）
の

調
査

記
録

。
ノ

ー
ト

後
半

に
「

東
松

山
地

区
に

お
け

る
陸

水
賦

存
量

の
分

布
状

態
と

地
域

開
発

に
関

す
る

一
考

察
」（

昭
和

39
年

10
月

22
日

提
出

）
の

論
文

下
書

き
あ

り
。

巻
末

に
関

係
者

名
刺

・
開

発
関

連
新

聞
切

抜
き

、
手

紙
等

貼
付

。

16
6
Y1
53
0
31

武
蔵
御
嶽
神
社
の
宿
坊
と
信
仰
形
態

昭
和
42
年

19
67
年

亜
細

亜
大

学
在

職
時

の
「

昭
和

43
年

度
学

寮
委

員
研

修
会

」
で

、
学

生
や

他
学

部
の

教
員

と
共

に
4

月
1

～
4

日
に

東
京

都
青

梅
市

の
武

蔵
御

嶽
（

憩
山

荘
）

に
合

宿
し

た
際

に
聞

書
き

の
記

録
。

巻
頭

に
御

嶽
神

社
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
貼

付
。「

御
嶽

宿
坊

見
取

図
」（

昭
和

43
年

4
月

2
日

）
の

手
書

き
集

落
地

図
あ

り
。

憩
山

荘
（

片
柳

正
七

）
聞

書
き

メ
モ

（
昭

和
43

年
4

月
3

日
）。

の
ち

昭
和

44
年

も
再

訪
し

て
い

る
。

文
献

か
ら

の
ま

と
め

、
憩

山
荘

（
片

柳
正

七
）

聞
書

き
メ

モ
（

昭
和

44
年

11
月

22
日

）、
馬

場
善

作
家

民
家

間
取

図
（

昭
和

44
年

11
月

23
日

学
生

を
連

れ
て

再
び

訪
れ

た
と

の
記

載
あ

り
）。

巻
末

に
昭

和
43

年
4

月
の

研
修

旅
行

の
し

お
り

、
旅

の
記

録
メ

モ
、

宿
や

御
嶽

山
の

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
貼

付
。

16
7
Y1
53
1
31

ま
ぼ
ろ
し
の
会
津
の
古
代
史
を
追
う
て
　
会
津

の
古
代
史

昭
和
48
年

19
73
年

三
部

作
〈

会
津

の
歴

史
〉

の
内

の
1

冊
で

山
口

が
担

当
し

た
『

古
代

会
津

の
歴

史
』（

昭
和

49
年

刊
）

執
筆

の
た

め
の

構
想

メ
モ

、
関

連
資

料
の

コ
ピ

ー
、

下
書

き
、

編
集

過
程

の
連

絡
文

書
類

、
備

忘
録

。
資

料
等

多
数

貼
付

。「
昭

和
48

年
6

月
18

日
～

12
月

11
日

（
第

1
稿

脱
稿

）」
「

昭
和

49
年

2
月

29
日

～
5

月
30

日
（

第
2

稿
脱

稿
）」

「
昭

和
49

年
10

月
10

日
刊

行
」

と
書

込
み

あ
り

。

16
8
Y1
53
2
31

裏
磐
梯
北
塩
原
民
俗
誌

昭
和
49
年

19
74
年

巻
頭

に
「

北
塩

原
村

民
俗

調
査

事
前

協
議

要
項

」（
山

口
、

渡
部

圣
・

中
地

茂
男

・
酒

井
淳

参
加

、
北

塩
原

村
当

局
よ

り
25

万
円

の
委

託
調

査
事

業
と

メ
モ

、
昭

和
49

年
8

月
12

日
）

及
び

「
会

津
民

俗
研

究
会

会
員

名
簿

」
等

あ
り

。
会

津
女

子
高

郷
土

研
究

部
『

会
津

の
古

建
及

び
大

塩
・

檜
原

・
早

稲
沢

部
落

調
査

』（
郷

土
研

究
報

告
第

5集
、

昭
和

31
年

）、
調

査
項

目
、

新
聞

切
抜

き
、

北
塩

原
村

区
長

名
簿

等
、

調
査

の
参

考
文

献
類

貼
付

。
巡

検
記

録
メ

モ
（

昭
和

49
年

10
月

24
日

）、
執

筆
者

打
合

せ
会

会
議

資
料

（
昭

和
49

年
11

月
15

日
）

貼
付

。
後

半
に

は
山

口
に

よ
る

報
告

書
原

稿
「

第
1

章
 村

の
概

況
」

が
書

か
れ

て
い

る
。

16
9
Y1
71

4
民
俗
講
演
要
旨
集

昭
和
45
年

19
70
年

原
稿

用
紙

に
記

さ
れ

た
講

演
原

稿
類

。「
奥

会
津

南
郷

村
の

生
活

が
ど

う
見

え
る

か
」（

昭
和

46
年

12
月

12
日

、
奥

会
津

南
郷

民
俗

誌
出

版
記

念
会

講
演

要
旨

）。
「

郷
土

の
民

俗
に

つ
い

て
」（

昭
和

45
年

8
月

26
日

、
福

島
県

会
津

坂
下

町
に

て
）。

「
会

津
の

民
俗

の
み

か
た

 第
1

回
郷

土
生

活
の

研
究

と
民

俗
学

」（
昭

和
45

年
9

月
7

日
、

会
津

若
松

市
婦

人
会

）。
「

第
2

回
口

承
文

芸
と

し
て

の
民

俗
芸

能
」（

昭
和

45
年

9
月

14
日

、
会

津
若

松
市

婦
人

会
）。

「
第

3
回

信
仰

を
中

心
と

し
た

心
意

現
象

の
問

題
」（

昭
和

45
年

9
月

21
日

、
会

津
若

松
市

婦
人

会
）。

「
日

本
文

化
の

源
流

と
会

津
文

化
」（

昭
和

46
年

1
月

17
日

）。
福

島
県

民
俗

学
会

設
立

に
お

け
る

準
備

・
発

足
に

関
す

る
文

書
（

昭
和

46
年

1
月

）。
そ

の
他

、「
全

国
文

化
財

保
護

研
究

協
議

会
」「

民
俗

文
化

財
研

究
協

議
会

」
関

連
書

類
。

17
0
Y1
72

4
諸
論
考
メ
モ
集
録
帳

昭
和
46
年

19
71
年

表
紙

に
「

バ
リ

島
の

民
俗

芸
能

」「
東

北
地

方
の

民
間

信
仰

」
と

も
。

渡
部

圣
会

津
民

俗
館

長
の

業
績

（
昭

和
50

年
1

月
）。

「
バ

リ
島

の
民

俗
芸

能
と

日
本

の
十

二
神

楽
系

統
の

対
比

論
－

民
族

学
と

民
俗

学
の

実
証

的
研

究
の

一
例

と
し

て
－

」（
昭

和
46

年
4

月
13

日
構

想
）。

「
東

北
地

方
の

民
間

信
仰

」（
昭

和
49

年
6

月
17

日
、

浄
土

宗
東

北
地

方
教

化
等

講
習

会
講

演
に

関
す

る
資

料
）。

そ
の

他
、

所
感

メ
モ

や
構

想
メ

モ
類

、
新

聞
切

抜
き

等
貼

付
。「

高
橋

亮
画

伯
の

思
い

出
」（

昭
和

49
年

3
月

2
日

）
切

抜
き

。
巻

末
の

封
筒

に
福

島
県

会
津

坂
下

町
栗

村
神

社
の

神
主

や
早

乙
女

踊
の

踊
り

手
と

山
口

ら
の

写
真

、「
郡

山
市

湖
南

町
字

横
沢

と
字

舘
の

界
の

才
ノ

神
」

写
真

、
箱

床
に

眠
る

老
人

の
写

真
等

あ
り

。
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ノ

ート 番
号

整
理

番
号

旧
箱

番
号

標
　

　
　

　
　

題
年

代
（

和
暦

）
年

代
（

西
暦

）
主

　
　

な
　

　
内

　
　

容

17
1

所
在

未
確

認
東

北
地

方
研

究
・

二
戸

福
岡

町
・

青
森

県
三

沢
町

昭
和

49
年

19
74

年

17
2

Y1
10

2
東

北
研

究
選

集
10

巻
　

補
遺

2
巻

刊
行

完
成

　
前

後
処

理
に

関
す

る
記

録
昭

和
49

年
19

74
年

著
作

集
刊

行
時

の
昭

和
49

～
53

年
に

い
た

る
出

版
社

（
世

界
文

庫
）

と
の

や
り

取
り

の
記

録
類

。
打

合
せ

メ
モ

や
来

信
を

貼
付

。
ほ

か
、

巻
末

に
刊

行
後

の
日

本
読

書
新

聞
で

の
特

集
記

事
等

の
切

抜
き

や
月

報
な

ど
を

添
付

。

17
3

Y1
7

1
ク

メ
ー

ル
文

化
の

故
国

カ
ン

ボ
ジ

ヤ
　

カ
ン

ボ
ジ

ヤ
の

自
然

と
文

化
昭

和
46

年
19

71
年

表
紙

に
「

46
．7

．3
0一

応
脱

稿
」

と
あ

る
。「

カ
ン

ボ
ジ

ヤ
の

自
然

と
文

化
」

の
目

次
案

、
執

筆
用

の
文

献
リ

ス
ト

や
自

筆
の

「
カ

ン
ボ

ジ
ヤ

の
開

発
年

表
」

な
ど

の
資

料
、

及
び

新
聞

切
抜

き
が

含
ま

れ
る

。
目

次
案

や
構

想
は

亜
細

亜
大

学
の

用
箋

に
記

述
。

17
4

Y1
11

2
東

北
地

方
研

究
・

日
本

の
固

有
生

活
を

求
め

て
　

山
口

弥
一

郎
選

集
　

写
真

集
昭

和
48

年
19

73
年

表
紙

に
「

満
71

歳
誕

生
日

（
昭

和
48

年
5

月
13

日
）

立
案

」
な

ど
書

込
み

あ
り

。
原

案
メ

モ
類

「
日

本
の

固
有

生
活

を
求

め
る

意
義

―
民

俗
学

研
究

」「
東

北
研

究
 序

論
」（

昭
和

48
年

1
月

27
日

）、
「

日
本

の
固

有
生

活
を

求
め

て
－

東
北

研
究

の
意

味
す

る
も

の
－

」（
昭

和
49

年
2

月
1

日
）。

「
二

戸
市

福
岡

町
田

中
館

秀
三

先
生

伝
資

料
蒐

集
」（

昭
和

49
年

8
月

9
日

～
11

日
）

の
際

の
記

録
メ

モ
・

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

類
貼

付
。

ほ
か

「
選

集
12

巻
刊

行
完

了
の

挨
拶

」（
昭

和
53

年
7

月
26

日
）

な
ど

貼
付

。
ノ

ー
ト

後
半

に
「

写
真

蒐
集

 目
次

」
と

し
て

写
真

集
刊

行
の

た
め

の
分

野
別

写
真

リ
ス

ト
あ

り
。

17
5A

Y1
8

1
景

観
 も

の
と

人
間

の
文

化
史

 執
筆

メ
モ

（
風

景
論

の
探

求
　

日
本

の
風

景
を

見
直

す
た

め
に

　
D

is
co

ve
r J

ap
an

の
た

め
に

も
）

昭
和

46
年

19
71

年
表

紙
に

は
「

昭
和

46
年

5
月

25
日

～
8

月
26

日
脱

稿
」

と
あ

る
。

法
政

大
出

版
局

「
も

の
と

人
間

の
文

化
史

」
シ

リ
ー

ズ
の

初
期

の
刊

行
予

定
の

一
冊

。
山

口
に

『
景

観
』

に
つ

い
て

依
頼

が
あ

り
、

具
体

的
に

計
画

が
進

ん
で

い
た

様
子

。
法

政
大

学
出

版
局

の
「

執
筆

要
項

」
や

、
構

成
・

目
次

案
な

ど
貼

付
。「

昭
和

46
．9

．1
8法

政
出

版
局

へ
原

稿
渡

す
、

69
4枚

」
な

ど
と

記
載

。
風

景
や

風
土

に
関

す
る

各
地

の
新

聞
記

事
切

抜
き

。

17
5b

Y1
8

1
現

代
日

本
風

景
論

（
現

代
地

理
学

原
稿

を
模

索
し

て
）

昭
和

52
年

19
77

年
表

紙
に

は
「

昭
和

52
．9

．1
1青

梅
市

御
嶽

の
旅

荘
に

て
、

創
価

大
学

教
授

山
口

弥
一

郎
」

と
あ

る
。「

第
1

章
 地

理
学

と
風

景
論

（
景

観
論

）」「
第

2
章

 自
然

景
観

と
人

文
景

観
」「

第
3

章
 目

で
見

る
風

土
的

景
観

」
等

、
第

8
章

ま
で

目
次

あ
り

。
山

口
自

身
の

「
風

景
論

」
に

つ
い

て
の

著
作

の
構

想
が

示
さ

れ
て

い
る

。
後

半
部

に
執

筆
資

料
の

た
め

の
新

聞
切

抜
き

等
が

あ
る

が
、

白
紙

ペ
ー

ジ
が

多
い

。

17
6

Y1
53

3
31

過
疎

村
農

民
の

原
像

出
版

関
係

昭
和

47
年

19
72

年
山

口
の

『
過

疎
村

農
民

の
原

像
』（

昭
和

47
年

9
月

刊
）

出
版

の
た

め
の

執
筆

資
料

と
編

さ
ん

記
録

。
手

書
き

地
図

「
首

都
圏

と
南

奥
羽

過
疎

村
民

俗
調

査
の

位
置

」（
昭

和
47

年
8

月
23

日
挿

図
ツ

ク
ル

の
メ

モ
）

貼
付

。
過

疎
村

、
都

市
と

農
村

関
連

の
記

事
、

出
版

後
の

書
評

欄
な

ど
の

新
聞

切
抜

き
貼

付
。

編
集

者
か

ら
の

来
信

や
出

版
契

約
書

等
貼

付
。

17
7

Y1
9

1
能

登
石

動
山

修
験

秋
雀

の
稲

初
穂

調
査

　
日

本
地

理
学

会
五

箇
村

、
白

川
郷

、
高

山
巡

検
記

昭
和

49
年

19
74

年

表
紙

に
「

昭
和

49
年

10
月

5
日

東
京

発
―

10
月

9
日

会
津

若
松

発
、

10
月

10
日

～
11

日
富

山
大

学
、

学
会

出
席

、
10

月
11

日
～

石
動

山
調

査
、

10
月

12
日

五
箇

郷
、

10
月

13
日

白
川

郷
、

10
月

14
日

飛
騨

高
山

」
と

日
程

メ
モ

あ
り

。
富

山
大

学
で

の
日

本
地

理
学

会
出

席
と

石
動

山
・

五
箇

山
で

の
調

査
ノ

ー
ト

。
地

図
、

願
念

坊
踊

り
や

石
動

山
関

連
文

献
の

コ
ピ

ー
、

学
会

参
加

登
録

票
、

チ
ケ

ッ
ト

類
、

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
領

収
書

等
貼

付
。

イ
タ

イ
イ

タ
イ

病
発

生
地

・
合

掌
集

落
・

熊
野

に
つ

い
て

の
調

査
記

録
及

び
岐

阜
県

白
川

村
荻

町
の

ス
ケ

ッ
チ

あ
り

。

17
8

Y1
53

4
31

沖
縄

慰
霊

旅
行

（
娃

と
共

に
）

記
録

昭
和

49
年

19
74

年

妻
と

の
沖

縄
旅

行
の

記
録

。「
沖

縄
の

お
正

月
」

の
パ

ッ
ク

ツ
ア

ー
に

参
加

し
、

南
部

戦
跡

・
首

里
・

名
護

パ
イ

ン
園

な
ど

を
巡

っ
た

。
巻

頭
に

「
娃

の
兄

が
昭

和
20

年
病

院
長

と
し

て
沖

縄
で

戦
死

し
た

念
願

の
慰

霊
旅

行
を

娃
と

2
人

で
果

さ
ん

と
す

。」
の

書
込

み
。

昭
和

49
年

12
月

31
日

に
羽

田
発

、
昭

和
50

年
1

月
3

日
に

羽
田

着
。

観
光

パ
ン

フ
・

チ
ケ

ッ
ト

類
、

所
感

や
聞

書
き

の
メ

モ
、

領
収

書
類

な
ど

を
貼

付
。

巻
末

に
は

沖
縄

県
の

本
土

復
帰

の
日

（
昭

和
47

年
5

月
15

日
）

の
朝

日
新

聞
の

記
事

切
抜

き
を

貼
付

し
て

い
る

。

17
9

Y1
53

5
31

田
中

館
秀

三
先

生
著

作
資

料
蒐

集
昭

和
49

年
19

74
年

巻
頭

に
『

田
中

館
秀

三
 業

績
と

追
憶

』（
田

中
館

秀
三

業
績

刊
行

会
、

昭
和

50
年

）
の

予
約

購
入

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

貼
付

。
山

口
は

刊
行

会
の

代
表

主
宰

者
と

し
て

編
集

に
あ

た
っ

た
。

同
門

の
下

斗
米

重
房

を
岩

手
県

二
戸

市
へ

訪
ね

た
際

の
名

刺
類

・
刊

行
計

画
・

師
の

遺
品

整
理

等
の

所
感

メ
モ

（
昭

和
49

年
8

月
9

日
）。

手
書

き
の

出
版

会
発

起
人

名
簿

（
昭

和
49

年
11

月
30

日
）。

編
集

過
程

で
の

来
信

等
も

貼
付

。
山

口
執

筆
分

（「
田

中
館

先
生

を
追

慕
し

て
（

序
文

）」
ほ

か
）

の
下

書
き

メ
モ

。
そ

の
他

執
筆

の
た

め
の

文
献

コ
ピ

ー
等

の
参

考
資

料
類

。
巻

末
に

刊
行

費
用

の
出

納
簿

挟
み

込
み

。
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磐梯町所蔵・山口弥一郎旧蔵ノート

ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

18
0
Y1
73

4
奥
会
津
過
疎
村
調
査
録

昭
和
49
年

19
74
年

巻
頭

に
「

会
津

民
俗

研
究

会
会

員
名

簿
」、

「
理

事
会

の
協

議
事

項
」（

昭
和

49
年

6
月

30
日

）、
「

三
島

町
の

民
俗

調
査

実
施

に
つ

い
て

」（
昭

和
49

年
7

月
21

日
）

の
連

絡
文

書
類

あ
り

。
過

疎
村

の
調

査
を

会
津

民
俗

研
究

会
で

行
っ

た
際

の
調

査
記

録
と

み
ら

れ
る

。
山

口
の

調
査

と
し

て
福

島
県

金
山

町
沼

沢
・

太
郎

布
・

三
条

（
昭

和
50

年
8

月
17

日
）、

猪
苗

代
町

楊
枝

・
壺

下
（

昭
和

50
年

9
月

21
日

）
の

2日
分

で
、

聞
書

き
メ

モ
が

貼
付

さ
れ

て
い

る
。

福
島

県
桧

枝
岐

村
の

桧
枝

岐
歌

舞
伎

調
査

記
録

（
昭

和
50

年
8

月
18

～
20

日
）

は
『

秘
境

 桧
枝

岐
の

歌
舞

伎
』（

昭
和

51
年

刊
）

執
筆

の
た

め
の

調
査

（
写

真
同

封
）。

福
島

県
下

郷
町

大
松

川
民

俗
調

査
記

録
（

昭
和

52
年

8
月

6
日

）。

18
1
Y1
74

4
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ト

ン
ガ
・
フ
ィ
ジ
ー
・
ハ
ワ
イ
の
旅

昭
和
50
年

19
75
年

夫
妻

で
の

13
日

間
（

昭
和

50
年

12
月

28
日

～
51

年
1

月
11

日
）

の
旅

行
の

記
録

。
シ

ド
ニ

ー
・

ク
ラ

イ
ス

ト
チ

ャ
ー

チ
・

オ
ー

ク
ラ

ン
ド

・
ラ

ラ
ト

ン
ガ

・
ホ

ノ
ル

ル
等

を
巡

っ
た

。
旅

程
表

や
領

収
書

類
の

ほ
か

、
訪

問
地

で
の

所
感

や
風

景
・

民
芸

品
の

ス
ケ

ッ
チ

等
の

メ
モ

を
貼

付
。

18
2
Y1
53
6
31

津
波
被
害
防
止
メ
モ
ノ
ー
ト

昭
和
50
年

19
75
年

表
紙

に
「

於
東

京
・

八
王

子
・

丹
木

・
創

価
大

学
」

と
記

入
場

所
の

記
載

あ
り

。
主

に
昭

和
50

年
5

月
13

日
（

満
73

才
誕

生
日

）
～

53
年

6
月

頃
ま

で
の

新
聞

記
事

の
切

抜
き

で
、「

津
浪

監
視

に
新

鋭
装

置
 気

象
庁

」（
昭

和
50

年
3

月
21

日
付

）
な

ど
、

地
震

・
津

波
・

有
珠

山
噴

火
・

地
震

予
知

連
絡

会
等

関
連

の
記

事
を

ま
と

め
て

い
る

。
巻

末
に

未
貼

付
の

新
聞

等
あ

り
。『

資
料

 日
本

被
害

地
震

総
覧

』
等

の
文

献
コ

ピ
ー

も
貼

付
。

そ
の

他
、

研
究

者
仲

間
か

ら
の

来
信

貼
付

。
巻

末
に

「
防

壁
で

囲
ま

れ
た

村
や

町
」（

昭
和

48
年

9
月

11
日

）、
「

災
害

は
忘

れ
な

く
と

も
や

っ
て

く
る

」（
昭

和
48

年
9

月
3

日
）

な
ど

、
新

聞
投

書
用

の
完

成
原

稿
貼

付
。

18
3
Y1
75

4
南
ア
メ
リ
カ
一
周
　
イ
ン
カ
文
明
と
ア
マ
ゾ
ン

へ
の
旅

昭
和
51
年

19
76
年

夫
妻

で
の

18
日

間
（

昭
和

51
年

8
月

8
～

25
日

）
の

旅
行

の
記

録
。

リ
マ

・
ク

ス
コ

・
ブ

エ
ノ

ス
ア

イ
レ

ス
・

サ
ン

パ
ウ

ロ
・

リ
オ

デ
ジ

ャ
ネ

イ
ロ

・
メ

キ
シ

コ
シ

テ
ィ

等
南

米
各

地
を

巡
っ

た
。

旅
程

表
や

領
収

書
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

類
の

ほ
か

、
訪

問
地

で
の

所
感

や
風

景
・

民
芸

品
の

ス
ケ

ッ
チ

等
の

メ
モ

を
貼

付
。

18
4
Y1
53
7
31
（
日
本
地
理
学
会
）
19
76
年
度
秋
季
学
術
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
昭
和
51
年
10
月
10
日
～
10
月
13

日
弘
前
大
学
に
て

10
月
12
・
13
・
14
津
軽
半
島
一
周
　

昭
和
51
年

19
76
年

日
本

地
理

学
会

の
19

76
年

度
秋

季
学

術
大

会
と

合
わ

せ
て

巡
っ

た
津

軽
半

島
一

周
の

旅
行

記
録

（
昭

和
51

年
10

月
10

～
14

日
）。

学
会

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
巡

検
の

し
お

り
等

貼
付

。
そ

の
他

山
口

自
身

の
所

感
・

考
察

等
を

記
し

た
メ

モ
類

、
会

っ
た

人
々

の
名

刺
、

旅
行

中
の

チ
ケ

ッ
ト

・
領

収
書

等
貼

付
。

18
5
Y2
0

1
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
十
字
路
の
旅
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
旅

昭
和
51
年

19
76
年

昭
和

51
年

12
月

27
日

～
52

年
1

月
8

日
（

13
日

間
）

の
夫

妻
で

の
ツ

ア
ー

旅
行

参
加

の
際

の
記

録
。

旅
程

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
観

光
用

ビ
ザ

、
領

収
書

、
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
関

連
の

新
聞

切
抜

き
等

貼
付

。
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
研

究
の

調
査

を
兼

ね
、

現
地

で
の

風
景

等
の

ス
ケ

ッ
チ

や
所

感
メ

モ
を

多
数

貼
付

。

18
6
Y2
1

1
牧
口
常
三
郎
著
「
人
生
地
理
学
」「
郷
土
科
教

育
」
整
理

昭
和
47
年

19
72
年

牧
口

常
三

郎
著

『
人

生
地

理
学

』
を

テ
キ

ス
ト

に
、

創
価

大
学

で
行

っ
た

「
地

誌
学

」
の

授
業

の
た

め
の

講
義

ノ
ー

ト
。

昭
和

49
年

創
価

大
学

第
2

回
夏

季
大

学
講

座
講

義
要

項
「

郷
土

研
究

か
ら

み
た

郷
土

教
育

へ
」（

昭
和

49
年

8
月

24
～

25
日

）、
及

び
『

創
価

教
育

研
究

会
会

報
』（

№
1

～
7

ま
で

）
の

資
料

あ
り

。

18
7
Y2
2

1
〔
会
津
の
方
言
・
福
島
県
の
民
俗
芸
能
〕

昭
和
51
年

19
76
年

福
島

県
民

俗
芸

能
大

会
（

於
白

河
市

民
会

館
、

昭
和

51
年

）
へ

の
参

加
記

録
。

大
会

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

宿
の

領
収

書
、

関
連

新
聞

記
事

等
貼

付
。「

御
神

酒
地

蔵
堂

建
立

勧
進

帖
（

福
島

県
会

津
若

松
市

内
、

昭
和

51
年

11
月

吉
日

付
）」

あ
り

。
そ

の
他

会
津

会
・「

会
津

の
方

言
」・

講
演

・
選

集
刊

行
祝

賀
に

関
す

る
資

料
綴

り
。「

会
津

の
方

言
」

講
演

要
旨

（
昭

和
51

年
11

月
28

日
記

、
民

俗
語

彙
に

つ
い

て
、

モ
ン

ペ
・

サ
ッ

パ
カ

マ
・

フ
ン

ゴ
ミ

・
タ

ッ
ツ

ケ
等

に
つ

い
て

、
ウ

タ
ゲ

イ
（

玄
如

節
）

に
つ

い
て

）
の

資
料

貼
付

。

18
8
Y1
76

4
猪
苗
代
町
史
編
集
―
監
修
者
記
録

昭
和
50
年

19
75
年

『
猪

苗
代

町
史

』
の

監
修

者
と

し
て

の
記

録
類

。
表

紙
裏

に
「

編
集

者
の

意
図

メ
モ

」
あ

り
。

福
島

県
猪

苗
代

町
か

ら
の

文
書

「
猪

苗
代

町
史

の
監

修
ご

依
頼

に
つ

い
て

」（
昭

和
50

年
12

月
22

日
）

か
ら

、「
猪

苗
代

町
史

編
さ

ん
委

員
会

資
料

」
（

昭
和

52
年

4
月

23
日

）
ま

で
の

編
さ

ん
委

員
会

関
係

の
資

料
類

。
原

稿
・

調
査

記
録

・
目

次
構

成
案

メ
モ

等
。

18
9
Y1
77

4
猪
苗
代
町
史
編
集
　
監
修
ノ
ー
ト
№
2
　
Ⅰ
自

然
編
資
料
を
中
心
と
し
て

昭
和
51
年

19
76
年

資
料

綴
り

。『
猪

苗
代

町
史

』
の

監
修

者
と

し
て

の
記

録
類

。
特

に
自

然
編

（
昭

和
52

年
刊

）
の

関
す

る
資

料
の

綴
り

。
表

紙
裏

に
序

文
の

構
想

メ
モ

（
昭

和
51

年
9

月
1

日
）

あ
り

。
猪

苗
代

湖
に

関
す

る
地

理
学

の
文

献
コ

ピ
ー

、
原

稿
、

調
査

記
録

等
多

数
貼

付
（

昭
和

51
年

6
月

～
10

月
）。

巻
末

に
町

史
編

さ
ん

の
年

次
計

画
・

執
筆

者
一

覧
・

歴
史

編
目

次
案

・
民

俗
編

目
次

案
・

執
筆

要
項

等
添

付
。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

19
0
Y1
78

4
猪
苗
代
町
史
編
集
　
監
修
ノ
ー
ト
№
3
　
執
筆

メ
モ
、
詳
細
目
次
、
写
真
撮
影
メ
モ
な
ど

昭
和
51
年

19
76
年

資
料

綴
り

。『
猪

苗
代

町
史

』
の

監
修

者
と

し
て

の
記

録
類

。「
専

門
委

員
会

議
」（

昭
和

51
年

5
月

17
日

）、
「

町
史

編
さ

ん
委

員
会

」（
昭

和
51

年
6

月
28

日
）

の
会

議
資

料
。

原
稿

・
調

査
記

録
・

目
次

構
成

案
メ

モ
等

。
山

口
に

よ
る

自
然

編
の

「
編

集
案

大
要

」（
目

次
案

）、
「

猪
苗

代
町

史
編

さ
ん

要
項

」
添

付
。

19
1
Y1
79

4
猪
苗
代
町
史
監
修
ノ
ー
ト
⑷
　
民
俗
編
№
1

仏
像
調
査
（
昭
和
52
年
7
月
18
日
～
）

昭
和
52
年

19
77
年

資
料

綴
り

。『
猪

苗
代

町
史

』
の

監
修

者
と

し
て

の
記

録
類

。「
町

史
編

さ
ん

専
門

委
員

会
」（

昭
和

51
年

11
月

15
日

）
の

会
議

資
料

。
新

聞
切

抜
き

、
調

査
記

録
メ

モ
多

数
貼

付
（

昭
和

52
年

7
～

8
月

）。
仏

像
調

査
記

録
（

第
1

日
目

は
昭

和
52

年
7

月
18

日
）。

19
2
Y1
12

2
熱
塩
加
納
村
民
俗
調
査

昭
和
51
年

19
76
年

山
口

自
身

に
よ

る
ノ

ー
ト

と
資

料
の

和
綴

じ
製

本
。『

熱
塩

加
納

村
史

 民
俗

編
』

編
さ

ん
の

た
め

の
調

査
記

録
等

。
冒

頭
に

調
査

項
目

と
調

査
者

の
一

覧
貼

付
。

聞
書

き
メ

モ
と

手
書

き
集

落
地

図
・

景
観

ス
ケ

ッ
チ

等
（

昭
和

51
年

7
月

30
日

～
8

月
2

日
）。

と
く

に
ス

ケ
ッ

チ
は

山
の

景
観

・
五

峰
山

・
採

草
地

な
ど

多
数

あ
り

。
後

半
部

に
資

料
『

あ
つ

し
お

か
の

う
 2

0周
年

記
念

誌
』（

昭
和

49
年

3
月

31
日

）、
『

熱
塩

加
納

村
要

覧
』（

昭
和

44
年

）、
熱

塩
加

納
村

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
昭

和
49

年
）

な
ど

を
含

む
。

19
2
Y1
80

4
猪
苗
代
町
史
監
修
ノ
ー
ト
⑸
　
民
俗
編
№
2

委
員
会
及
調
査
手
引
き
資
料

昭
和
52
年

19
77
年

資
料

綴
り

。
裏

表
紙

に
「

猪
苗

代
町

史
民

俗
編

調
査

録
資

料
 民

俗
編

5
－

2
 委

員
会

担
当

記
録

 民
俗

編
執

筆
者

担
当

」
と

あ
り

。『
猪

苗
代

町
史

』
の

監
修

者
と

し
て

の
記

録
類

。
執

筆
担

当
者

に
よ

る
「

猪
苗

代
町

史
民

俗
編

執
筆

調
査

打
合

会
」

（
昭

和
52

年
6

月
4

日
）

の
会

議
資

料
。

そ
の

他
手

引
き

類
と

し
て

「
民

俗
調

査
の

し
お

り
」「

民
俗

編
調

査
執

筆
の

着
眼

」
「

民
俗

編
資

料
調

査
の

し
お

り
」「

猪
苗

代
の

民
俗

 達
澤

・
名

家
・

下
館

・
都

澤
・

百
目

貫
・

五
十

軒
・

見
祢

」
な

ど
の

プ
リ

ン
ト

類
を

挟
み

込
み

で
添

付
。

19
3
Y2
3

1
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
旅
行
Ⅰ

昭
和
52
年

19
77
年

昭
和

52
年

3
月

10
～

24
日

の
夫

妻
で

の
ツ

ア
ー

旅
行

の
記

録
（

1
冊

目
、

3
月

10
～

21
日

ま
で

）。
旅

程
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

領
収

書
、

オ
リ

エ
ン

ト
関

連
の

新
聞

切
抜

き
等

貼
付

。
訪

問
地

で
の

ス
ケ

ッ
チ

や
所

感
の

メ
モ

類
多

数
貼

付
。

女
性

の
服

装
、

赤
子

の
服

装
、

ダ
リ

ウ
ス

大
王

の
墓

、
人

面
、

見
学

地
等

の
ス

ケ
ッ

チ
。

城
の

ス
ケ

ッ
チ

は
日

付
あ

り
（

昭
和

52
年

3
月

19
日

）。
新

聞
記

事
の

切
抜

き
（

朝
日

新
聞

「
イ

ラ
ン

の
旅

か
ら

」
上

・
中

・
下

）。

19
4
Y2
4

1
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
旅
行
Ⅱ
・「
世
界
を
こ
の
目

で
こ
の
肌
で
」
出
版

昭
和
52
年

19
77
年

昭
和

52
年

3
月

10
～

24
日

の
夫

妻
で

の
ツ

ア
ー

旅
行

の
記

録
（

2
冊

目
、

3
月

22
～

24
日

ま
で

）。
訪

問
地

で
の

ス
ケ

ッ
チ

や
所

感
の

メ
モ

類
多

数
貼

付
。「

文
化

発
祥

地
の

遺
跡

確
認

の
旅

―
特

に
、

欧
州

・
中

央
ア

ジ
ア

の
文

化
の

接
触

融
合

」
（

昭
和

52
年

4
月

1
日

構
想

、
論

文
執

筆
要

旨
）。

「
会

津
文

化
の

源
流

を
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
に

求
め

て
」

講
演

要
旨

。
新

聞
記

事
の

切
抜

き
（

昭
和

52
年

当
時

の
オ

リ
エ

ン
ト

文
明

に
関

す
る

連
載

記
事

）。
後

半
部

に
「

旅
行

写
真

集
刊

行
の

程
」

と
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
あ

り
、『

世
界

の
古

代
文

化
を

こ
の

目
で

・
こ

の
肌

で
』

の
目

次
案

と
刊

行
経

過
を

記
す

。

19
5
Y1
81

4
会
津
若
松
市
町
屋
の
民
俗
調
査

昭
和
52
年

19
77
年

会
津

若
松

市
の

『
民

俗
調

査
報

告
書

』（
町

方
編

・
村

方
編

）
編

さ
ん

の
た

め
の

調
査

記
録

。
会

津
若

松
市

か
ら

会
津

民
俗

研
究

会
へ

の
町

方
民

俗
調

査
の

「
業

務
委

託
契

約
書

」（
調

査
開

始
昭

和
52

年
12

月
25

日
、

調
査

終
了

・
調

査
報

告
書

提
出

昭
和

53
年

3
月

31
日

）
の

写
し

が
巻

頭
に

貼
付

。
第

1調
査

年
に

町
方

、
第

2調
査

年
に

村
方

調
査

を
行

う
計

画
。「

会
津

若
松

市
民

俗
調

査
（

案
）」

（
昭

和
52

年
10

月
22

日
）

ほ
か

調
査

計
画

、
執

筆
分

担
、

調
査

項
目

、
調

査
要

項
や

研
究

会
の

会
議

資
料

、
山

口
の

調
査

記
録

・
構

想
メ

モ
（

昭
和

53
年

1
～

8
月

頃
）

多
数

貼
付

。
長

嶺
重

延
（

刃
物

鍛
冶

）
調

査
写

真
・

ネ
ガ

添
付

。

19
6
Y1
82

4
北
四
国
巡
検
－
日
本
地
理
学
会
（
昭
和
52
年
11

月
）
松
山
大
会
記
録

昭
和
52
年

19
77
年

日
本

地
理

学
会

参
加

に
合

わ
せ

た
旅

の
記

録
。

昭
和

52
年

11
月

26
日

発
、

27
～

29
日

学
会

、
30

日
～

12
月

1
日

巡
検

・
帰

京
。

大
会

開
催

の
会

告
、

連
絡

文
書

、
巡

検
先

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
類

等
貼

付
。

19
7
Y1
83

4
通
信
教
育
・
教
職
課
程
　
地
理
学
　
教
科
書
目

次
掲
載

昭
和
51
年

19
76
年

創
価

大
学

通
信

教
育

部
の

教
職

課
程

「
地

理
学

」
の

教
科

書
の

構
想

メ
モ

を
多

数
貼

付
。

後
半

部
に

目
次

案
あ

り
。

創
価

大
か

ら
の

「
原

稿
受

取
書

」（
原

稿
渡

し
昭

和
52

年
6

月
2

日
）

貼
付

。

19
8
Y1
84

4
地
理
学
　
通
信
教
育
講
義
稿
案

昭
和
50
年

19
75
年

創
価

大
学

通
信

教
育

部
の

発
足

に
あ

た
り

教
職

課
程

「
地

理
学

」
の

担
当

と
な

り
、

教
科

書
を

執
筆

し
た

際
の

関
連

資
料

と
、

構
想

メ
モ

の
綴

り
。

会
議

資
料

や
執

筆
要

項
等

貼
付

。
教

科
書

の
構

想
メ

モ
を

多
数

貼
付

。
後

半
部

に
目

次
案

あ
り

。
添

付
資

料
と

し
て

創
価

大
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

原
稿

用
紙

の
「

地
理

学
原

論
 目

次
」

綴
り

が
挟

ま
れ

て
い

る
。「

原
稿

渡
し

昭
和

51
年

4
月

22
日

」
と

書
込

み
あ

り
。
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ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

19
9
Y1
53
8
31

地
誌
学
―
通
信
教
育
・
教
職
課
程
（
2
単
位
）
昭
和
52
年

19
77
年

「
地

誌
学

」
の

教
科

書
執

筆
時

の
下

書
き

と
記

録
類

。「
昭

和
52

年
6

月
2

日
構

想
始

め
、

8
月

末
完

了
予

定
」

と
あ

り
。

参
考

文
献

の
目

次
筆

写
、

教
科

書
の

目
次

・
構

成
案

等
あ

り
。「

通
信

教
育

原
稿

整
理

」（
昭

和
52

年
9

月
3

日
）、

「
9

月
10

日
朝

脱
稿

」「
9

月
11

日
、

御
嶽

登
山

す
、

写
真

撮
影

…
再

調
査

の
必

要
有

」
と

あ
る

。
往

復
リ

フ
ト

券
、

執
筆

の
た

め
宿

泊
し

た
青

梅
市

御
嶽

駅
前

旅
館

の
領

収
書

（
昭

和
52

年
9

月
3

～
5

日
、

9
月

10
～

12
日

）、
原

稿
受

取
書

（
昭

和
52

年
9

月
13

日
）

等
貼

付
。

巻
末

に
昭

和
52

年
5

～
8

月
の

新
聞

切
抜

き
（

国
土

庁
「

三
全

総
」

試
案

等
）

貼
付

。

20
0
Y1
53
9
31

1
、
修
験
道
と
う
ば
神
・
お
ん
ば
さ
ま
信
仰
の

問
題
2
、
庚
申
信
仰
の
イ
ン
ド
・
バ
ビ
ロ
ニ
ア
か
ら

の
源
流

昭
和
53
年

19
78
年

「
昭

和
53

年
9

月
30

日
整

理
テ

ー
マ

」
と

書
込

み
あ

り
。

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

と
し

て
各

テ
ー

マ
の

開
始

頁
に

「
修

験
道

と
山

姥
」「

庚
申

信
仰

の
源

流
」

の
赤

色
の

紙
片

を
貼

っ
て

い
る

。「
1

」
は

テ
ー

マ
に

関
す

る
参

考
文

献
の

抜
書

き
や

、
現

地
調

査
（

新
潟

県
弥

彦
村

弥
彦

神
社

ほ
か

）
の

際
の

チ
ケ

ッ
ト

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・

調
査

記
録

を
貼

付
。「

2
」

は
参

考
文

献
の

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

の
み

。
巻

末
の

封
筒

に
「

昭
和

52
年

12
月

27
日

 関
脇

お
ん

ば
さ

ま
 す

す
払

い
の

際
の

撮
影

」
と

あ
り

、
13

枚
の

写
真

（
福

島
県

猪
苗

代
町

関
脇

・
木

地
小

屋
・

伯
父

ヶ
倉

、
福

島
県

会
津

若
松

市
闇

川
、

福
島

県
河

東
村

冬
木

沢
の

各
地

区
に

あ
る

オ
ン

バ
様

像
）

が
入

っ
て

い
る

。

20
1
Y1
54
0
32

イ
ン
ド
ス
ト
ゥ
ー
パ
調
査
旅
行

昭
和
53
年

19
78
年

ツ
ア

ー
旅

行
「

イ
ン

ド
仏

跡
の

旅
10

日
〈

釈
尊

4
大

聖
地

と
ネ

パ
ー

ル
〉」

で
の

旅
行

記
録

（
昭

和
53

年
12

月
30

日
～

54
年

1
月

8
日

）。
夫

妻
で

の
旅

行
と

み
ら

れ
る

が
、

山
口

は
カ

ル
カ

ッ
タ

・
ブ

ダ
ガ

ヤ
・

パ
ト

ナ
・

カ
ト

マ
ン

ズ
・

ル
ン

ビ
ニ

・
ゴ

ラ
ク

プ
ー

ル
・

ベ
ナ

レ
ス

・
デ

リ
ー

な
ど

を
巡

り
、

各
所

で
詳

細
な

メ
モ

・
ス

ケ
ッ

チ
を

と
り

、
そ

れ
を

ノ
ー

ト
に

貼
付

し
て

い
る

。
新

聞
連

載
記

事
「

イ
ン

ド
仏

跡
思

索
の

旅
」「

イ
ン

ド
で

出
会

っ
た

子
ど

も
た

ち
」

な
ど

の
切

抜
き

、
及

び
旅

行
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
領

収
書

類
も

貼
付

。

20
2
Y1
54
1
32

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
関
係
文
献
抄
録
集
Ⅲ

昭
和
53
年

19
78
年

昭
和

53
年

12
月

30
日

か
ら

の
調

査
旅

行
（

ノ
ー

ト
番

号
20

1）
に

備
え

た
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
・

ス
ト

ゥ
ー

パ
関

連
の

文
献

抄
録

。『
中

村
元

選
集

』
な

ど
の

読
書

ノ
ー

ト
及

び
文

献
の

コ
ピ

ー
・

参
考

文
献

リ
ス

ト
な

ど
を

貼
付

。
そ

の
他

、
国

内
で

の
現

地
調

査
の

記
録

メ
モ

貼
付

。
大

分
県

佐
伯

市
・

国
東

半
島

ス
ト

ゥ
ー

パ
調

査
（

昭
和

54
年

3
月

13
～

16
日

）。
山

梨
県

甲
府

盆
地

ス
ト

ゥ
ー

パ
調

査
（

昭
和

54
年

4
月

6
日

）。
新

潟
県

佐
渡

ス
ト

ゥ
ー

バ
調

査
（

昭
和

53
年

10
月

4
日

）。
調

査
地

で
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

類
も

添
付

。

20
3
Y1
54
2
32

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
関
係
文
献
抄
録
集
Ⅱ
（
昭
和
53

年
10
月
～
12
月
）

昭
和
53
年

19
78
年

昭
和

53
年

12
月

30
日

か
ら

の
調

査
旅

行
（

ノ
ー

ト
番

号
20

1）
に

備
え

た
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
・

ス
ト

ゥ
ー

パ
関

連
の

文
献

抄
録

。
山

口
に

よ
る

目
次

も
付

さ
れ

て
い

る
。

藤
堂

明
保

『
西

域
紀

行
』・

田
中

久
夫

『
祖

先
祭

祀
の

研
究

』
な

ど
の

読
書

ノ
ー

ト
及

び
文

献
の

コ
ピ

ー
・

参
考

文
献

リ
ス

ト
な

ど
を

貼
付

。
巻

末
に

は
読

書
を

経
て

山
口

自
身

の
見

解
・

考
察

を
ま

と
め

て
い

る
（

昭
和

53
年

12
月

21
日

朝
）。

20
4
Y1
85

4
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
献
Ⅰ
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通

っ
た
日
本
文
化
の
原
流

昭
和
53
年

19
78
年

ノ
ー

ト
（

学
研

'75
A

ud
io

-V
isu

al
 d

ia
ry

）
へ

メ
モ

・
資

料
等

貼
付

。
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
・

ス
ト

ゥ
ー

パ
関

連
の

文
献

抄
録

。
巻

頭
に

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
を

通
っ

た
日

本
文

化
の

原
流

」「
St

up
aの

伝
承

経
路

」
と

題
が

あ
る

ほ
か

、
山

口
に

よ
る

目
次

も
付

さ
れ

て
い

る
。

森
豊

『
西

域
の

古
都

望
見

』・
深

田
久

弥
『

中
央

ア
ジ

ア
探

険
史

』
な

ど
の

読
書

ノ
ー

ト
及

び
文

献
の

コ
ピ

ー
・

参
考

文
献

リ
ス

ト
・

関
連

す
る

新
聞

連
載

の
切

抜
き

な
ど

を
挟

み
込

み
で

添
付

。
山

口
の

講
演

要
旨

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
の

自
然

景
観

と
開

発
－

砂
漠

文
化

の
特

性
」（

昭
和

53
年

5
月

31
日

）
な

ど
山

口
自

身
の

文
章

も
貼

付
。

20
5
Y1
54
3
32

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
　
北
京
-ウ
ル
ム
チ
-蘭
州
-

西
安

地
図
協
会
の
ウ
ル
ム
チ
旅
行
記
録

昭
和
54
年

19
79
年

社
団

法
人

地
図

協
会

の
第

四
次

日
中

友
好

訪
中

団
（

昭
和

54
年

7
月

27
日

～
8

月
8

日
）

の
旅

行
記

録
。

山
口

は
顧

問
と

し
て

参
加

。
旅

行
の

行
程

表
、

し
お

り
、

旅
行

中
の

日
記

や
ス

ケ
ッ

チ
を

ま
と

め
た

ノ
ー

ト
。

20
6
Y1
54
4
32

中
華
人
民
共
和
国
－
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
実
証
の

た
め
の
旅
　
旅
行
日
程
の
計
画
の
過
程

昭
和
51
年

19
76
年

創
価

大
学

ア
ジ

ア
研

究
所

に
よ

る
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
調

査
の

計
画

に
関

す
る

ノ
ー

ト
。

計
画

書
、

団
員

名
簿

、
日

程
表

な
ど

を
ま

と
め

た
も

の
。

ま
た

、
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
や

中
国

の
文

化
、

社
会

情
勢

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

20
7
Y1
54
5
32

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
敦
煌
へ
Ⅰ
　
刊
行
原
稿
整
理
昭
和
54
年

19
79
年

創
価

大
学

ア
ジ

ア
研

究
所

第
1

回
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
学

術
調

査
（

昭
和

55
年

8
月

17
日

～
9

月
2

日
）

の
記

録
。

山
口

は
団

長
と

し
て

参
加

。
上

海
、

洛
陽

、
西

安
、

蘭
州

、
敦

煌
を

巡
る

旅
。

名
簿

や
行

程
表

の
よ

う
な

実
務

記
録

の
他

、
訪

問
先

の
歴

史
や

地
理

に
関

す
る

切
抜

き
と

そ
れ

に
対

す
る

メ
モ

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

現
地

で
見

た
遺

跡
等

の
ス

ケ
ッ

チ
や

調
査

記
録

を
含

む
。

20
8
Y1
54
6
32

理
論
考
想
を
主
と
し
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ

た
卒
塔
婆
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
）
の
な
が
い
旅
路
　

原
稿
整
理
簿

昭
和
54
年

19
79
年

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

研
究

に
関

す
る

文
献

の
整

理
と

要
約

。『
ス

ト
ゥ

ー
パ

へ
の

道
』

の
各

章
の

構
成

案
。

イ
ン

ド
及

び
そ

ち
ら

か
ら

の
仏

教
伝

来
に

関
す

る
新

聞
記

事
の

切
抜

き
貼

付
。
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ノ

ート 番
号

整
理

番
号

旧
箱

番
号

標
　

　
　

　
　

題
年

代
（

和
暦

）
年

代
（

西
暦

）
主

　
　

な
　

　
内

　
　

容

20
9

Y1
54

7
32

大
韓

国
・

慶
州

・
扶

餘
の

ス
ト

ウ
ー

パ
調

査
　

ボ
ロ

ブ
ド

ー
ル

・
バ

リ
・

ス
ト

ゥ
ー

パ
調

査
昭

和
54

年
19

79
年

昭
和

54
年

12
月

26
～

30
日

の
バ

リ
・

ボ
ロ

ブ
ド

ー
ル

調
査

と
、

昭
和

55
年

7
月

18
～

23
日

の
韓

国
調

査
の

記
録

。
旅

行
の

行
程

表
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
ま

と
め

た
ノ

ー
ト

。
滞

在
中

の
調

査
記

録
を

貼
付

、
参

考
文

献
の

要
約

を
記

す
。

21
0

Y1
54

8
32

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

・
ス

ト
ゥ

ー
パ

文
献

抄
Ⅳ

　
ス

ト
ウ

ー
パ

の
な

が
い

旅
路

-タ
シ

ェ
ク

ル
ガ

ン
の

捷
路

昭
和

55
年

19
80

年
「

ス
ト

ゥ
ー

パ
の

な
が

い
旅

路
」

の
構

成
案

。
関

連
す

る
参

考
文

献
の

要
約

。
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
に

関
す

る
新

聞
記

事
（

陳
舜

臣
「

天
竺

へ
の

道
」

朝
日

新
聞

等
）

の
切

抜
き

。

21
1

Y1
54

9
32

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

関
係

講
演

要
旨

昭
和

55
年

19
80

年
創

価
大

学
夏

季
大

学
講

座
（

第
6

回
（

昭
和

53
年

7
月

23
日

）、
第

7
回

（
昭

和
54

年
7

月
22

日
）、

第
8

回
（

昭
和

55
年

7
月

26
日

））
、

福
島

県
中

学
校

教
育

研
究

会
（

昭
和

55
年

7
月

29
日

）
の

講
演

要
旨

な
ど

、
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
関

係
の

講
演

要
旨

を
ま

と
め

た
ノ

ー
ト

。
後

半
に

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
文

献
抄

録
Ⅴ

」
と

し
て

参
考

文
献

の
要

約
を

含
む

。

21
2

Y1
55

0
32

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

・
ソ

連
領

ブ
バ

ラ
・

サ
マ

ル
カ

ン
ド

再
度

の
旅

行
日

程
昭

和
55

年
19

80
年

昭
和

44
年

に
予

定
さ

れ
て

い
た

旅
行

が
中

止
さ

れ
、

昭
和

55
年

に
再

度
計

画
。「

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

研
究

の
敦

煌
の

現
代

的
意

義
」「

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

研
究

の
現

代
的

意
義

－
構

想
」

と
題

し
た

覚
書

や
文

献
に

関
す

る
メ

モ
。

宗
教

論
、

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

、
ソ

連
・

ア
フ

ガ
ン

情
勢

な
ど

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

21
3

Y1
55

1
32

莫
高

窟
ベ

ゼ
ク

リ
ク

・
竜

門
・

雲
岡

調
査

録
昭

和
55

年
19

80
年

莫
高

窟
・

竜
門

・
雲

岡
等

の
地

域
に

関
す

る
年

表
、

既
存

の
調

査
記

録
な

ど
を

ま
と

め
た

ノ
ー

ト
。

21
4

Y1
55

3
32

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

・
敦

煌
へ

Ⅱ
西

安
後

半
～

敦
煌

～
上

海
昭

和
55

年
19

80
年

昭
和

55
年

8
月

25
日

～
9

月
2

日
ま

で
の

調
査

記
録

。
調

査
地

で
手

に
入

れ
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
、

調
査

記
録

な
ど

を
貼

付
け

て
ま

と
め

た
ノ

ー
ト

。
仏

塔
な

ど
の

建
造

物
や

そ
の

配
置

図
、

あ
る

い
は

地
形

に
関

す
る

ス
ケ

ッ
チ

な
ど

も
あ

る
。

21
5

Y1
55

2
32

南
イ

ン
ド

・
ス

リ
ラ

ン
カ

仏
跡

ス
ト

ウ
ー

パ
め

ぐ
り

昭
和

55
年

19
80

年
朝

日
新

聞
主

催
「

南
イ

ン
ド

・
ス

リ
ラ

ン
カ

仏
跡

の
旅

」（
昭

和
55

年
12

月
24

日
～

56
年

1
月

5
日

）
に

参
加

し
た

際
の

記
録

ノ
ー

ト
。

行
程

表
や

申
込

書
な

ど
各

種
書

類
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

に
加

え
、

当
地

で
の

調
査

記
録

を
貼

付
。

ま
た

「
南

イ
ン

ド
・

タ
ミ

ル
に

日
本

語
の

ル
ー

ツ
を

見
た

」（
週

刊
朝

日
 昭

和
55

年
11

月
28

日
）

と
題

す
る

記
事

の
切

抜
き

も
貼

付
。

21
6

Y1
55

4
32

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

研
究

ノ
ー

ト
・

現
代

的
諸

問
題

昭
和

56
年

19
81

年
創

価
大

学
第

9
回

夏
季

大
学

講
座

「
現

代
の

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

研
究

の
問

題
点

」
の

要
旨

。「
ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教
・

小
乗

仏
教

の
ス

ト
ウ

ー
パ

資
料

文
献

抄
」

と
題

し
た

文
献

要
約

。
ア

ジ
ア

研
究

所
「

創
大

ア
ジ

ア
研

究
3

号
」

に
掲

載
予

定
の

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
の

仏
窟

よ
り

み
た

ス
ト

ウ
ー

パ
の

道
」

と
題

す
る

論
文

の
構

成
案

。
現

代
日

本
人

の
宗

教
観

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

な
ど

を
貼

付
。

21
7

Y1
55

5
32

長
男

大
二

郎
・

仲
人

岡
本

仁
さ

ん
の

案
内

に
て

老
夫

婦
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

音
楽

を
き

く
遊

び
の

旅
昭

和
56

年
19

81
年

菱
和

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

航
空

サ
ー

ビ
ス

株
式

会
社

主
催

「
指

揮
者

岡
本

仁
さ

ん
と

と
も

に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

音
楽

の
旅

」
に

参
加

し
た

際
の

ノ
ー

ト
（

昭
和

56
年

8
月

14
～

18
日

）。
当

地
で

の
行

動
を

記
し

た
メ

モ
と

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

切
符

、
地

図
な

ど
を

貼
付

。
教

会
な

ど
の

建
築

物
や

風
景

の
ス

ケ
ッ

チ
も

あ
る

。

21
8

Y1
55

6
32

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

・
ト

ル
フ

ァ
ン

ー
カ

シ
ュ

ガ
ル

へ
Ⅰ

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

・
ト

ル
フ

ァ
ン

ー
カ

シ
ュ

ガ
ル

ー
ホ

ー
タ

ン
Ⅱ

昭
和

56
年

19
81

年
ワ

ー
ル

ド
航

空
サ

ー
ビ

ス
主

催
「

タ
ク

ラ
マ

カ
ン

砂
漠

20
00

キ
ロ

の
旅

」（
昭

和
60

年
9

月
25

日
～

10
月

11
日

）
に

参
加

し
た

際
の

記
録

ノ
ー

ト
。

昭
和

56
年

の
旅

が
中

国
側

の
受

入
中

止
に

あ
い

、
昭

和
60

年
に

再
度

ツ
ア

ー
に

参
加

し
た

。
参

加
前

に
現

地
の

地
図

や
歴

史
年

表
を

ま
と

め
て

い
る

他
、

旅
行

中
の

調
査

記
録

や
ス

ケ
ッ

チ
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
貼

付
。

21
9

Y1
55

7
32

大
韓

国
・

扶
餘

・
慶

州
歴

史
の

旅
　

中
国

－
朝

鮮
－

日
本

ス
ト

ウ
ー

パ
調

査
 　

昭
和

56
年

19
81

年

ト
ラ

ベ
ル

世
界

株
式

会
社

主
催

「
韓

国
 古

代
王

朝
と

窯
元

を
訪

ね
て

」（
昭

和
56

年
12

月
31

日
～

57
年

1
月

4
日

）
に

参
加

し
た

際
の

メ
モ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

貼
付

。「
朝

日
歴

史
教

室
 日

刊
古

代
文

化
・

飛
鳥

セ
ミ

ナ
ー

」
に

参
加

し
て

奈
良

県
の

橘
寺

な
ど

を
見

学
し

た
際

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

調
査

記
録

を
貼

付
（

昭
和

57
年

1
月

9
～

10
日

）。
日

本
地

理
学

会
秋

季
大

会
に

合
わ

せ
て

大
阪

の
四

天
王

寺
、

奈
良

の
薬

師
寺

・
唐

招
提

寺
・

法
隆

寺
な

ど
を

訪
れ

た
際

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

調
査

記
録

の
貼

付
（

昭
和

56
年

11
月

15
日

）。

22
0

Y1
55

8
32

北
海

道
東

部
新

緑
の

周
遊

の
旅

記
録

北
海

道
西

部
・

日
本

地
理

学
会

巡
検

旅
行

昭
和

57
年

19
82

年
国

際
ロ

ー
タ

リ
ー

社
主

催
の

北
海

道
旅

行
、

及
び

北
海

道
大

学
で

開
催

さ
れ

た
昭

和
57

年
日

本
地

理
学

会
秋

季
大

会
と

巡
検

の
記

録
。

山
口

は
「

19
77

～
19

78
年

噴
火

に
伴

う
有

珠
山

の
地

形
・

環
境

変
動

」
と

い
う

巡
検

に
参

加
し

て
お

り
、

有
珠

山
噴

火
に

関
す

る
論

文
の

抜
き

刷
り

な
ど

も
ノ

ー
ト

に
貼

付
。

22
1

Y1
55

9
32

シ
ャ

ー
マ

ニ
ズ

ム
研

究
ノ

ー
ト

①
　

日
本

文
化

の
源

流
を

北
方

ス
テ

ッ
プ

ル
ー

ト
に

模
索

す
る

昭
和

57
年

19
82

年
シ

ャ
ー

マ
ニ

ズ
ム

及
び

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

研
究

に
関

す
る

参
考

文
献

と
そ

の
要

約
を

貼
付

。
関

連
す

る
新

聞
記

事
の

切
抜

き
な

ど
を

貼
付

。
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磐梯町所蔵・山口弥一郎旧蔵ノート

ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

22
2
Y1
56
0
32

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
ノ
ー
ト
②

昭
和
58
年

19
83
年

シ
ャ

ー
マ

ニ
ズ

ム
及

び
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
研

究
に

関
す

る
参

考
文

献
と

そ
の

要
約

を
貼

付
。

関
連

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

な
ど

貼
付

。「
補

充
資

料
」

と
題

し
た

メ
モ

を
記

す
。

ま
た

「
原

始
信

仰
の

シ
ャ

ー
マ

ニ
ズ

ム
よ

り
人

生
哲

理
の

宗
教

へ
の

道
 昭

和
58

年
11

月
19

日
未

明
研

究
構

想
成

る
 山

口
弥

一
郎

81
才

6
ヶ

月
」

と
題

し
て

研
究

構
想

を
記

し
て

い
る

。

22
3
Y1
56
1
32

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
ノ
ー
ト
①

19
83
年
秋
季
地
理
学
会
記
と
八
重
山
諸
島
の
自

然
と
人
文
巡
検
の
旅

昭
和
58
年

19
83
年

昭
和

58
年

に
開

催
さ

れ
た

19
83

年
秋

季
地

理
学

会
及

び
巡

検
の

記
録

（
昭

和
58

年
10

月
8

～
13

日
）。

各
種

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
当

地
で

の
調

査
記

録
や

主
に

地
形

に
関

す
る

ス
ケ

ッ
チ

が
記

さ
れ

た
ノ

ー
ト

。
沖

縄
の

シ
ャ

ー
マ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
参

考
文

献
や

メ
モ

も
何

点
か

記
さ

れ
て

い
る

。
22
4
所
在
未
確
認
只
見
町
石
伏
民
俗
誌
ノ
ー
ト

昭
和
58
年

19
83
年

22
5
Y1
56
2
32

会
津
漆
器
の
歴
史
と
背
景

会
津
若
松
市
前
市
長
高
瀬
喜
左
衛
門
依
嘱
　
全

国
漆
器
大
会
資
料

昭
和
48
年

19
73
年

「
会

津
漆

器
の

歴
史

と
背

景
」

と
題

す
る

原
稿

の
下

書
き

。
参

考
文

献
及

び
そ

の
要

約
を

記
す

ほ
か

、
依

頼
状

な
ど

を
貼

付
け

た
ノ

ー
ト

。

22
6
Y1
56
5
32

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
ノ
ー
ト
③
　
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
文
献
抄
③

昭
和
59
年

19
84
年

序
文

に
自

ら
の

研
究

譜
を

記
す

。
主

に
シ

ャ
ー

マ
ニ

ズ
ム

研
究

に
関

す
る

参
考

文
献

の
紹

介
及

び
要

約
を

記
し

、
関

連
す

る
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。
他

に
、

民
俗

学
、

地
震

な
ど

の
自

然
災

害
に

関
す

る
新

聞
切

抜
き

も
貼

付
。

ま
た

、「
回

顧
記

 八
十

二
歳

老
翁

一
生

妻
事

記
」

と
題

し
て

、
自

ら
の

結
婚

を
振

り
返

る
文

を
記

し
て

い
る

。

22
7
Y1
56
4
32

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
3
ル
ー
ト
の
伝
承
的
特
質

（
総
論
）

昭
和
59
年

19
84
年

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
研

究
の

地
理

学
的

、
民

族
学

・
民

俗
学

的
伝

承
の

特
質

を
結

び
と

し
て

」
と

題
す

る
論

文
の

構
想

と
要

旨
を

記
す

。
昭

和
60

年
3

月
発

行
『

ア
ジ

ア
研

究
』

第
６

号
掲

載
の

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
伝

承
の

特
性

」
の

抜
き

刷
り

の
貼

付
。

22
8
所
在
未
確
認
「
体
験
と
地
理
学
」執
筆
要
項
・
東
北
研
究
地
域

探
訪

昭
和
59
年

19
84
年

22
9
Y1
56
3
32

九
州
よ
り
盛
岡
へ
フ
ル
ム
ー
ン
旅
行

昭
和
59
年

19
84
年

近
畿

日
本

ツ
ー

リ
ス

ト
主

催
の

「
よ

く
ば

り
フ

ル
ム

ー
ン

旅
行

（
九

州
・

萩
・

津
和

野
・

京
都

）」
に

参
加

し
た

際
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
書

類
な

ど
を

ま
と

め
た

ノ
ー

ト
。

そ
の

流
れ

の
ま

ま
、

盛
岡

ま
で

足
を

伸
ば

し
た

様
子

を
記

す
（

昭
和

59
年

3
月

20
～

29
日

）。

23
0
Y1
56
7
32

猪
苗
代
町
史
歴
史
編
監
修
ノ
ー
ト（
一
）

昭
和
53
年

19
78
年

『
猪

苗
代

町
史

 歴
史

編
』

編
さ

ん
構

成
案

、
会

議
資

料
な

ど
を

ま
と

め
た

も
の

。
町

史
の

人
気

を
伝

え
る

朝
日

新
聞

記
事

の
切

抜
き

な
ど

を
貼

付
。

23
1
Y1
56
8
32

猪
苗
代
町
史
歴
史
編
監
修
ノ
ー
ト（
二
）

昭
和
53
年

19
78
年

猪
苗

代
町

史
歴

史
編

監
修

ノ
ー

ト
（

一
）（

ノ
ー

ト
番

号
23

0）
で

示
し

た
構

成
案

に
つ

い
て

、
修

正
や

追
記

が
記

さ
れ

て
い

る
。

他
に

猪
苗

代
町

の
歴

史
年

表
、

文
書

等
の

参
考

文
献

リ
ス

ト
、

会
議

資
料

な
ど

を
ま

と
め

て
い

る
。

23
2
Y1
56
9
32

猪
苗
代
町
史
歴
史
編
監
修
ノ
ー
ト（
三
）

昭
和
54
年

19
79
年

構
成

案
の

修
正

、
執

筆
に

関
す

る
メ

モ
な

ど
。

昭
和

54
年

6
月

作
成

の
『

猪
苗

代
町

史
』

編
さ

ん
要

項
な

ど
が

付
さ

れ
て

い
る

。

23
3
Y1
57
0
32

猪
苗
代
町
史
4
　
民
俗
編
（
目
次
　
構
成
）

昭
和
53
年

19
78
年

『
猪

苗
代

町
史

 民
俗

編
』

の
目

次
・

構
成

案
。

一
部

朱
書

き
で

訂
正

が
入

っ
た

も
の

あ
り

。
構

成
等

に
関

す
る

メ
モ

を
貼

付
。

猪
苗

代
町

公
民

館
中

央
高

齢
者

学
級

で
の

「
猪

苗
代

町
の

お
は

な
し

」
と

題
す

る
講

演
の

要
旨

も
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

23
4
Y1
86

4
猪
苗
代
町
史
第
三
巻
歴
史
編
監
修
第
四
冊

昭
和
56
年

19
81
年

目
次

構
成

を
記

す
。

一
部

資
料

写
真

及
び

ネ
ガ

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

23
5
Y1
57
1
32

福
島
県
山
都
町
史
民
俗
編
ノ
ー
ト

昭
和
58
年

19
83
年

目
次

及
び

構
成

案
、

会
議

資
料

、
町

史
編

さ
ん

に
つ

い
て

の
広

報
物

等
を

ま
と

め
て

い
る

。
調

査
項

目
を

提
示

し
た

資
料

や
、

発
刊

に
関

す
る

助
言

・
指

導
な

ど
の

メ
モ

、
調

査
に

関
す

る
メ

モ
な

ど
が

含
ま

れ
る

。

23
6
Y1
57
2
32
「
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
の
旅
」
刊
行

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ス
ト
ー
パ
研
究
補
遺
整
理

昭
和
60
年

19
85
年

踏
査

（
昭

和
60

年
9

月
25

日
～

10
月

11
日

）、
整

理
（

昭
和

60
年

10
月

12
日

～
）、

脱
稿

（
昭

和
61

年
3

月
3

日
）、

ス
ト

ゥ
ー

パ
研

究
年

表
整

理
（

昭
和

61
年

11
月

～
）、

刊
行

ま
で

の
記

録
（

昭
和

61
年

3
月

12
日

～
9

月
4

日
）、

刊
行

（
昭

和
61

年
9

月
30

日
、

10
00

部
）。

『
タ

ク
ラ

マ
カ

ン
の

旅
』

刊
行

に
関

す
る

メ
モ

、
参

考
文

献
要

約
な

ど
を

ま
と

め
た

も
の

。

23
7
Y1
57
3
32

福
島
県
湯
川
村
浜
崎
民
俗
調
査
録

昭
和
60
年

19
85
年

会
津

民
俗

研
究

会
が

行
っ

た
湯

川
村

で
の

共
同

調
査

の
記

録
（

昭
和

61
年

8
月

2
～

3
日

）。
テ

ー
マ

は
「

交
通

・
運

輸
・

通
信

・
交

易
」。

調
査

記
録

、
地

図
、

話
者

や
区

長
の

一
覧

な
ど

を
ま

と
め

て
い

る
。

ま
た

、
調

査
後

の
昭

和
61

年
8

月
12

日
に

記
さ

れ
た

「
会

津
湯

川
村

の
交

通
、

特
に

浜
崎

の
日

橋
川

水
運

・
舘

跡
な

ど
に

つ
い

て
」

と
題

す
る

文
章

、
昭

和
61

年
3

月
7

日
に

湯
川

町
高

齢
者

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
で

行
わ

れ
た

講
演

「
民

俗
資

料
採

録
の

話
」

の
原

稿
も

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

23
8
所
在
未
確
認
山
都
町
史
民
俗
調
査
ノ
ー
ト

昭
和
61
年

19
86
年

23
9
Y1
56
6
32

古
代
文
化
発
祥
資
料

世
界
文
化
構
成
論
へ
の
足
が
か
り

カ
シ
ュ
ガ
ル
郊
外
・
莫
爾
仏
塔
実
地
調
査

昭
和
60
年

19
85
年

ス
ト

ゥ
ー

パ
に

関
す

る
参

考
文

献
要

約
を

記
し

、
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

け
た

ノ
ー

ト
。

24
0
Y1
57
4
32

四
天
王
寺
・
法
隆
寺
・
法
輪
寺
・
法
起
寺
・
三

輪
神
社
・
室
生
寺
・
当
麻
寺
st
up
a調
査

昭
和
62
年

19
87
年

法
隆

寺
、

法
起

寺
、

四
天

王
寺

な
ど

、
大

阪
・

京
都

・
奈

良
の

寺
社

を
回

っ
て

の
調

査
記

録
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

を
貼

付
。

長
野

県
諏

訪
市

の
諏

訪
神

社
を

訪
れ

て
の

調
査

記
録

を
貼

付
。「

st
up

aへ
の

道
」

と
題

し
た

原
稿

執
筆

に
関

す
る

メ
モ

。「
奈

良
宝

生
寺

・
三

輪
大

神
社

・
京

都
黒

谷
墓

参
行

 法
起

寺
・

当
麻

寺
の

仏
塔

と
金

堂
と

の
配

置
」

と
題

し
た

調
査

記
録

。

24
1
Y1
13

2
福
島
県
只
見
町
石
伏
民
俗
誌
ノ
ー
ト

昭
和
58
年

19
83
年

只
見

ダ
ム

建
設

に
伴

う
石

伏
集

落
の

調
査

に
関

す
る

調
査

記
録

。
委

嘱
状

や
調

査
要

領
、

項
目

及
び

執
筆

分
担

表
、

只
見

ダ
ム

対
応

組
織

名
簿

、
水

没
者

移
転

先
調

書
な

ど
の

コ
ピ

ー
を

貼
付

。
会

津
若

松
市

南
原

地
区

の
須

恵
器

窯
跡

群
に

関
す

る
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。
会

津
民

俗
研

究
会

昭
和

58
年

度
事

業
計

画
と

し
て

「
し

つ
け

の
民

俗
」

調
査

案
を

貼
付

。
ノ

ー
ト

番
号

22
4の

間
違

い
か

。

24
1
Y1
57
5
32

日
本
地
理
学
会
・
東
北
地
理
学
会
　
19
72
年
度

秋
季
学
術
大
会
　
山
形
大
会
　
資
料

昭
和
47
年

19
72
年

日
本

地
理

学
会

・
東

北
地

理
学

会
大

会
の

資
料

を
ま

と
め

た
ノ

ー
ト

（
昭

和
47

年
10

月
8

～
11

日
）。

山
口

が
参

加
し

た
巡

検
「

出
羽

三
山

コ
ー

ス
」

見
学

の
際

の
メ

モ
や

山
形

・
福

島
県

内
各

地
の

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

が
貼

付
け

ら
れ

て
い

る
。

24
2
Y2
5

1
大
迫
・
羽
山
・
早
池
峰
山
民
俗
芸
能
祭
記

昭
和
62
年

19
87
年

民
俗

芸
能

学
会

に
よ

る
「

お
お

は
さ

ま
ハ

ヤ
チ

ネ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
参

加
の

記
録

（
昭

和
62

年
7

月
30

日
～

8
月

5
日

）。
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

見
学

先
で

の
メ

モ
、

調
査

記
録

な
ど

を
貼

付
。

24
3
Y2
6

1
諏
訪
大
社
・
寺
社
配
置
　
甲
府
武
田
信
玄
遺
跡
　

塩
尻
峠
・
松
本
城
見
学
　
創
価
大
学
教
育
学
部

ゼ
ミ
旅
行

昭
和
63
年

19
88
年

創
価

大
学

教
育

学
部

郷
土

研
究

ゼ
ミ

の
実

習
旅

行
記

録
（

昭
和

63
年

2
月

16
～

18
日

）。
長

野
県

諏
訪

市
の

諏
訪

大
社

の
由

緒
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
関

連
す

る
文

献
の

コ
ピ

ー
を

貼
付

。「
諏

訪
信

仰
と

神
殿

配
列

、
御

柱
祭

の
意

義
に

つ
い

て
」

と
題

し
た

文
章

を
記

し
て

い
る

。

24
4
Y2
7

1
第
三
期
東
北
地
方
研
究
　
昭
和
62
年
8
月
早
池

峰
神
楽
　
山
口
弥
一
郎
85
才
帰
郷
研
究
準
備

昭
和
62
年

19
87
年

表
紙

裏
に

「
卒

塔
婆

の
道

―
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
を

伝
承

し
た

源
流

を
求

め
て

」
刊

行
の

主
旨

を
記

す
。

参
考

文
献

の
要

約
。

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
け

て
、

コ
メ

ン
ト

を
記

す
（

連
載

「「
日

本
文

化
論

」
を

考
え

る
」

や
「

柳
田

国
男

の
書

屋
を

解
体

 ゆ
か

り
の

長
野

県
移

築
へ

」
と

い
う

記
事

に
は

多
く

の
赤

線
が

引
い

て
あ

る
）。

「
東

北
地

方
の

民
俗

芸
能

の
源

流
と

伝
承

」
と

題
し

て
、

昭
和

62
年

7
月

30
日

～
8

月
8

日
ま

で
に

見
た

様
々

な
神

楽
な

ど
を

列
挙

し
た

メ
モ

な
ど

。

24
5
Y2
8

1
退
京
点
検
旅
行
記
録
Ⅰ
　
昭
和
62
．1
2．
14
　
丹

木
荘

昭
和
62
年

19
87
年

八
王

子
を

去
る

に
あ

た
っ

て
の

想
い

を
記

す
。

創
価

大
学

郷
土

研
究

ゼ
ミ

に
よ

る
実

習
を

は
じ

め
、

八
王

子
近

辺
や

玉
川

上
水

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

貼
付

。
長

野
県

高
遠

町
や

会
津

へ
の

旅
行

記
録

。
奈

良
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
博

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

見
学

メ
モ

を
貼

付
。

24
6
Y1
57
6
32

耶
麻
郡
高
郷
村
民
俗
調
査
記
録

三
陸
海
岸
津
波
災
害
常
習
地
の
検
討

昭
和
62
年

19
87
年

会
津

民
俗

研
究

会
会

長
と

し
て

行
っ

た
福

島
県

高
郷

村
共

同
調

査
の

記
録

（
昭

和
62

年
8

月
17

～
18

日
）。

聞
書

き
を

貼
付

、
話

者
一

覧
な

ど
を

記
す

。
ま

た
、「

三
陸

海
岸

一
巡

、
津

波
防

災
の

現
状

視
察

」（
昭

和
62

年
8

月
20

～
22

日
）

と
し

て
久

慈
、

宮
古

、
大

船
渡

、
気

仙
沼

、
石

巻
な

ど
を

巡
っ

て
い

る
。

各
地

の
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
と

と
も

に
、

旅
行

中
の

記
録

を
貼

付
。

24
7
Y1
57
7
32

東
南
ア
ジ
ア
地
誌
講
義
資
料
図
録

昭
和
45
年

19
70
年

講
義

資
料

と
し

て
の

新
聞

記
事

な
ど

の
切

抜
き

を
貼

付
け

た
ノ

ー
ト

。
ベ

ト
ナ

ム
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
、

タ
イ

、
ラ

オ
ス

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
な

ど
、

東
南

ア
ジ

ア
各

国
の

社
会

情
勢

に
関

す
る

記
事

を
幅

広
く

集
め

て
い

る
。

24
8
Y2
9

1
信
州
高
遠
調
査

昭
和
63
年

19
88
年

歴
史

春
秋

社
主

催
「

武
田

信
玄

の
史

蹟
と

高
遠

町
を

た
ず

ね
て

」（
昭

和
63

年
4

月
14

～
15

日
）

に
参

加
し

た
記

録
ノ

ー
ト

。
長

野
県

高
遠

町
と

そ
の

周
辺

の
観

光
案

内
、

旅
行

中
の

メ
モ

な
ど

を
貼

付
。

24
9
Y3
0

1
諸
原
稿
執
筆
覚
え
書
き
・
雑
記
帳

昭
和
59
年

19
84
年

『
文

化
誌

日
本

 福
島

県
』（

昭
和

60
年

刊
）

の
山

口
執

筆
一

覧
及

び
原

稿
、「

民
俗

と
地

名
」

と
題

し
た

講
演

会
要

旨
、

通
信

教
育

「
学

光
」

の
教

材
研

究
―

地
誌

学
の

構
成

、
脳

死
問

題
な

ど
に

関
す

る
メ

モ
。

25
0
Y3
1

1
夢
の
告
示
に
よ
る
神
殿
配
置
に
よ
る
神
信
仰
の

固
有
性
探
求

昭
和
61
年

19
86
年

日
本

人
の

死
生

観
や

心
臓

移
植

な
ど

、
医

療
に

関
す

る
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。
ま

た
、「

脳
死

を
個

体
死

と
確

認
す

る
こ

と
へ

の
疑

義
」

と
題

し
た

下
書

き
原

稿
を

記
す

。
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ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

25
1
Y1
57
8
32

遠
野
へ
の
旅

昭
和
63
年

19
88
年

会
津

民
俗

研
究

会
の

会
長

と
し

て
行

っ
た

巡
検

の
記

録
（

昭
和

63
年

8
月

2
～

4
日

）。
博

物
館

や
昔

話
の

語
り

を
見

学
し

て
の

メ
モ

を
記

す
。

遠
野

伝
承

園
で

お
し

ら
さ

ま
奉

納
堂

を
見

て
の

、
お

し
ら

さ
ま

に
関

す
る

メ
モ

な
ど

も
。

旅
行

を
終

え
て

、「
東

北
地

方
研

究
再

検
討

の
旅

」（
昭

和
63

年
8

月
9

日
）

と
い

う
文

章
を

記
し

た
ほ

か
、

9
月

20
日

と
30

日
の

毎
夕

新
聞

に
「

随
想

 遠
野

へ
の

旅
（

上
）（

下
）」

を
寄

稿
し

、
そ

の
切

抜
き

を
貼

付
。

25
2
Y1
57
9
32

人
生
随
想
録
そ
の
他

昭
和
62
年

19
87
年

「
大

島
建

彦
教

授
の

あ
ん

ば
信

仰
の

研
究

発
表

を
聞

く
」

や
「

と
み

に
老

い
た

人
生

を
思

う
」

と
題

し
た

文
章

を
記

す
。

鶴
ヶ

城
の

整
備

や
「

小
松

獅
子

舞
考

」
出

版
と

い
っ

た
会

津
に

関
わ

る
記

事
か

ら
脳

死
問

題
に

関
す

る
記

事
ま

で
、

多
岐

に
渡

る
切

抜
き

を
貼

付
。

25
3
Y1
58
0
32

会
津
探
訪
　
帰
郷
と
前
後
の
記
録

昭
和
63
年

19
88
年

松
平

勇
雄

県
知

事
退

任
や

ソ
ウ

ル
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

幕
な

ど
様

々
な

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

毎
夕

新
聞

に
掲

載
さ

れ
た

牧
野

登
の

随
想

「〈
会

津
へ

の
手

紙
〉

拝
啓

佐
藤

正
信

様
」（

全
3

回
）

に
は

多
く

の
赤

線
が

引
い

て
あ

る
。

昭
和

63
年

度
の

会
津

高
等

学
校

同
窓

会
総

会
要

項
や

会
報

な
ど

も
貼

付
。

25
4
Y1
58
1
32

退
京
点
検
旅
行
記
録
Ⅱ

昭
和
63
年

19
88
年

八
王

子
周

辺
の

探
訪

記
録

。
野

口
雨

情
や

武
田

信
玄

の
娘

松
姫

に
関

す
る

記
事

を
貼

付
け

、
メ

モ
を

記
し

て
い

る
。

そ
の

他
、

様
々

な
テ

ー
マ

の
新

聞
記

事
の

切
抜

き
な

ど
を

貼
付

。

25
5
Y3
2

1
退
京
点
検
旅
行
記
録
Ⅰ

昭
和
63
年

19
88
年

高
尾

山
・

陣
馬

高
原

と
い

っ
た

東
京

都
八

王
子

近
辺

、
五

日
市

町
な

ど
を

散
策

し
た

際
の

メ
モ

、
同

地
の

自
然

な
ど

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

昭
和

天
皇

崩
御

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

そ
の

他
、

メ
モ

や
新

聞
記

事
の

切
抜

き
の

貼
付

多
数

。
連

載
記

事
「

尊
厳

と
死

」（
朝

日
新

聞
）

や
「

受
精

卵
は

命
か

」
と

い
っ

た
生

命
論

に
関

す
る

記
事

に
は

多
く

の
コ

メ
ン

ト
を

付
し

て
い

る
。

25
6
Y1
58
2
32

退
職
退
京
　
半
ヶ
年
の
記
録
Ⅲ

昭
和
63
年

19
88
年

各
種

新
聞

記
事

の
切

抜
き

や
、

式
典

、
依

頼
文

な
ど

を
貼

付
。

創
価

大
学

最
高

栄
誉

賞
授

賞
式

の
案

内
や

、
郷

土
研

究
発

展
の

た
め

に
と

会
津

若
松

市
に

10
00

万
円

を
寄

付
し

た
際

の
新

聞
記

事
な

ど
も

含
む

。

25
7
Y3
3

1
帰
郷
前
の
留
守
宅
記
録
Ⅱ

東
北
地
方
研
究
再
検
討
課
題

昭
和
63
年

19
88
年

郷
土

研
究

奨
励

賞
趣

旨
文

の
コ

ピ
ー

貼
付

。
退

京
・

帰
郷

を
前

に
し

て
、

自
身

の
反

省
を

振
返

る
随

想
。

米
寿

を
迎

え
る

に
あ

た
っ

て
の

中
川

原
町

で
の

新
年

挨
拶

原
稿

（
昭

和
64

年
1

月
1

日
）。

昭
和

天
皇

崩
御

の
新

聞
記

事
切

抜
き

を
貼

付
、

コ
メ

ン
ト

を
付

す
。

そ
の

他
、

会
津

若
松

市
市

制
90

周
年

式
典

、「
若

き
日

の
磐

女
に

お
け

る
郷

土
研

究
の

思
い

出
」、

「
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
の

話
」

の
講

演
要

旨
、

新
聞

記
事

の
切

抜
き

貼
付

な
ど

。

25
8
Y1
17

3
東
北
地
方
農
村
生
活
研
究
再
検
討
　
八
十
七
歳

帰
郷
第
1
年
目
記
録
Ⅰ

平
成
1
年

19
89
年

「
私

の
民

俗
学

方
法

論
」

と
題

し
た

民
俗

研
究

史
の

構
想

要
旨

。
東

北
地

方
の

再
検

討
と

し
て

、
阿

仁
な

ど
主

に
秋

田
県

方
面

の
旅

の
記

録
（

平
成

1
年

4
月

25
～

28
日

）、
青

森
県

北
津

軽
金

木
町

金
木

・
川

倉
・

賽
の

河
原

で
巫

女
信

仰
の

調
査

の
記

録
（

平
成

1
年

7
月

24
～

26
日

）。
松

尾
芭

蕉
「

奥
の

細
道

」
30

0年
記

念
旅

行
の

記
録

（
平

成
1

年
7

月
3

～
6

日
）。

「
東

北
地

方
研

究
者

の
み

た
松

尾
芭

蕉
の

「
奥

の
細

道
」

観
」

の
原

稿
コ

ピ
ー

を
貼

付
。

25
9
Y1
18

3
東
北
地
方
農
村
生
活
研
究
再
検
討
Ⅱ

平
成
1
年

19
89
年

北
上

山
地

の
山

村
を

旅
し

て
の

調
査

記
録

（
平

成
1

年
8

月
6

～
9日

）。
「

柳
田

國
男

の
『

海
上

の
道

』
を

思
う

日
」

と
題

し
た

メ
モ

。「
東

北
地

方
の

文
化

の
移

入
系

統
検

討
」

と
題

し
た

メ
モ

。
東

北
・

北
海

道
再

検
討

旅
行

の
記

録
（

盛
岡

・
青

森
・

函
館

、
平

成
1

年
10

月
23

～
26

日
）。

26
0
Y1
19

3
東
北
地
方
農
村
生
活
研
究
再
検
討
Ⅲ

平
成
1
年

19
89
年

「
青

森
県

下
北

郡
東

通
村

蒲
野

沢
・

能
舞

（
法

印
神

楽
）

を
訪

ね
て

」
と

題
し

た
旅

行
及

び
能

舞
に

つ
い

て
の

メ
モ

（
平

成
1

年
10

月
25

日
）。

「
平

成
2

年
度

の
研

究
構

想
」

と
題

し
た

メ
モ

。
川

俣
町

の
紫

紺
染

（
草

木
染

）
に

関
す

る
文

化
財

調
査

の
メ

モ
。

韓
国

の
民

俗
、

特
に

巫
俗

に
つ

い
て

の
メ

モ
。

そ
の

他
、

田
沢

湖
の

ク
ニ

マ
ス

や
自

然
環

境
、

連
載

「
楼

蘭
訪

問
記

」
と

い
っ

た
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
に

関
す

る
も

の
な

ど
、

多
数

の
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。

26
1
Y1
87

4
餘
生
記
録
　
生
命
尊
厳
論
を
中
心
と
し
て
Ⅰ

平
成
1
年

19
89
年

新
聞

記
事

の
切

抜
き

や
覚

書
な

ど
。

ボ
イ

ジ
ャ

ー
2号

や
平

城
京

跡
で

の
最

古
の

絵
馬

発
見

、
県

が
行

っ
た

「
福

島
県

の
イ

メ
ー

ジ
」

調
査

な
ど

に
関

す
る

新
聞

記
事

を
切

抜
い

て
貼

付
。

メ
モ

を
添

え
て

い
る

。
詩

人
で

外
交

官
で

あ
っ

た
柳

澤
健

の
生

誕
10

0周
年

及
び

詩
碑

除
幕

の
記

事
を

複
数

切
抜

い
て

貼
付

。

26
2
Y1
88

4
会
津
で
の
餘
生
活
動
記
録
Ⅱ

平
成
1
年

19
89
年

詩
人

で
外

交
官

で
あ

っ
た

柳
澤

健
の

生
誕

10
0周

年
に

関
す

る
新

聞
記

事
の

切
抜

き
、

及
び

文
学

展
へ

の
案

内
な

ど
を

貼
付

。
自

身
の

米
寿

祝
賀

会
に

つ
い

て
の

感
想

文
な

ど
各

種
の

記
録

、
各

種
新

聞
記

事
の

切
抜

き
な

ど
も

貼
付

。

26
3
Y1
20

3
東
北
地
方
研
究
再
検
討
Ⅳ
　
平
成
二
年
度
第
一

冊
平
成
2
年

19
90
年

岩
手

県
江

刺
市

、
水

沢
市

、
盛

岡
市

、
矢

巾
町

、
青

森
県

三
沢

市
、

六
ヶ

所
村

な
ど

で
の

調
査

記
録

。
産

業
廃

棄
物

規
制

、
六

ヶ
所

村
の

核
燃

料
施

設
、

地
震

に
関

す
る

記
事

な
ど

、
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。
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内山大介・大里正樹・山口　拡・辻本侑生
ノ

ート 番
号

整
理

番
号

旧
箱

番
号

標
　

　
　

　
　

題
年

代
（

和
暦

）
年

代
（

西
暦

）
主

　
　

な
　

　
内

　
　

容

26
4

Y1
21

3
帰

郷
2

年
目

の
生

活
記

録
1

平
成

2
年

19
90

年
各

種
祝

賀
会

な
ど

の
挨

拶
文

を
貼

付
。

日
記

的
な

メ
モ

。
葉

書
な

ど
の

貼
付

。「
四

国
・

瀬
戸

大
橋

と
国

際
花

と
緑

の
博

覧
会

の
旅

」
参

加
の

記
録

。
各

種
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

（
自

身
の

寄
附

で
設

立
さ

れ
た

会
津

若
松

市
の

郷
土

研
究

奨
励

制
度

や
、

そ
の

対
象

の
第

一
号

が
佐

々
木

長
生

に
決

ま
っ

た
記

事
な

ど
）。

26
5

Y1
89

4
東

北
地

方
研

究
再

検
討

記
録

Ⅴ
　

平
成

2
年

第
二

冊
目

平
成

2
年

19
90

年
青

森
県

下
北

・
恐

山
を

中
心

に
し

た
イ

タ
コ

・
口

寄
せ

調
査

旅
行

に
関

す
る

調
査

記
録

、
参

考
文

献
の

ま
と

め
や

要
約

な
ど

（
平

成
2

年
7

月
19

～
21

日
）。

「
津

波
災

害
常

習
地

釜
石

市
両

石
の

移
動

集
落

の
再

検
討

」
に

関
す

る
メ

モ
。

会
津

民
俗

研
究

会
に

お
け

る
津

南
か

ら
信

州
へ

の
研

修
旅

行
に

関
す

る
資

料
の

貼
付

（
平

成
2

年
8

月
5

～
7

日
）。

26
6

Y1
22

3
平

成
2

年
の

生
活

記
録

2
平

成
2

年
19

90
年

自
身

の
教

え
子

で
あ

る
創

価
大

学
卒

業
生

来
訪

の
記

録
や

手
紙

・
葉

書
の

貼
付

。
会

津
高

校
の

記
念

式
典

や
磐

城
女

子
高

、
会

津
女

子
高

の
同

窓
会

の
案

内
を

貼
付

。
各

種
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

（
若

松
市

や
福

島
県

内
の

文
化

・
自

然
に

関
す

る
記

事
な

ど
）。

三
島

町
の

歳
の

神
に

関
す

る
記

事
か

ら
、

歳
の

神
や

道
祖

神
に

関
す

る
メ

モ
を

残
し

て
い

る
。

26
7

Y1
23

3
東

北
地

方
研

究
再

検
討

記
録

Ⅵ
　

平
成

2
年

第
三

冊
平

成
2

年
19

90
年

岩
手

県
釜

石
市

両
石

を
中

心
に

し
た

津
波

災
害

常
習

地
の

調
査

記
録

（
平

成
2

年
9

月
4

～
6

日
）。

第
32

回
北

海
道

・
東

北
ブ

ロ
ッ

ク
民

俗
芸

能
大

会
（

秋
田

県
秋

田
市

）
に

参
加

し
て

の
メ

モ
な

ど
を

貼
付

（
平

成
2

年
9

月
8

～
10

日
）。

岩
手

県
釜

石
市

唐
丹

町
で

の
調

査
記

録
（

平
成

2
年

10
月

15
～

16
日

）。
棚

倉
町

等
へ

の
文

化
財

探
訪

の
記

録
（

平
成

2
年

11
月

1
～

2
日

）。
そ

の
他

、
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。

26
8

Y1
24

3
世

界
文

化
史

論
人

間
論

文
献

抄
昭

和
61

年
19

86
年

冒
頭

に
自

ら
の

研
究

譜
を

記
す

。
ま

た
世

界
史

関
連

の
参

考
文

献
の

要
約

を
記

す
。

同
じ

く
世

界
史

関
連

、
各

種
社

会
情

勢
に

関
す

る
新

聞
記

事
を

切
抜

き
、

コ
メ

ン
ト

な
ど

を
記

し
て

貼
付

。

26
9

Y1
58

3
32

東
北

地
方

研
究

の
再

検
討

　
第

三
巻

　
人

の
巻

米
寿

誕
日

を
期

し
て

　
平

成
2

年
（

19
90

）
5

月
13

日
構

想
平

成
2

年
19

90
年

人
生

論
執

筆
に

あ
た

っ
て

の
構

想
な

ど
を

記
す

。
津

軽
・

宇
鉄

へ
の

旅
の

記
録

を
貼

付
（

平
成

2
年

11
月

18
～

22
日

）。「
民

間
信

仰
の

現
実

性
」

や
「

人
生

論
―

霊
魂

の
行

方
」、

「
世

界
文

化
構

成
論

」
と

題
し

た
メ

モ
な

ど
。

他
、

中
東

情
勢

な
ど

各
種

時
事

問
題

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

27
0

Y1
58

4
32

東
北

地
方

再
検

討
 調

査
旅

行
記

録
（

第
3

巻
人

の
巻

・
人

生
論

資
料

Ⅱ
）

米
寿

過
ぎ

89
歳

の
余

命
精

進
平

成
3

年
19

91
年

古
峯

神
社

・
明

治
村

・
田

縣
神

社
・

豊
川

稲
荷

へ
の

旅
行

記
録

。
メ

モ
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
貼

付
。

仏
教

や
イ

ス
ラ

ム
教

、
キ

リ
ス

ト
教

な
ど

に
関

す
る

メ
モ

。
世

界
文

化
論

に
関

す
る

メ
モ

な
ど

。
各

種
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。
ア

イ
ヌ

や
ク

ル
ド

難
民

な
ど

、
少

数
民

族
や

民
族

問
題

に
関

す
る

記
事

に
多

く
赤

線
が

引
か

れ
て

い
る

。

27
1

Y1
25

3
さ

い
は

て
尻

屋
紀

行
　

東
北

地
方

研
究

の
再

検
討

　地
の

巻
　人

の
巻

　佐
藤

考
八

夫
妻

と
共

に
平

成
3

年
19

91
年

丸
八

印
刷

社
長

佐
藤

考
八

夫
妻

と
と

も
に

十
和

田
、

八
甲

田
、

恐
山

、
尻

屋
な

ど
を

旅
し

た
記

録
（

6
月

10
～

15
日

）。
旅

先
で

の
メ

モ
を

貼
付

、
調

査
記

録
や

自
身

の
考

え
な

ど
を

記
す

。
参

考
文

献
の

要
約

、
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

貼
付

。

27
2

Y1
26

3
東

北
地

方
研

究
の

再
検

討
　

脱
稿

論
文

昭
和

62
年

19
87

年
『

東
北

地
方

研
究

の
再

検
討

』
執

筆
メ

モ
、

要
旨

な
ど

を
記

す
。

他
に

「
私

の
民

俗
学

方
法

論
構

想
」、

「
お

し
ら

さ
ま

源
流

考
 民

俗
学

か
ら

民
族

学
へ

 柳
田

国
男

師
匠

へ
捧

ぐ
」、

「
卒

塔
婆

信
仰

の
系

譜
、

会
津

の
さ

る
っ

ぱ
か

ま
（

猿
袴

）
論

」
な

ど
の

構
成

案
を

メ
モ

。

27
3

Y1
56

3
世

界
文

化
論

構
想

Ⅰ
（

東
北

地
方

研
究

再
検

討
 

天
・

地
・

人
3

巻
完

成
後

の
発

展
）

平
成

3
年

19
91

年
日

ソ
関

係
に

関
す

る
新

聞
記

事
を

切
抜

き
、

多
数

貼
付

。
尻

屋
調

査
に

つ
い

て
の

メ
モ

。
ブ

ナ
と

自
然

林
に

つ
い

て
の

メ
モ

。
「

郷
土

研
究

よ
り

世
界

文
化

構
想

へ
」

と
題

し
た

執
筆

構
想

。
新

聞
記

事
の

切
抜

き
貼

付
。

27
4

Y1
90

4
世

界
文

化
論

構
想

Ⅱ
平

成
3

年
19

91
年

湾
岸

戦
争

な
ど

の
世

界
情

勢
に

関
す

る
記

事
を

中
心

に
し

た
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。自
身

の
考

え
な

ど
を

書
き

記
す

。

27
5

Y1
91

4
会

津
舘

岩
村

史
　

編
集

・
民

俗
編

監
修

平
成

1
年

19
89

年
村

史
編

さ
ん

に
あ

た
っ

て
の

事
務

書
類

（
委

託
状

、
委

員
会

規
則

、
名

簿
等

）
を

貼
付

。
項

目
、

執
筆

者
、

ペ
ー

ジ
数

に
関

す
る

案
、

参
考

文
献

等
を

記
し

、
調

査
記

録
を

貼
付

。

27
6

Y1
92

4
東

北
地

方
研

究
3

巻
出

版
祝

賀
会

並
に

卒
寿

祝
賀

会
平

成
3

年
19

91
年

祝
賀

会
の

案
内

や
資

料
等

、
宗

教
や

世
界

情
勢

な
ど

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

ま
た

、
会

津
民

俗
研

究
会

に
よ

る
大

戸
町

闇
川

地
区

の
調

査
に

関
す

る
調

査
記

録
。

27
7

Y1
93

4
山

口
弥

一
郎

卒
寿

後
の

た
わ

ご
と

記
①

平
成

3
年

19
91

年
祝

賀
会

・
講

座
等

各
種

の
案

内
状

、
多

岐
に

渡
る

内
容

の
新

聞
記

事
の

切
抜

き
（

ソ
連

情
勢

、
日

米
関

係
、

昭
和

村
の

カ
ラ

ム
シ

生
産

が
選

定
保

存
技

術
に

選
ば

れ
た

記
事

な
ど

）
を

貼
付

。
暴

力
団

新
法

に
か

ら
ん

で
の

「
祭

り
か

ら
露

店
が

消
え

る
!?」

と
い

う
記

事
に

は
、

会
津

の
お

日
市

に
重

ね
た

コ
メ

ン
ト

を
記

し
て

い
る

。

27
8

Y1
94

4
人

生
精

進
論

研
究

記
録

巻
一

平
成

3
年

19
91

年
人

生
精

進
論

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
の

意
気

込
み

や
目

的
な

ど
を

記
す

。
日

米
関

係
や

ソ
連

の
解

体
を

報
じ

る
記

事
、

太
平

洋
戦

争
を

振
り

返
る

記
事

な
ど

の
切

抜
き

を
貼

付
。
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ノ
ート 番
号
整
理
番
号
旧
箱

番
号

標
　
　
　
　
　
題

年
代

（
和
暦
）

年
代

（
西
暦
）

主
　
　
な
　
　
内
　
　
容

27
9
Y1
27

3
山
口
弥
一
郎
卒
寿
後
の
た
わ
ご
と
記
②

平
成
3
年

19
91
年

各
種

祝
賀

会
の

案
内

状
、

喪
中

葉
書

等
を

貼
付

。
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。
ブ

ッ
シ

ュ
大

統
領

訪
日

と
宮

中
晩

餐
会

に
つ

い
て

、
金

田
一

春
彦

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、「

当
世

下
駄

ば
き

事
情

」
な

ど
の

記
事

に
多

く
の

書
込

み
が

あ
る

。

28
0
Y1
28

3
人
生
精
進
論
　
研
究
記
録
　
巻
二

平
成
3
年

19
91
年

ソ
連

の
崩

壊
と

ロ
シ

ア
共

和
国

成
立

を
報

じ
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
多

く
貼

付
。

民
間

信
仰

等
に

関
す

る
自

身
の

研
究

業
績

の
列

挙
。

90
歳

に
な

っ
て

の
研

究
構

想
。

脳
死

問
題

、
A

SE
A

N
や

民
族

紛
争

と
い

っ
た

世
界

情
勢

な
ど

に
関

す
る

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
多

数
貼

付
。

28
1
Y1
29

3
人
生
精
進
論
　
研
究
記
録
　
巻
三

平
成
4
年

19
92
年

「
人

生
論

へ
辿

る
道

筋
 1

99
2．

3．
24

」
と

題
し

た
メ

モ
。

各
種

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
（

生
命

倫
理

、
地

震
、

歴
史

書
、

古
代

史
な

ど
多

岐
に

渡
る

内
容

）。

28
2
Y1
30

3
人
生
卒
寿
後
の
た
わ
ご
と
　
巻
3

平
成
4
年

19
92
年

平
成

3
年

度
会

津
若

松
市

郷
土

研
究

奨
励

賞
の

記
録

。
葉

書
等

の
貼

付
。

日
常

の
出

来
事

に
関

す
る

メ
モ

。
山

村
と

過
疎

化
、

古
代

史
、

文
化

財
等

の
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。

28
3
Y1
31

3
人
生
卒
寿
後
の
た
わ
ご
と
　
巻
4
　
日
記
に
代

え
て

平
成
4
年

19
92
年

磐
城

女
子

高
の

同
窓

会
に

招
待

さ
れ

て
の

い
わ

き
行

き
の

メ
モ

。
日

常
の

出
来

事
に

関
す

る
メ

モ
な

ど
。

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

長
谷

川
町

子
の

死
に

つ
い

て
、

昭
和

村
の

喰
丸

学
習

セ
ン

タ
ー

、
ア

ジ
ア

の
民

族
紛

争
、

山
形

県
西

ノ
前

遺
跡

の
土

偶
発

見
等

に
関

す
る

記
事

に
コ

メ
ン

ト
を

付
し

て
い

る
。

28
4
Y1
32

3

紀
州
熊
野
修
験
の
源
流
と
吉
野
朝
遺
跡
・
伊
勢

松
坂
の
本
居
宣
長
宅

阿
仁
マ
タ
ギ
・
男
鹿
津
波
・
出
羽
修
験
再
検
討
　

寒
河
江
　
紅
花
館
見
学
　
湯
殿
山
滝
東
寺
大
日

坊
即
身
仏
（
朝
内
村
大
網
）

平
成
4
年

19
92
年

奈
良

県
奈

良
市

・
和

歌
山

県
熊

野
地

域
・

三
重

県
松

阪
市

等
を

巡
る

旅
行

（
平

成
4

年
4

月
14

～
17

日
）

の
資

料
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

及
び

現
地

で
の

調
査

記
録

を
貼

付
。

会
津

民
俗

研
究

会
研

修
旅

行
（

平
成

4
年

8
月

14
～

16
日

）
で

の
秋

田
県

阿
仁

町
と

羽
黒

山
参

拝
に

関
す

る
資

料
と

調
査

記
録

を
貼

付
。

28
5
Y1
33

3
平
成
3年
の
生
活
記
録
Ⅰ

平
成
3
年

19
91
年

福
島

県
会

津
若

松
市

の
初

瀬
川

ウ
メ

記
念

館
開

館
、

大
越

大
雄

氏
葬

儀
等

の
平

成
3年

の
出

来
事

や
、

文
化

財
指

定
等

の
新

聞
記

事
を

切
抜

い
て

貼
付

。
諏

訪
神

社
の

縁
起

と
ご

案
内

な
ど

を
貼

付
。

28
6
Y1
34

3
人
生
精
進
論
　
巻
4
　
満
九
十
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
て

平
成
4
年

19
92
年

北
海

道
・

東
北

ブ
ロ

ッ
ク

民
俗

芸
能

大
会

旅
行

（
平

成
4

年
9

月
11

～
14

日
）

中
に

記
し

た
メ

モ
。

他
、

主
に

文
化

・
宗

教
・

考
古

学
等

の
新

聞
記

事
（

中
沢

新
一

「
新

し
い

唯
物

論
で

人
間

探
求

」、
関

西
靖

国
訴

訟
判

決
、

沖
縄

研
究

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
各

地
の

縄
文

期
の

遺
跡

に
関

す
る

記
事

）
な

ど
を

切
抜

い
て

貼
付

。

28
7
Y1
35

3
人
生
卒
後
の
た
わ
ご
と
　
巻
5
　
日
記
に
変
え

て
（
九
十
一
歳
の
提
言
19
93
．1
．3
1）

平
成
4
年

19
92
年

東
京

で
の

自
身

を
囲

む
会

（
平

成
4

年
10

月
24

日
）、

裏
磐

梯
や

福
島

県
舘

岩
村

散
策

と
い

っ
た

日
常

の
出

来
事

に
関

す
る

メ
モ

。
古

代
史

や
遺

跡
発

掘
等

の
新

聞
記

事
の

切
抜

き
を

貼
付

。

28
8
Y1
36

3
人
生
精
進
論
集
５
　
研
究
の
究
極
に
向
か
っ
て

（
九
十
歳
の
提
言
）

平
成
4
年

19
92
年

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

世
界

情
勢

や
民

主
主

義
、

青
森

県
六

ヶ
所

村
の

核
燃

料
再

処
理

施
設

、
宮

城
・

岩
手

の
魚

業
紛

争
、

フ
タ

バ
ス

ズ
キ

リ
ュ

ウ
発

見
者

鈴
木

直
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
。

古
事

記
・

日
本

書
紀

や
折

口
信

夫
に

つ
い

て
の

記
事

に
多

く
の

コ
メ

ン
ト

を
記

し
て

い
る

。

28
9
Y1
37

3
人
生
卒
後
の
提
言
・
た
わ
ご
と
　
巻
６
　
日
記

に
代
え
て
（
九
十
歳
後
の
提
言
）（
心
情
を
こ

め
た
余
生
と
し
て
）

平
成
5
年

19
93
年

日
常

の
出

来
事

に
関

す
る

メ
モ

、
葉

書
等

の
貼

付
。

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

伊
東

正
義

政
界

引
退

、
動

物
紀

行
「

尻
屋

崎
の

寒
立

馬
」、

塩
川

史
研

究
等

。「
土

に
似

合
う

お
し

ゃ
れ

」
と

い
う

野
良

着
に

つ
い

て
の

記
事

に
、「

野
良

の
美

装
」

と
題

し
て

コ
メ

ン
ト

を
付

し
て

い
る

。

29
0
Y1
38

3
人
生
精
進
論
　
巻
6
　
研
究
の
究
極
何
処
ぞ
　

九
十
歳
の
提
言
　
人
生
論
の
反
省
自
覚
　
既
に

92
才
か
。

平
成
5
年

19
93
年

「
神

・
宗

教
の

実
在

を
解

明
せ

ん
と

」
と

題
し

た
メ

モ
。

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

脳
死

問
題

、
田

中
角

栄
死

去
、

メ
キ

シ
コ

の
先

住
民

問
題

、
信

教
の

自
由

、
チ

ベ
ッ

ト
ブ

ー
ム

、
民

俗
学

的
「

学
校

の
怪

談
」

な
ど

の
記

事
に

コ
メ

ン
ト

を
付

し
て

い
る

。

29
1
Y1
39

3
人
生
精
進
論
の
た
わ
ご
と
　
巻
7
　
日
記
に
代

え
て

平
成
5
年

19
93
年

日
常

の
出

来
事

に
関

す
る

メ
モ

、
葉

書
等

の
貼

付
。

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

台
風

13
号

に
よ

る
鹿

児
島

の
山

崩
れ

被
害

に
つ

い
て

、
会

津
漆

器
の

「
職

人
の

会
」、

会
津

の
鍛

冶
屋

敷
、

秋
田

の
朝

市
、

遺
跡

発
掘

等
に

関
す

る
記

事
。

29
2
Y1
40

3
人
生
精
進
論
　
巻
7

平
成
6
年

19
94
年

92
歳

に
な

っ
て

、
自

身
の

研
究

の
道

を
振

返
り

、
展

望
を

記
し

て
い

る
。

各
種

新
聞

記
事

の
切

抜
き

を
貼

付
。

沖
縄

県
波

照
間

島
の

ユ
イ

、
考

古
学

者
佐

原
真

の
連

載
記

事
、

金
日

成
死

去
、

韓
国

で
の

埴
輪

出
土

、『
平

安
京

へ
の

道
し

る
べ

』
書

評
な

ど
。

多
く

の
記

事
に

コ
メ

ン
ト

を
付

し
て

い
る

。

29
3
Y1
41

3
人
生
精
進
の
た
わ
ご
と
　巻
8
　日
記
に
代
え
て
平
成
6
年

19
94
年

息
子

大
二

郎
氏

ら
と

田
子

倉
ダ

ム
な

ど
旅

行
し

た
際

の
メ

モ
を

記
し

、
注

を
記

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

を
貼

付
。

小
名

浜
の

万
祝

、
安

達
ヶ

原
黒

塚
に

つ
い

て
の

新
聞

記
事

を
切

抜
き

な
ど

を
貼

付
け

て
コ

メ
ン

ト
を

記
す

。
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ート 番
号

整
理

番
号

旧
箱

番
号

標
　

　
　

　
　

題
年

代
（

和
暦

）
年

代
（

西
暦

）
主

　
　

な
　

　
内

　
　

容

29
4

Y1
42

3
人

生
精

進
論

　
巻

8
　

人
生

論
の

究
極

へ
⑴

平
成

6
年

19
94

年
「
広
島
原
爆
50
回
忌
」
と
題
し
た
新
聞
記
事
な
ど
、
戦
後
50
年
を
迎
え
て
の
歴
史
認
識
や
日
米
・
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係

に
関
す
る
新
聞
記
事
な
ど
の
切
り
抜
き
を
貼
付
。
他
に
も
、
い
じ
め
問
題
や
、「
『
ゆ
っ
く
り
地
震
』
の
仕
組
み
探
る
」
と

題
し
た
地
震
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
な
ど
を
貼
付
。

29
5

Y1
43

3
人

生
精

進
た

わ
ご

と
　

雑
記

帳
　

巻
9

　
日

記
に

代
え

て
平

成
6

年
19

94
年

新
鶴
村
公
共
施
設
落
成
の
新
聞
記
事
や
資
料
な
ど
を
貼
付
。
他
に
も
新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
し
、
自
然
環
境
や
景
観
、

ダ
ム
建
設
、
老
人
福
祉
な
ど
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
長
寿
番
付
、
も
っ
た
い
な
い
運
動
な
ど
の
記
事
に
は
多
く
の
コ
メ

ン
ト
を
付
し
て
い
る
。

29
6

Y1
44

3
人

生
精

進
論

　
巻

9
平

成
6

年
19

94
年

阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
地
震
関
連
、
福
島
の
発
電
所
、
太
平
洋
戦
争
と
戦
後
50
年
、
脳
死
問
題
、
比
叡
山
千

日
回
峰
行
、
鶴
ヶ
城
天
守
閣
重
文
の
盗
難
と
問
題
点
等
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
。

29
7

Y1
45

3
人

生
精

進
た

わ
ご

と
　

日
記

 雑
録

　
巻

10
平

成
7

年
19

95
年

平
成
7
年
オ
ウ
ム
真
理
教
の
強
制
捜
査
、
鶴
ヶ
城
天
守
閣
博
物
館
か
ら
恵
日
寺
の
白
銅
三
鈷
杵
や
国
指
定
の
仏
像
が
盗
難

さ
れ
た
事
件
の
新
聞
記
事
な
ど
の
切
抜
き
を
貼
付
。

29
8

Y1
46

3
人

生
精

進
論

帰
郷

　
第

10
巻

　
人

生
論

の
究

極
へ

⑶
　

郷
土

回
顧

随
想

よ
り

宗
教

論
へ

平
成

7
年

19
95

年
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
原
爆
投
下
と
被
爆
問
題
、
会
津
若
松
景
観
賞
、
柳
田
国
男
の
三
陸
、
民
俗
学
の
行
方
等
に
関
す
る

新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
。

29
9

Y1
47

3
人

生
精

進
た

わ
ご

と
　

雑
録

 日
記

　
巻

11
平

成
7

年
19

95
年

新
聞
記
事
の
切
抜
き
や
各
種
案
内
・
手
紙
等
を
貼
付
。
五
十
嵐
勇
作
編
『
会
津
歴
史
年
表
』
及
び
安
藤
紫
香
『
奥
会
津
の

民
俗
』
出
版
祝
賀
会
（
平
成
7
年
8
月
26
日
）
の
祝
辞
原
稿
。

30
0

Y1
48

3
人

生
精

進
論

帰
郷

　
11

巻
　

宗
教

論
人

生
論

へ
平

成
8

年
19

96
年

宗
教
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
。「
宗
教
・
邪
教
論
へ
の
展
開
」「
日
本
民
俗
の
宗
教
発
達
史
再
検
討
」
と
題

し
た
メ
モ
を
は
じ
め
、
書
込
み
を
記
す
。
食
品
や
食
文
化
な
ど
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
切
抜
き
も
貼
付
。

30
1

Y1
49

3
人

生
精

進
の

た
わ

ご
と

　
雑

録
記

　
巻

12
平

成
8

年
19

96
年

式
典
等
の
案
内
、
葉
書
な
ど
を
貼
付
。
敬
老
の
日
、
県
文
化
功
労
賞
、
自
身
の
新
鶴
村
名
誉
村
民
議
案
の
記
事
等
の
新
聞

記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
。

30
2

Y1
50

3
人

生
精

進
論

　
第

13
巻

　
95

歳
迎

え
て

大
病

記
録

平
成

8
年

19
96

年
新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
。
ペ
ル
ー
の
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件
、
有
森
裕
子
の
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
3
位
、

創
価
学
会
の
教
義
改
革
案
、
香
港
返
還
に
関
す
る
記
事
な
ど
に
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。
自
身
の
病
状
に
関
す
る
メ
モ

な
ど
。

30
3

Y1
51

3
人

生
精

進
再

出
発

論
（

大
病

回
復

後
の

人
生

）
14

巻
平

成
9

年
19

97
年

自
身
の
病
気
の
経
過
に
つ
い
て
記
す
。
併
せ
て
大
病
後
に
新
た
に
目
標
に
向
か
う
意
気
込
み
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
出
生

地
新
鶴
村
名
誉
村
民
、
安
達
太
良
で
4
人
遭
難
、
斉
藤
清
氏
死
去
の
新
聞
記
事
等
の
切
抜
き
を
貼
付
。

30
3

Y1
52

3
人

生
精

進
の

た
わ

ご
と

　
雑

録
　

巻
13

（
大

病
回

復
後

の
再

生
活

）
平

成
9

年
19

97
年

祝
賀
行
事
の
案
内
、
ダ
イ
ア
ナ
妃
死
去
、
連
載
「
歳
時
記
の
里
か
ら
」、
「
目
で
見
る
福
島
」
な
ど
福
島
県
内
の
文
化
や
民

俗
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
。

30
4

Y1
55

3
人

生
精

進
雑

録
　

巻
14

平
成

10
年

19
98

年
福
島
市
の
宮
畑
遺
跡
（
縄
文
時
代
）、
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
勢
の
活
躍
、
大
戸
窯
の
福
島
県
史
跡
指
定
、
自

民
党
惨
敗
と
橋
本
首
相
退
陣
等
の
新
聞
記
事
の
切
抜
き
を
貼
付
。

30
5

Y1
54

3
人

生
精

進
雑

録
　

巻
15

平
成

10
年

19
98

年
宗
教
論
な
ど
に
関
す
る
新
聞
記
事
等
の
切
抜
き
を
貼
付
。
道
教
、
儒
教
、
神
道
、
仏
教
、
修
験
道
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス

ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
に
山
口
が
コ
メ
ン
ト
を
記
述
。
他
に
、
日
本
宗
教
史
年
表
や
奈
良
県
キ
ト
ラ

古
墳
、
仏
都
会
津
と
高
寺
伝
承
の
新
聞
記
事
等
を
切
抜
い
て
貼
付
。

30
5

Y1
53

3
人

生
精

進
記

録
　

巻
15

平
成

10
年

19
98

年
「
宗
教
論
」
と
し
て
、
神
道
や
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
成
立
宗
教
に
対
す
る
メ
モ
。「
仏
都
会
津
と
高
寺
伝
承
」
の
記
事
を
切

抜
い
て
貼
付
。
他
に
キ
ト
ラ
古
墳
、
福
島
県
会
津
坂
下
町
の
森
北
一
号
古
墳
の
発
掘
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験
、

イ
ラ
ク
空
爆
、
自
民
党
新
井
代
議
士
自
殺
（
日
興
証
券
事
件
）
な
ど
の
新
聞
記
事
を
切
抜
い
て
貼
付
。


